
御所市文化財調査報告書 第28集

ごせ
奈良県御所市

古 壷
やま
山 古 墳 群 Ⅴ

平成17年(2005年)1月

御 所 市 教 育 委 員 会



I

一

LiTELI ,1 lJi



1.本書は､土砂採取事業に伴う事前調査として､御所興産株式会社の委託を受けて御所

市教育委員会が実施 した､御所市室 ･西寺田地内に所在する巨勢山371号墳 ･407号墳 ･

408号項 ･409号境の発掘調査報告書である｡

2.現地調査は､第1期 (対象 :巨勢山371号墳 ･407号墳 ･408号墳)と第2期 (対象 :巨

勢山409号墳)に分けて行った｡調査期間は､第1期は平成9年 (1997年)10月15日から

平成10年 (1998年)3月31日まで､第2期は平成10年10月12日から12月1日までである｡

3.調査は､御所市教育委員会 技術職員 木許 守が担当し､調査補助員として以下の諸

氏が参加した｡(所属は断らない限り当時)

太田宏明 (現･河内長野市教育委員会) ･鬼頭 彰 ･布谷依子 ･深谷 淳 (硯･名古屋市見

晴台考古資料館) ･川口奈穂子 ･荻野亜衣 ･荻山利絵 (以上､閲西大学)･相見 梓 ･阪本晋

通 ･風間厚徳 (以上､奈良大学)･上山泰史 (龍谷大学)

また､現地調査および整理作業を通じて藤田和尊 (御所市教育委員会)の協力があっ

た｡

4.本書の作成にかかる整理作業は､現地調査参加者のほか､藤村藤子 ･尾上昌子 ･楳原

静代 ･藤井静代 ･中久美子 ･演憤一 ･東野茂樹 ･贋瀬一郎 ･森香奈子が参加した｡

5.本書の執筆 ･編集は木許が行った｡

6.遺物の製図は､主として藤村が担当し､一部を鬼頭 ･慣 ･木許が担当した｡遺構の製

図は木許が担当した｡また写真撮影は遺構 ･遺物とも木許が行った｡

7.出土遺物のうち､土器については観察表を本文末に付 した｡ 遺物番号は､本文 ･挿

図 ･図版 ･観察表のそれを統一した｡挿図における出土遺物実測図の縮尺は､1/3を

基本にしたが､一部1/2にしているものがある｡

8.引用 ･参考文献は､第 1章の遺跡分布図のうち本文中でふれ､番号を付 した遺跡に関

わる文献を同章末尾に掲げ､その他本書を通じては､第6章 ｢まとめ｣の末尾に一括 し

て掲げた｡

9.本書で用いた ｢北｣は ｢座標北｣である｡

10.現地調査および本書刊行にかかる費用は､御所興産株式会社がすべて負担 した｡関係

各位にご理解 ･ご協力をいただいたことを記し､深謝します｡
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第 1章 位置と環境

御所市は､奈良盆地の南西部端に位置する｡ 大きく分ければ､市域の北半は低平な盆地部を形成

し､南半は丘陵地となっている｡ 西側の市境は､葛城山から金剛山に連なる山地となって､大阪

府域と接している｡ 南は､風の森峠を介して､西流して紀淡海峡に注ぐ吉野川に貫かれる五修市域

と接している｡

このような地理的な環境から､御所市域は､古代から､大和から河内や紀伊に至るルート上の一

つとして重要な位置を占めてきた｡現在は市域のほぼ中央を東西に国道309号線が､南北に国道24

号線が整備され､それぞれ大阪方面､五修 ･吉野 ･和歌山方面-の交通の便に供している｡ 現在の

これらの国道の位置が､厳密に古代の道そのものに重なるのではないが､これらに平行したルート

が古い時期の街道として利用されていたことは間違いない｡

その意味で､この国道309号線と国道24号線の交差点付近は､古代以来現在もなお交通の要衝に

あたるが､今回報告する巨勢山古墳群は､まさにこの交差点の南東に広がる巨勢山丘陵上に占地す

る群集境である｡

さて､御所市域を中心とする歴史的環境については､これまでも御所市文化財調査報告書におい

ても繰り返し記述されてきた｡ここでは､巨勢山古墳群を巡る古墳の分布状況を整理しておきたい｡

以下､古噴名称末尾に付した番号は､図1の遺跡番号に一致する｡

御所市域における前期の古墳としては､西浦古墳 (2)やオサカケ古墳 (3)が知られており､

最近では巨勢山419号墳 (4)が調査された｡また､近辺地域においては旧新庄町域の寺口和田13

号墳 (5)も前期古墳として知られていた｡しかしこれらの古墳には､特に早い時期に調査された

ものがあり､また総じて墳丘規模もあまり大きいものでは無かったことから､南葛城は前期古墳

の希薄な地域であると概括されてきた｡

そのような状況のなかで､平成12年 (2000年)に鴨都波 1号墳 (6)の発掘調査が行われた｡鴨

都波 1号境は､その上層の堆積土が整地されて水田として利用されていため､古墳の痕跡が地表面

に現れず､その存在自体がまったく知られていなかった｡当該地が弥生時代の拠点的大集落として

著名な鴨都波遺跡の範囲内にあたるため､開発行為に伴う発掘調査を実施したところ､はじめてそ

の存在が明らかになった｡

鴨都波 1号項の墳丘は､長辺20m､短辺16m程の小規模な方墳であったが､粘土榔を主体部とす

る埋葬施設から豊富な副葬品が出土した｡木棺内では三角縁神獣鏡 1･漆塗り杖状木製品1･緑色

凝灰岩製紡錘車形石製品1･鉄剣 1･玉類があり､木棺外では､三角縁神獣鏡3･方形板革綴短甲

1･碧玉製大形紡錘車形石製品 1のほか､漆塗り戟 ･鉄鉱 ･鉄槍 ･鉄刀 ･鉄剣 ･鉄斧 ･鈍などが

出土した｡鴨都波 1号項の築造時期については､このような副葬品や陸で出土した土器から総合的

に考え､前期中葉とみている｡
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この鴨都波 1号境を含む鴨都波遺跡第15次調査を契機にして､この近辺に弥生時代以来連綿とし

て継続する墓域の存在を想定できるようになった (木許2001)｡古墳時代に関しては､鴨都波1号項

に先行するとみられる山本山古墳や､後続するとみられる西浦古墳を位置づけることができるよう

になり､さらに､検出された包含層出土の遺物から､その後も後期に至るまでこの近辺に古墳群が

営まれたと想定している｡

さて､このような前期の状況に対して､中期前葉に､視覚的には墳丘規模において隔絶する室宮

山古墳 (7)が築造される｡室宮山古墳は､巨勢山丘陵の北辺に位置し､この丘陵から延びてきた

尾根の端部を切断して墳丘を形成するものである｡ 墳丘規模238mの威容を誇る｡

大形前方後円墳は､その後やや規模を縮小させながらも､根上錬子塚古墳 (8)が築造され､旧

新庄町域には､屋敷山古墳 (9)､北花内大塚 (飯豊陵)古墳 (10)､二塚古墳 (ll)が中期から後

期に引き続いて系譜的に築造されている｡

御所市域では､このような流れとは別に､樋野権現堂古墳 (12)､新宮山古墳 (13)､水泥北古墳

(14)､水泥南古墳 (15)が､巨石を用いた横穴式石室項として､巨勢谷に築造される｡また､地形

的にはこの谷には含まれないが､巨大な石室の存在が再確認された修ウル神古墳 (16)は､やはり

巨勢谷の勢力と関連する可能性が高く､注目される｡

このような大形横穴式石室境の系譜とは､さらにまた一線を画した状況で､終末期古項も散見さ

れる｡金剛山東麓のハカナペ古墳 (17)や､巨勢山古墳群に含まれる巨勢山323号墳 (18)を挙げ

ることができる｡また､葛城山や二上山の東麓地域には､旧新庄町域の神明神社古墳 (19)､旧首

麻町域の兵家古墳､鳥谷口古墳などがある｡これらの古墳の周辺には､先行する群集項などが存在

する場合も多いが､こjtらの主体部が切石造りの横穴式石室もしくは横口式石榔で特に精巧な造り

になっている場合が多く､一般的な群集境から継続 ･発展して築造されたとも考えにくい｡これら

の古項は集団墓の1基との位置づけではなく､先行する古墳群と切り離して､個々の古墳が個別の

事情でその所在地を選地したと考えられることが多い｡

一方､中期後半から後期を中心とする首長境の上のような動向の元に､この地域においても群集

項が盛んに造営される｡本書で報告する古墳が含まれる巨勢山古墳群 (1)は､総数700基に及ぶ

大形群集境である｡室宮山古墳の南背後の丘陵に造営される地理的な位置から､巨勢山古墳群の造

営が開始する背景にはこの大形前方後円墳との間に有機的な関連が想定されている (白石1973)｡

群集項はこのほか､独立丘陵上に占地する石光山古墳群 (20)のほか､葛城山 ･金剛山の東麓

に､御所市域から旧新庄町域､旧普麻町域の一部に至るまで､多くの群衆境が造営されている｡そ

れらは､当然ながら､古墳群によって造営開始の時期や古墳築造のピークになる時期が異なってお

り､埋葬施設のあり方も一様ではない｡この地域に所在する群集境の分析は､その造営集団に直結

する問題を含んでおり､今後に向けて重要な課題になっている｡
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第2章 巨勢山371号墳

第1節 位置と墳丘

巨勢山371号墳 ･407号墳 ･408号墳 ･409号境の立地する尾根は､巨勢山丘陵の主稜線から北西に

延びる支尾根にあたる｡371号境の所在する地点は､その尾根がひとたび鞍部となって再び高まっ

た地点に相当し､ここから北方向にも尾根が分かれる分岐点ともなる｡なお､371号項の南東に接

する鞍部付近に､巨勢山370号境として遺跡地図に登録されている平坦面があるが､後述するよう

に､調査の結果､この場所は自然地形の平坦面であることが判明した｡本書ではこれを370号地点

と呼ぶ｡

巨勢山古墳群では､古墳が立地している尾根自体が､谷側への土砂の流出のために自然に削られ

ている地点が多い｡その場合には､円墳であっても古墳の谷筋に平行する側の辺は､コンターライ

ンが直線的になってしまっている｡この巨勢山371号境についても､特に古墳の東側にあたる斜面

は土砂の流出のため急傾斜になっており､噴丘にもその土砂流出の影響が及んでいる｡程度の差は

あるが､古墳の西側や北北西側の谷に向かう斜面についても､やはりこのような土砂崩落の影響を

受けている｡したがって､本項の墳丘形態を考える際には､尾根線上の､比較的土砂流出の影響の

少ない地点からやや復原的にみる必要がある｡

図4の測量図に示したように､墳頂部から南東方向へは､標高228.00m付近に傾斜変換点があっ

て､ここから傾斜が急に緩やかになる｡また､北西方向への尾根線上では225.00-225.25m付近の

コンターラインの間隔が広くなり､北方向への尾根線上では226.50m付近のコンターラインの間隔

が広くなっている｡これらの地点が古墳の基底部にあたる墳丘端とみらn.る｡尾根の高い側と低い

側では､最大3m程の比高差があるが､地形に合わせつつ墳丘を形成した結果と思われる｡

これらの項丘端を示す尾根線上でのコンターラインの流れが円弧を措くことから､本項は円墳で

あると判断でき､また､この位置を通る円を復原すると直径21mの数値を得ることができる｡

墳丘は､自然地形を最大限に利用して築造されている｡ 墳丘の下半は地山を削り出して成形し､

上部に盛土を行っている｡盛土はそれほど厚くなく､最大で40cm程の厚みを検出した｡盛土の上位

は流出して幾分低くなっていようが､墳頂部で検出した主体部の深さなどから見て､極端に下がっ

ているとは考えにくい｡墳頂部の現状の高さは､築造時のそれをおおよそ保っていたと思われる｡

発掘調査を開始した直後に､墳頂部の表土のほぼ直下から須恵器嚢の破片が多数出土した｡その

付近で62片を採集し､ほかに同一個体とみられる4片を噴丘斜面で採取した｡図3に示したものは

その一部である｡ほとんどの破片が互いに接合することはできなかったが､そこには棄以外の器種

は含まれず､また胎土や焼成のあり方からみれば同1個体と判断できるものであった｡破片の分量

は､その1個体分の1/4に満たない程の数である｡土器を観察すると､その外面にタタキ痕がみら

れ､内面には当て具の痕跡が残っている｡ 当て具の痕跡の上にはヨコナデが施されるが､これをす
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り消すまでには至っていないものである｡

墳丘上祭紀に関わる遺物 とも考えられる が､

本項には､後述するように､初葬と追葬の 2回

の埋葬が行われており､その出土位置からだけ

ではこの土器がいずれの埋葬に伴ったものか判

断しにくい｡仮に古墳築造時の埋葬に伴って墳

頂部に破砕された嚢の破片が蒔かれたものであ

れば､追葬の埋葬施設である主体部2の墓墳埋

土にその破片の幾らかは混入すると考えられる｡

しかし､実際には主体部2の埋土中には1片の
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破片も含まれていなかったことから､この聾は 図3 巨勢 山371号墳 墳頂部出土土器 (S

.-1/6)主体部2が埋め戻された後にこの場所に置かれた可能性が高い｡内面のあて具の痕跡を完全にすり

消さないことから土器自体に新しい要素を兄いだすことができ､このこともこのような想定を支持

している｡この賓は互いに接合することができない状態で出土していることから､ 1個体のも

のがここで割れて細片化したというよりも､元々破砕された土器がここに蒔かれた可能性が高い｡

そして､この土器が帰属する主体部を上のように考えることができるなら､追葬にあたる埋葬にお

いても､墳丘上において土器を破砕するなどの行為が執行された可能性を考えることができる｡ な

お､その際に破砕された土器は､主体部2の

｢遺物出土状態｣の項で後述するように､棺内埋土中から出土した高杯 (17-14)もあったと考え

られる｡さて､図4の周辺地形測量図に示したように､371号境の南東側には､ほぼ平坦面に近い緩

やかな傾斜面がある｡ さらにその南西には検出最大幅6.2m､同深さ180cmに及ぶ掘 り割 り状

の遺構を検出した｡この平坦面に近い地形をなす地

点は､遺跡地図に巨勢山370号項として登録されているもので､当初古境の存在を前提にして調査を行った

｡発掘調査の進捗過程で､371号境を含めたこのような周辺の地形が､370号地点を前

方部､南西側の掘 り割りを

前方部前面の周溝とする前方後円墳となる可能性も考えられたので､それをも視野に入れて発掘調査

を進めた｡しかし､結果的には､まず370号地点の両側は､土砂の崩落が激しい東側だけでは

なく､それがあまり顕著ではない西側においても自然と先細りなって前方部状を呈さないばかりか､

単独の古墳としての形状もなさないこと､図6の土層断面図に示したように370号地点は表土直

下が地山になり､盛土はまったく検出されなかったこと､そしてその

地山上には埋葬施設の痕跡がまったく無かったことなどから､当該地は自然地形の平坦面であると判断された



/

図4 巨勢山371号項 ･370号地点 墳丘および地形測量図 (S.-1/250)

- 10-



-

ニ

ー主

図5巨勢山371号墳墳丘断面図(S
.

-1/120) 墳丘盛土

T



229m
戸~ G

註

1
2

3
4

衣.-1:
曲灰色砂質 ●土 ル5.6. ー I1IIJ∫ Iiレ 昏7aHI.ヽヽ粘珍 村沢土 じ ∫

土

34 79

ー3

苑灰色砂凍土 7.暗
灰色砂疎 11.暗井伏色砂 (若干の炭化物を含む) ?暗井灰色枇質土 8.暗黄灰色砂喋 12.暗妖也砂質土 15.赤鞄色砂凍土

(若干の脱化物を含む)図6 370号地点 ･墓道断面図

(S.-1/200)良い地点においては､このような比較的大規模に地山を掘削した墓道が検出

されている｡本例においても､古墳時代のものとすれば､墓道である可能性が高い｡その場合

には､斜面を斜めに登る道が付けられ､何らかの事情でこの地点において尾根を横切る道となったのであ

ろう｡ いずれにしても尾根の両側の斜面では､土砂の自然流出によってこれらの遺構が残存すること

は希である｡巨勢山371号境の築造時期は､後述するように､初葬

棺にあたる主体部 1出土遣物から､MT15型式期の中でも比較的古い段階と考えられ､追葬の時

期は､主体部2出土土器から､同じMT15型式期の中でも新しい段階と考えられる｡第2節

主体部11.形状前述のように巨勢山371号境が立地す

る地点は､より高所から下ってきた尾根が2方向に分岐する箇所にあたっている｡本項の埋葬施設

は､木棺直葬の主体部が2基検出されたが､いずれもその主軸は高所から下ってくる尾根の方向に

合わせているらしい ｡2基の主体部のうち､墳頂部のやや西側に寄っている主体部 1が初葬棺で､

その東で､墳頂部のほぼ中央に構築されたものが迫葬棺にあたる主体部2である｡主体部2は､そ

の墓境が掘削される際に､主体部 1の東側辺を壊しつつ築かれたものである｡2基の主体部のこの

ような位置関係からは､主体部 1が構築された際には東側にスペースを空けており､追葬が予定されていたと考えら

れるが､主体部2を構築する時点では､当然それが追葬棺であることは意識されていたのであろう

が､すでにある埋葬施設の位置については､あまり考慮することなく墳頂部のほぼ中央に墓境が掘られたといえよ

う｡さて､主体部 1の墓境の上端は､墳丘盛土を除去した後の地山面で検出した｡墓境の規模は

､それぞれ最大で､長さ4.30m･幅2.50m･深さ0.6mを測る｡墓墳底のレベルは全体にほぼ同一で平坦
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※アルファベ ット記号は､図4に対応する｡ 2m図9 巨勢山

371号墳 主体部 1 縦断面図 (S.-1/50)設けている

ものである｡棺の搬入の便に供したものと思われる｡棺は､舟形木棺を直葬したものとみられる｡

棺の主軸は､棺底で採ればN-21度-Eに向けている｡検出上端での長さ南北3.45m ･幅東西1.27m

を測る｡ 棺底では長さ2.7mを測る｡ 幅は南北の小口部でそれぞれ若干異なる｡ 北側は0.69m､南側

は0.57mとなって､北側の小口の方がやや幅が広い｡棺底のレベルは､ほぼ一定である｡ また､

｢遺物出土状態｣の項で後述するように､棺底中軸付近の北小口寄りに赤色顔料の分布が認められ､この位置が被葬者の顔面であるとすれば､

埋葬頭位は北向き

になり､棺の形状とも合致する｡2.遺物出土状態棺内からの出土遺物はなかった｡ ただし､棺内底

の中軸付近で棺の北小口寄りの地点に､20×15cm程の範囲に赤色顔料を検出した｡その位置や分布範囲の大きさから判断すれば､被葬者の顔面に

塗布され



副葬品はすべて棺外で検出したものである｡ 検出した遺物のレベルからみて､墓境内に棺を搬入

した後､棺を埋め戻していく過程で何段階かに分けて副葬されたらしいが､図7に示したように､

それらはいずれも､棺の西側辺の外側にあたる地点に偏って出土している｡ ただし､この主体部の

事例に限って言えば､墓堰の東側付近に上層から掘られた主体部2があり､仮に東側辺付近に当初

は副葬品が置かれていたとしても､撹乱されている可能性も考えられる｡

しかし､もし現状に見るような墓境の西側辺付近-の副葬品の偏在が､副葬当時の状態を示して

いるとすれば､このことは墓域の形状にも関係する可能性が考えられる｡ すなわち､｢形状｣の項

でも述べたように､墓境の西側の長側辺には段が造られている｡ この段が棺の埋葬などを含む一連

の葬送儀礼に必要なものであったとすれば､埋葬を行った人々は､墓境の西側に参列していたと想

定される｡参列者のそのような立ち位置から､副葬品の位置が自ずから決定したと考えることもで

きるだろう｡

さて､鉄鉱 (ll-8-18) ･鉄鎌 (ll-21) ･須恵器施 (10-7)は､検出した棺の上面に近い

レベルで出土した｡

鉄鉱は､12個体以上が束ねられた状態で出土した｡いずれも鋒を北に向けていた｡前記の棺内の

赤色顔料が被葬者の顔面に塗布されたものであったとすれば､弓矢は､棺外にありながらも被葬者

に平行して置かれ､鉾を被葬者の頭の方に向けていたことになる｡ ｢出土遺物｣の項でも述べるが､

鉄鉱はほとんどが同型の長頚鉱であるが､(ll-8) ･ (ll-9)は鉱身部の形状が異なっている｡

特に平板式の (ll-8)は､副葬の時にも他と区別されていたようで､やや離れた位置に置かれて

いた｡

鉄鎌 (ll-21)や須恵器施 (10-7)も同様のレベルで出土した｡施 (10-7)は体部の約1/2

が出土したものである｡ これに接合されるべき破片は全く出土 しなかったので､この鼠は意識的

に割られて､破片の一部がここに置かれたものとみらjlる｡

これらの遺物は埋葬の過程で､棺が墓境内に埋められていき､それがほぼ見えなくなった時点で､

副葬されたものである｡ 特に鼠については葬送儀礼に使用された土器が､この時点で割られて副

えられたと考えられるかもしれない｡

次に､刀子 (ll-20) ･砥石 (ll-19) ･須恵器差杯 (10-1-6)は､墓境の掘 り込み面かそ

れよりやや上位のレベルで検出されたものである｡すなわち､墓塀が完全に埋め戻された時点で副

葬された遺物である｡

刀子 (ll-20)と砥石 (ll-19)は､墓境の南西コーナー付近で互いに近接 して出土した｡明ら

かに1セットが意識された出土状態である｡

須恵器は､杯蓋3個体と杯身3個体が集められた状態であった｡墓城の南小口付近で出土した｡

上記の刀子および砥石よりさらに上位のレベルで検出された｡刀子などを収めた後､さらに墓墳上

に土を盛り上げた後に置かれたものである｡
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これらの蓋杯には､身に蓋が被せられた状態のものはなく､蓋と身の別にかかわらず､内面を上

に向けた状態で置かれていた｡特に (10-1)と (10-3)は､いずれも杯蓋であるが､やはり内

面を上に向けて (10-3)の上に (10-1)が重ねられていた｡

3.出土遺物

①土器

巨勢山371号墳主体部 1の出土遺物はすべて棺外で検出したものである｡そのうち､須恵器につ

いて図10に示した｡これらの形態や調整 ･法量を始めとする詳細は､観察表 (117-118頁)に記し

たので参照されたい｡

(10-1-6)の杯蓋 ･杯身は一塊となって出土したもので､(10-7)の鼠のみやや離れて出

土した｡杯蓋 ･杯身は ｢遺物出土状態｣の項で記したように､身に蓋を被せた状態ではなかった｡

jii! ii
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焼成や胎土のあり方を観察すると､図示状態の左右､すなわち (10-1･4)､(10-2･5)､

(10-3･6)がセットとして制作されたとみられるが､焼成前の器形の歪みが生じており､必ず

しも口径がうまく合わない｡

杯蓋は､いずれも口径が14cm程である｡また､天井部と口縁部の境界となる稜が強く突出しない

で､口縁端部先端がやや丸く内面に段がある｡天井部も高く膨らまないで全体的には扇平な感じを

受ける｡ 一方の杯身は､あまり内傾しない比較的長いたちあがりで口縁端部は丸い｡底部はやはり

下方に膨らまないで全体の形状は扇平な感じがする｡

施 (10-7)は､体部の1/2程が出土したものである｡ 肩部の張りが比較的緩やかで､体部最大径

の割に頚部下端の径がやや大きい｡

これらの諸特徴はMT15型式 (田辺1966､以下須恵器の ｢陶邑編年｣に関しては同書による)に

該当しょうが､杯身の口縁端部が丸いことや､杯蓋の天井部と口縁部の境界の稜があまり突出しな

いことなどの点は､より新しい要素とみられるかもしれない｡しかし､これらの土器は､同じ古墳

の追葬施設にあたる主体部2の棺内から出土した土器より､層位的に下層で検出したものである｡

後述するとおり､主体部2の土器もMT15型式にあたるとみられるが､両者の様相にはかなりの違

いがある｡ここでの層位的な新古が実際にはどれほどの時間差に対応するのか不明であり､また､

土器の諸特徴の差異は､例えば製作地の違いなども絡む可能性があるので､単純に時期差に対応す

るとも言えない側面があって､問題は複雑である｡ このことに関しては主体部2の ｢出土遺物｣の

項で再度述べるが､上記の主体部1出土土器ついては､MT15型式期に併行するとみられ､ここで

は､主体部2出土土器との層位的な関係から､その中でも比較的古い段階に位置づけておく｡

②鉄鉱およびその他の鉄器 ･石製品

鉄鉱は棺外に一括して副葬されたものである｡鉄身部で10個体を数えるほか､茎部を中心として

関部を残すものが (ll-18)のほか図示していない別個体があって､それらが他のいずれとも接合

し得ないので､少なくとも合計12個体の副葬があったと考えられる｡(ll-18)などのみが鉄身部

が遺存しないのは不自然と言えるかもしれないが､この12個体の鉄鉱が一束となっていた出土状況

や､墓境埋土中に直接置かれて土を被せられた副葬状態および他の鉄鉱にも両端が劣化して遺存し

なかったものがあることを考えると､錆による劣化が偶然早くに進行して鉄身などが残らなかった

と考えるのが妥当であろう｡ なお､現状では (ll-16)と (ll-17)が錬着しており､(ll-9)も

図示していない別個体の茎部と錬着している｡

(ll-8)は､腸挟三角形鉄鉱である｡鉄身は両丸道で､箆被部の関は台形関で左右に段を有し

ている｡鉄身部の最大幅2.7cmを測るが､逆刺の一方を欠損 しており､元の最大幅はさらに1-2mm

程度大きいものと思われる｡ 茎の先端も欠損しており現存長は10.3cmになっている｡現状の重量は

13.7gである｡

(ll-9)は長頭鉄で､鉄身部は長三角形で平造､逆刺を有する｡箆被関部の形状は､状態が良
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図11巨勢山371号墳主体部1棺外出土鉄器･石製品(S
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1/3)

くなく判りにくい｡
台形関かとみられる
｡
逆刺の一方および鋒･茎の先端を欠損している｡

上記の2個体のほかは､い
ずれも同工の長頚鉄である｡
鉱身は三角形で鉄身関部は角関である
｡

片丸造となっている｡茎に失柄の一部が残っているために観察するのに制限が生じるが､
箆被部の

関は台形で前後左右の全面に段を有するとみられる｡
おおよそ元の長さを保っているものは､

(ll-10)が19.
2cm､
(ll-12)が16.
4cmを測る｡鉾を僅かに欠損している(ll-15)は
残存長15
.
8

cmである｡
それらの現状での重量は
､
(ll-10)15.
3g､
(ll-12)13.
1g､
(ll-15)14.
6gである｡

砥石(ll-19)･刀子(ll-20)は互いに近
接して出土した
｡
砥石(ll-19)は､
紀ノ川流域で

で採取されたとみられる泥質片岩が使われている(註)｡元は一辺4.
7-5.
0cm程の台形に近い不整形

な方形を呈していたとみられるが､
図示状態左図の右上部が欠損している｡
この破損部に両側穿孔

による円孔の一部が残っている｡
円孔の最大径は復原径5mmを測る｡また､
破損によって生じた面

以外は側面も含めて使用されて摩滅し
､
各面とも平滑になってい



金具を有している｡ 責金具は把頭側が腐食しているが現状で幅1.5cm程を測る｡ 厚みは約 1mある｡

長径2.1cm､短径1.6cmの楕円形の筒状を呈するが､鉄板のつなぎ目が肉眼では観察できないことか

ら､鍛接技法によって接合した筒を責金具として木製の把の上から軟め込んだものと考えられる｡

刀身の刃部最大幅は1.7cmで､鉾にいくに従って漸次幅を狭めている｡背幅は4mmである｡関の

形状は､把の木質が残り上記の責金具もあって観察しにくい ｡僅かに垣間見る様子では､両関でそ

れぞれ直角の段を有するとみられるが､定かではない｡

鉄鎌 (ll-21)は､鋒を欠損している｡ 背幅2mm､長さは現状で11.8cmを測る｡鉾の破損部の状

.況からみて元の長さはこれより極端に長くなるものではない｡全体に刃部が緩やかに内轡して､鋒

付近でややその轡曲の度合いを増すものとみられる｡基部は約8mを直角に折り曲げている｡基部

付近に木質などの遺存は観察できない｡

(註)橿原考古学研究所 共同研究員 奥田尚氏のご教示による｡

第3節 主体部2

1.形状

墳頂部に2基存在する主体部のうち､迫葬棺にあたるものである｡ 墳頂部では､まず地山面から

主体部 1が掘られ､これが埋め戻された後に墳丘を構成する盛土が行われている｡主体部2の墓境

はこの盛土面に掘削されている｡これを元の高さまで埋め戻した状態が古墳の墳頂にあたっている｡

主体部2の墓塀は､項頂部のほぼ中央に掘削されるが､主体部 1の墓境の東辺を切っている｡ 主

体部 1は墳頂部でも西に偏った位置に造られていることから､当初から追葬を予定していたとみら

れるが､主体部2の構築時には､先行する主体部の位置はあまり考慮されなかったらしい｡

墓境の規模は､それぞれ最大で長さ4.87m ･幅3.22m ･深さ0.7mを検出した｡主体部2の墓境も､

主体部 1の墓境と同様に､墓墳斜面の一部に段が設けられていた｡主体部 1の場合には西側辺にあ

ったが､主体部2においては､東側辺から南小口にかけての位置に造られていた｡段は､検出した

墓墳上端から15-20cmの深さの位置で､帽30-60cmの平坦面を設けるものである｡

墓墳底のレベルは､南小口の方が北小口より､約8cm高くなっている｡さらに図13の縦断面図に

示したように､南小口側付近には､墓堀を掘り抜いた後に､第17層とした暗赤褐色砂襟が置かれて

おり､この土の上に木棺が安置されたものと考えられた｡つまり､棺底が接するレベルで言えば､

墓境の南側は､北側に比べて約16cm高くなっている｡

棺は劉抜き式の舟形木棺を直葬したものとみられる｡棺の主軸は､棺底で採ればN-24度-Eに

向けている｡検出上端での最大長さ3.60m ･最大幅1.42mを測る｡検出できた深さは､最大33cmで

ある｡本来の棺はさらに深かったのであろうが､棺の上端部は崩れていたものと思われる｡ 棺底で
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の規模は､長さ3.30m･南小口部幅1.12m･北小口部帽0.93mを測る｡

このように､主体部2においては､墓墳底の南半に置土をして嵩上げしていたこと､棺の規模に

おいて南小口部が北小口部より広いことから､被葬者の頭位は南を向けていたと考えられる｡なお､

このことは､｢遺物出土状態｣の項で後述する､ガラス玉などの頭部の位置を推定できる遺物の出

土位置と合致している｡

2.遺物出土状態

①棺内の遺物

主体部2の棺内埋土を除去していく過程で､図13の棺内堆積土の縦断面図に示したように､第7

層として､赤色顔料が混じる土の堆積を認めた｡このレベルは検出し得た棺上端の直下にあたり､

最終的に検出した棺底より約20cm程高い位置である｡このような検出位置から考えれば､この赤色

顔料は､本来棺蓋に塗布されていたものと考えられる｡

また､この赤色顔料が棺の北半分においてのみ検出されたことについては､棺蓋の半分だけが赤

く塗られていたと考えるよりも､おそらく棺蓋の崩壊の過程を物語っているものと思われる｡つま

り､本来は､棺蓋全体に赤色顔料が塗布されていたものが､棺蓋の南半分の崩壊は､部分的に進行

していき､レベル差を持ちつつブロック的に棺蓋が崩壊したのに対して､南半分は一挙に面的に崩

落したと考えれば､検出したような状態になるだろう｡

さて､棺内の底には､中軸付近のやや南小口に寄った地点で､12.5×9.0cm程の狭い範囲に有機質

に起因する黒色土を検出した｡また､この黒色土のすぐ西側の､棺底の中軸上でガラス玉63個体

(21-1-63)が出土した (図12･14)｡ガラス玉は､-箇所に集中しているものの､不規則に散在

しているものも多かった｡しかし少なくとも16個体は緩やかな円弧を描いて並んだ状態で検出され､

このことから副葬時には一連のものになっていたことが判る｡ 多くのガラス玉は､径8m前後から

9mm程度のものであるが､(21-1)は径12mを超えておりこれだけがやや大きい｡その出土位置

は､原位置を動かずに並んで検出された16個体の列に対向する位置にあたり､ガラス玉分布範囲の

東西方向のほぼ中央に位置している｡ これらのガラス玉が首飾であjtば､原位置を動かずに検出さ

れた玉の列は､仰臥状態の被葬者の首の下側に回された部分と考えられ､散らばっていた玉は､首

の側面から上部にかけての部分に回されていたものが､身体および繋いでいた糸の腐朽のために､

原位置を移動して散在的になったと考えられよう｡そうであれば､やや径の大きい (21-1)は､

連の中央にあって被葬者の喉付近を飾っていたと考えるに相応しい出土位置であるといえる｡

ところで､このようなガラス玉の出土位置から､被葬者の頭位は南向きであったことが判る｡ そ

して､このガラス玉のすぐ東側に､前記の有機質起因の黒色土が見られたのである｡ ガラス玉の出

土状態に関して上のように考えられるとすれば､この有機質とは被葬者の身体の一部であった可能

性が高い｡木棺内に土が流入する前の､まだ空間が保たれている段階であれば､例えば頭部などが
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)僅かに転がって移動 した可能性も考えられよう｡

この黒色土の近辺からは､刀子 (19-14)も出土した (図12･14)｡ただし､



体が-箇所に集めて置かれていた｡｢出土遺物｣の項で述べるように､それらを個別に見ると本来

セットとして製作されたと考えられるものもあるが､杯蓋 (16-5)と杯身 (16-6)以外は､蓋

と身の区別にかかわらず内面を上に向けて置かれていた｡杯蓋 (16-5)と杯身 (16-6)は､身

に蓋が被られた状態になっており､しかも立位状態になっていて､(15-8)に入り込んで止まっ

ていた｡当初､このような不自然な出土状態から､これらの土器は本来は棺外遺物で土砂の流入と

共に棺内に流れ込んだ可能性 も考えたが､これらの土器が基本的に棺底で検出されたことや､

(16-5)と (16-6)自体も身と蓋が合わさった状態で､副葬後の大きな移動を考えることは困

難である｡ここでは､棺内小口部に折り重なるように置かれた蓋杯の最上位に置かれた (16-5)

と (16-6)が､土砂の流入に押されて､または､後述するような下に置かれた有機質の馬具の腐

朽によって安定を崩して倒れ込んだ結果として､出土状態のような立位になったと理解した｡

これらの須恵器蓋杯の一群の西側に､鉄製素環鏡板付轡が置かれていた｡また､図15下に示した

ように､須恵器蓋杯の一群を取り上げると､その下から辻金具や銃具などの馬具類が出土した｡こ

れらの馬具は棺底に置かれていたもので､轡と辻金具 ･錠具などは同一レベルでの出土である｡

轡 (18-1)は､鏡板に街 ･引手 ･別造りの立間が装着された状態で検出された｡ただし立間に

関しては腐朽が進行しており､痕跡が残っていたにすぎない｡また､引手の先端には別造 りの瓢形

の引手壷が付けられていたがやはり遺存状態が良くなく､一方のそれは円環部分が傍らに遊離して

出土した｡轡は､衝の喰金で屈曲した状態で出土しており､小さく折りたたまれた状態で副葬され

たらしい｡

轡の東側に､12cmX7cm程の範囲に有機質に起因する黒色土の分布があり､この黒色土の上下に

(19-9)- (19-12)の4個体の方形金具があった｡(19-9)は黒色土の下側で検出されたもの

で､その他は黒色土の上側にあった｡これらは､辻金具を構成する方形の脚金具とみられ､有機質

は元は草ベルトであったと考えられるが､有機質の腐朽により原形が不明で､脚金具の使用の状態

も判らなくなっている｡

黒色土が分布する範囲の東側には辻金具 (19-5-8)･錠具 (19-3)があり､そjtらから25

-30cmの間隔を空けて､銃具 (19-2)が出土した｡銃具 (19-2)は､多くを欠損 していたが､

これは副葬後の腐朽によるためと考えられる｡

辻金具 (19-5-8)や､錠具 (19-3)とその脚金具 (19-4)は､元より共造りの製品では

ないにも関わらず､互いに接した状態で出土した｡このことは､これらが草ベルトなどの有機質の

ものに装着された状態で副葬されたことを示している.

これらの点を踏まえれば､ここに副葬された轡は､頭絡となる草ベルトに辻金具や錠具が装着さ

れた状態であって､一部の有機質は黒色土と化して残存していたものと想定できる｡やや離jtて出

土した (19-2)についても､出土遺物の項で述べるように､(19-3)と同工 ･同大の製品であっ

たことが判るので､頭給に2個の銃具が用いられたと考えるのが妥当である｡
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②棺外の遺物

棺外遺物については図12に示したように､棺外遺物はすべて墓境を完全に埋め戻した後に､その

埋め戻し土の上面に置かれていたものである｡また､図示したもの以外に､これらよりもレベルと

しては上位の位置に､｢位置と墳丘｣の項で述べた須恵器棄 (3-1･2)のほか､後述する高杯

(17-14)が破砕された状態で置かれていたと考えられる｡

須恵器施 (17-12)と高杯 (17-13)は､棺の中軸線上にあたる地点に､口縁部を北に向けて

横たえて置かれていた｡鼠は口縁部を僅かに欠損するもののほぼ完形である｡高杯は口縁部と脚

裾部の一部を欠損しているが､その破断面は比較的新しい｡これらの土器が出土した位置は､現状

では表土に近い地点であることから､このような欠損は比較的最近に生じた可能性が高い｡すなわ

ち､この2個体の土器がここに置かれた時は､共に完形品であったと考えられる｡

土器についてはこれらの他､(17-14)として示した高杯脚部がある｡この土器の出土状態は図

示し得なかったが､棺内埋土に混じって出土したものである｡(17-14)は､3片の破片を接合し

たもので､それでも裾部の1/3程にしかならない｡しかし､土器の型式からは主体部2出土のそ

の他の土器と併行すると考えられることから､単なる混入と言うよりは､墓場埋め戻し後に､完形

の土器とは別にこのように割られた状態の土器がその上面に蒔かれて､その後棺蓋の腐朽によって

周辺の土と共に土器の破片が棺内に流入したと考えることもできる｡棺内の別々の場所から出土し

た3片が接合したという事実もまた､このことを裏付けていると思われる｡なお､このような扱わ

れ方をした土器として､(3-1･2)の嚢があることは既述のとおりであるが､この碧の破片は

棺の内外を含め墓境内からは出土しなかった｡同様に墳丘上に蒔かれた土器であっても､主体部の

直上とそうでない位置によって､このような差異が生じると理解できる｡.

次に､土器以外の遺物として､完形で出土した施 (17-12) ･高杯 (17-13)とほぼ同様のレ

ベルでその東側の位置で出土した馬具の一塊があった｡

図12には､鞍 (20-15)･銃具 (20-17)･雲珠 (20-18-29)の出土状態を示している｡これ

らの馬具が出土したレベルは､上の2点の須恵器と同様にほぼ現表土に近い位置にあたり､これら

の他､近接した地点で銃具 (20-16)が発掘調査開始直後に表土化した土層から出土した｡その出

土位置を図12の出土状態の図に記録し得なかったのは遺憾であるが､その位置やレベルから本来は､

他の馬具と同様の位置に置かれていたと考えられる｡

また､雲珠 (20-18-29)は､円環部の周囲に､責金具および方形ないしは爪形の脚金具が配置

された状態で検出された｡責金具が少なくとも5個体分と脚金具7個体分が残っていた｡元来は1

個の脚金具に1個の責金具がセットになって使用されたと考えられるが､自然の腐食によっていず

れも元の個数を保っていない｡脚金具は7個体が残存したが､円環の周囲には8個体分の脚金具が

取り付けられる間隔で配列されていた｡空自となる1個体分のスペースには､責金具が残っていた｡

このことから､脚金具は元は8個体が使用されており､1個体分は､鎌などによる劣化のために残
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らなかったものと理解される｡

そして､このような雲珠の出土状態は､この雲珠がここに置かれたときに円環部と脚部および責

金具が草ベルトなどの有機質によって繋がれていたことを示している｡ 雲珠にベルトが装着されて

いたとすれば､その同じ場所に一対の鞍が出土しているので､その一端はこの鞍に繋がっていた可

能性が高い｡さらに鞍の存在から元は木製の鞍が存在したことが想定できるので､ここには､鞍か

ら雲珠および尻繁の一式が連結された状態で置かれたと考えられる.

ところで､以上の墓墳埋土上面の遺物は､埋め戻された棺の中軸から東側に偏っていると言うこ

とができる (図12)｡

主体部2の墓境は､｢形状｣の項で記したように､東側長側辺に段が形成されている｡ 墓境のこ

のような状態は主体部 1墓城の西側の長側辺と同様である｡ そして､先に主体部 1の出土遺物が墓

境内棺外の西側辺付近に偏在していることについて､墓堀内のこの段と関係している可能性を考え

た｡つまり､墓境内の段が､棺の埋葬を含む一連の葬送儀礼に必要なものであれば､そのときの参

列者は､主体部1墓壕の西側にいたとも想定され､参列者のそのような立ち位置から､主体部 1の

副葬品は､棺の西側に偏在した可能性も考えられると理解した｡

主体部2の､長側辺の一方に段を伴うという形状と､出土遺物がその側に偏在するというあり方

は主体部 1に共通する｡異なっているのは､主体部 1の棺外遺物が､棺の埋め戻しの過程で数度に

わたって収められたのに対して､主体部2の棺外遺物は､棺の埋め戻しが完全に終了してから一度

に土器と馬具を置いていることである｡

すなわち､主体部 1の場合には､棺の埋め戻しの最初から最後まで､副葬品を収める行為が墓境

の西側から行われているので､西側にそのような行為を行った参列者がいたと想定したが､主体部

2では､遺物の出土位置からだけではそのような想定をするにはやや無理がある｡しかし､同じ古

墳での主体部1と主体部2の関係であり､墓境に段を有する形状とその段の方向に対応する遺物の

偏在との共通点を重視すれば､主体部2の場合においても､墓境に段がある東側に､埋葬行為を行

った参列者がいたと理解するのは､あながち無稽なことではなかろう｡

3.出土遺物

①土器

出土遺物のうち須恵器は､棺内出土のものと､元は棺上部に置かれたものがある｡それらは出土

地点ごとに図16と図17に分けて示した｡これらの形態や調整 ･法量を始めとする詳細は､観察表

(118-122頁)に記したので参照されたい｡

図16に示した杯蓋 ･杯身は棺内小口部に一括して副葬されていたものである｡すでに ｢遺物出土

状態｣の項で述べたように､身に蓋が被せられた状態であったものは､杯蓋 (16-5)と杯身

(16-6)のセットのみであった｡その他は蓋と身の区別にかかわらず内面を上に向けて出土した｡
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この (16-5･6)は､焼成や胎土のあり方からみて､当初からセットとして制作されたものと考

えられる｡ このような観点から本来セットで制作されたとみられるものは､(16-1･2)と (16-

3･4)があるが､他のものはいずれと組み合わせてもうまく合わない｡

さて､これらの蓋杯を見ると､端部の調整や形状は多少のバラエティーがあるものの､おおむね

共通する｡蓋杯は､口径14-15cm程度で口縁端部が面をなし端面の中央が凹線状に窪んでおり､天

井部と口縁部の境界となる稜は僅かに突出するものが多い｡ただし､(16-7)は､口縁端部は内

面に段をなすタイプで､天井部と口緑部の境界も凹線に近い｡全体の形状は天井の低いものが多い

が､この (16-7)はむしろ丸みを持って膨らんでいる｡

杯身は､比較的内傾するたちあがりで､その端部は面をなしているものが多い｡全体の形状は､

底部が狭いながらも平らなものが多いが､(16-6) ･(16-8) ･(16-10)は､丸く下方に膨

らんだ感じがする｡ 口縁部の形状および調整については (16-ll)は例外的で､たちあがりがやや

内響しつつ内上方にのび､端部は丸く内面に弱い段を有するものである｡調整技法からすれば一見

して異質な感じがするが､このことはこの土器の製作段階におけるロクロ回転方向にも対応してい

る｡土器の表面に見える砂粒の動きから判断したロクロ回転方向は､観察表に記したとおりである

が､ここでのロクロ回転方向は基本的に左廻りであるのに対して､(16-ll)のみが右廻りである｡

次に､図17に棺上部出土土器および棺内埋土に混じって出土した土器を掲げた｡

施 (17-12)は体部径の割に頚部が太く短い｡高杯 (17-13)は杯部が口径の割に深く､脚部は

やや長脚になって一段の方形スカシを4万に配置している｡ これら土器は棺の埋め戻しの最終段階

に､棺上部にあたる位置に一部の馬具と共に置かれたものである｡

高杯 (17-14)は､棺埋土に混じって出土した｡高杯の脚裾部の一部である｡ 残存部分から短脚

の高杯であったことが判る｡ 脚部の3万にスカシを配置している｡

棺の内外から出土したこれらの土器を須恵器編年に照らして考えれば､MT15型式期に併行しょ

うが､特に棺内出土の蓋杯は先行する埋葬施設に伴った蓋杯との編年上の関係が問題になる｡

20cm



主体部1に伴って出土した土器については既述のとおりで､図10に示してある｡主体部2出土土

器との違いに注目して見ると､杯蓋は天井部と口縁部の境界の稜があまり突出しないで､口縁端部

先端が丸く内面に段がある｡杯身のたちあがりは口縁端部が丸い｡また製作時のロクロ回転方向は､

主体部2出土の土器が左廻りが多かったのに対して､主体部1出土のそれはすべて右廻りである｡

このような形態上の特徴を比較すると､主体部 1出土土器の方が型式的に後出するものであるか

に見える｡またロクロ回転方向は､漸次的とはいえ左廻りから右廻りに転換するとされており､こ

の点からも主体部 1出土土器の方が新しい要素を持っていることになる｡しかし､発掘調査の結果

からは主体部 1と主体部2の層位的な先後関係は明らかで､主体部 1が先行しているのは既述のと

おりである｡

ここで注目されるは､主体部2出土土器のうち､図16の蓋杯の中でもやや異質な感じがするとし

た (16-ll)である｡(16-ll)は､口縁端部の形状などに他の土器より後出する要素を持ってお

り､また､これのみが製作時のロクロ回転方向が右廻りであった｡一般に一括資料中の最新の要素

を持つ個体によって遺構の年代を考えるとすれば､この (16-ll)を比較資料とするべきであろう｡

その場合には主体部 1出土土器との間に型式的な矛盾は生じない｡

ただし､この場合は層位的な先後関係が実際の時間としてほどの程度の隔たりがあるのか不明で

ある｡ここでは､主体部2出土土器は､主体部1出土土器との層位的な関係から､MT15型式期の

中でも比較的新しい段階に位置づける｡しかし､例えば各土器の入手の時期が異なるとすれば､副

葬時の層位は必ずしも製作の時期を反映しないことになる｡また､ここでの土器細部の形状や調整

の異同は､時期差よりもむしろ製作地ないしは工房 ･窯などの違いを反映する可能性も考えておか

なければならない｡

②馬具およびその他の鉄器

図18-20に､馬具を始めとする出土鉄器を出土地点ごとに配列して示した｡図18･19は棺内出土

遺物､図20は棺上の遺物である｡以下､図に従って記述する｡

(18-1)は素環鏡板付轡である｡図17は､上半に同素環鏡板付轡の現状を図化した｡鏡板や

街 ･引手はそれぞれが連結された円環部分で屈曲しており､そのままの状態で錬着している｡この

図示状態は出土状態に一致し､木棺直葬の棺内で検出された本例の場合､ほぼ副葬時の状態と考え

てよい ｡一方､同図下半に示したものは､これらを伸展した状態を復原図化したものである｡

鏡板 ･街 ･引手はそれぞれよく残っていたが､引手壷は部分的に欠損していた｡また立間となっ

て頭給に繋がる何らかの金具が一方の鏡板に鋳着していたが､断片が残るのみで全形が窺えない｡

なお､取り上げ後写真撮影に至る期間の間に街の劣化が急速に進行し､図版に掲載した写真では､

その街部分で分離した状態になっている｡

鏡板となる環状部の径は8.6-8.7cmで､ほぼ正円を呈する｡環状部は､断面形が径 1cmの円形の
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鉄棒を曲げて円環を形づくっている｡その際の鉄棒の繋ぎ目は肉眼では観察できない｡このほかの

部位で鍛接技法によるとみられる箇所はいずれも同様である｡

街は2連式である｡街の鉄棒の断面形は径 1cmの円形で､喰金外径は2.3-2.6cm､衝先輪外径は

2.5cmを測る｡衝の､環状部を含めた全長は両者とも9.7cmである｡ 街先輪と喰金の方向について､

図示状態で右側の街は平行するが､左側の衝は直交するように取り付けらjtている｡

引手の鉄棒の断面形は径0.9-1cmの円形で､その両端を円環とする｡ 円環部を含めた全長は､

図示状態右側が12.3cm､同左側が12.7cmを測る｡ 引手壷は別造りの瓢形のそれが取り付けらゴ1てい

る｡引手壷は遺存状態があまり良くなく､図示状態右側のものは円環部分が傍らに遊離して検出さ

れた状態であった｡比較的残りの良い図示状態左側のもので法量を記す｡長さ8.5cm､最大幅4.4cm

を測る｡円環部は外径3cm､内径0.9cmである｡

(19-2) ･(19-3)は銃具である｡ 同工 ･同大のもので､いずれも外面全体に黒漆を塗布し

ている｡残存状況は､(19-2)は約1/4を欠損しており､器形に歪みもある.

U字形の輪金はその先端をやや薄く仕上げ､ここに別造りの鉄棒の両端を貫通させた後､その端

を潰して固定している｡刺金は､下端を折り曲げてこの基部となる横棒に巻き付けている｡残存状

態の良い (19-3)の法量を記す｡長さ6.5cm､幅3.6cmを測る｡輪金 ･刺金の断面形はいずれも円

形で､輪金は径0.6cm､刺金は径0.5cmである｡

(19-4)- (19-13)は､辻金具などの脚金具になる爪形板もしくは方形板である｡

(19-4)は､他のものとは異なり､これのみが四隅のうち隣り合う二隅を丸く切り欠いて爪形

になっている｡また比較的鋲頭径の大きい鋲が3箇所に打たれ､外面は全体に黒漆が塗布されてい

る｡長さ2.1cm､幅2.3cm､鋲頭径0.7cmを測る｡この脚金具は､銃具 (19-3)の基部に接 して検出

された｡この出土状態から､この脚金具は､銃具の基部に巻き付いて折 り返され二重になった革ベ

ルトを束ねて留める機能を担っていたと考えられる｡(19-4)が他の脚金具と形状が異なるのは

使用された部位の違いによるものである｡

(19-5)- (19-8)は､出土状態から1セットの辻金具であることが判る｡ いずれも外面全

体に黒漆が塗布されている｡
●

(19-5)は形状が異なっている｡全体が長細いが､図示状態下半の方形部と､上半の両隅を切

り欠いた脚部に分けられる｡この下半の方形部の周囲に､(19-6)～ (19-8)の3個体が接 して

配置された状態で検出された｡(19-5)は､長さ4.5cm､幅2.3cmを測る｡他の3個体は長さ2.5cm､

幅2.0cm程である｡ 鋲頭径は0.5-0.7cm程になっている｡

(19-9)～ (19-13)はまた別の辻金具を構成するものであろう｡ ただし､その出土状態はば

らばらで､元の使用状態を推定することはできない｡(19-13)は外面に黒漆が塗布され､その他

の4個体は鉄地板の上から金銅板を覆って装飾されている｡ 金銅板は裏面に1m程折り返して留め

ている｡ ただし､(19-9)には外面の金銅板の上に漆様の黒色物が付着している｡これが漆であ
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巨勢山371号墳 主体部2 相内川土偶其2･鉄器 (S.-1/3)るとすると､金銅板の

上からさらに漆を塗っていることになり､特異な感じがする｡ 出土状態を見ると､これらの脚

金具の周囲には10cm程の狭い範囲に有機質起因の黒色土がみられた｡(19-9)のみがこの黒

色土の下で検出きていることから､ここに副葬時には漆塗りの有機質の物品が置かれており､これが腐

朽する過程で､その漆が (19-9)に付着したと考えるのが妥当であろう｡法量は､必ずしも全体

が残っていないものも多いが､それぞれ 1辺2.5cm程の正方形を呈する｡(19-14)は刀子である｡ 上記の馬具

とは異なり､棺内の中朝付近で被葬者により近い位置で検出された｡図示のように､刀身部と茎部に分

かれており現状では接点を持っていない｡その日!.土位置も約60cm程離れていたので､同一

個体であることに疑いがないではないが､法量や状態から同一個体と判断した｡茎には把の木質が残存 している｡ 関の形状は斜閲である｡ 刃部最大幅は1.7c

mを測 り､鉾に向けて漸次細 くなっている｡ 刀身部には､外面に黒漆が塗布された鞘の痕跡が残っている｡ 鞘の材質は

有機質のものに見えるが､その物の劣化と外面の漆のために肉眼で観察しがたく､定かではない｡



G ⊃ .5千

一品IEj
竿 2

2 一

良 一包

摂賢
帝守

招帖
6

､
㌢

鼻
声1_.
%
･f･･:

門川u一lIQ･

一
旦
一
因
一
包
雫争23千千24

二:仁=匡エコ二二:∈二重二二⊃二-C= 正フ'.
-
.
':
_
⊂コD

26-::=sq･･.27
ここ1--

守 28 '-=:‥⊂『 29

⊂コ:≡:ロ

_E L E甲 21-良 一良250

20cmLE亡≡≡≡≡モモ≡璽≡≡図20 巨勢山371号墳

主体部2 相外出土馬具 (S.-1/3)采は､図20に示した他の馬具と

同様の位置に置かれていたと考えられる｡これら2個体の鞍は同工 ･同大の製品である｡共に脚部の一部を欠損してい

るが全体の構造を知るには十分である｡双方とも脚と輪金を一体造りにする｡座金具を貫通し

た脚は､鞍の後輪などに打ち込まれ､先端を左右に曲げて固定するものである｡脚には僅かながら

木質が残っている｡座金具から脚の屈曲点までの長さは､(20-15)で知ることができ､1.7cmを測

る｡この長さは鞍の後輪などの厚みに相当するとみられよう｡輪金の形状は基本的にU字形である

が､頭部を曲げる際に側面にも丸みを持たせているので､長さの割に横幅の広いものになっている｡ 輪金

の断面形は径0.5cmの円形を呈する｡座金具は厚さ2mm程の鉄板である｡下辺は直線的であるが､上辺を



持たせている｡刺金はT字形である｡ 輪金の幅が座金具付近で狭く､この部分に利金の基部を差し

込むことで固定される｡

(20-17)は銃具である｡断面形が0.5cmの円形を呈する1本の鉄棒を曲げて､輪金および基部

が造られている｡ただし基部の多くを劣化のために欠損しており､基部と輪金側面との接合部の観

察ができない｡輪金の形状は､側面の中程で外側に屈曲し､上位が丸味をもっている｡刺金は､輪

金の基部を腐食によって欠損しているためにこれとは遊離していたものの､原位置を保って出土し

た｡断面形は1辺3-4mmの方形を呈する｡輪金への取り付けは明確ではないが､輪金の基部に刺

金の一端を巻き付けたものと考えられる｡

(20-18)- (20-29)は､雲珠の円環部分のおよび脚金具 ･責金具である｡鉄製で､金銅装や

漆塗りなどの装飾は施されていない｡いずれも1箇所で出土し､出土状態からは元は草ベルトなど

が装着された状態であったとみられることは､｢遺物出土状態｣の項でも既述した｡

円環部は､外径が6.4-6.5cmのほぼ正円形をなす｡断面形は長辺0.6cm､短辺0.4cmの方形を呈する｡

脚金具は7個体が残っていが､その平面形は一様ではない｡ほぼ方形を呈する (20-19) ･ (20-

22) ･(20-24)､1辺を丸く仕上げて爪形を呈する (20-20) ･(20-25)､外側の2隅を切り欠

く (20-21) ･ (20-23)である｡ 責金具は､厚さ2mm､幅0.5cmを測り､両端を曲げて革ベル ト

などを固定するものである｡

さて図20右下に､これらの円環金具と脚金具 ･責金具が組み合って雲珠を構成している状態を復

原的に図示した｡もっとも当該遺物は､有機質の部分や金属部分でも劣化のために一部の脚金具な

どを失っていたが､基本的に使用時の状態もしくは革ベルトなどを装着した状態を保って出土した｡

復原図の作成にあたっては､その出土状態に即して作図したことは言うまでもない｡

検出した脚金具は7個体で､責金具は脚金具に錬着するものを含めて少なくとも5個体がある｡

しかし､出土時において円環の周囲には､8個体分の脚金具が取り付けられる間隔で配列されてい

た｡実際には7個体が遺存し､1個体分のスペースには､責金具が残っていた｡このことから､脚

金具は元8個体が使用されており､ 1個体分は､鎌などによる劣化のために残らなかったものと理

解した｡復原図の､図示状態で中心頂部に位置するのは (20-19)で､右廻りに20-25までが配置

されていた｡

③ガラス玉

ガラス玉は､合計63個体を検出した｡これらは元は棺内で1連になっており､被葬者の首元を飾っ

ていたと考えられる｡ 大きさは8mm前後から9mm程度のものが基本であるが､(21-1)は径12m

を超える｡ 出土状態からも連の中央に位置したものと考えられる｡

色調はいずれも紺色であるが､(21-30) ･(21-42)は緑色を呈している｡ 玉の穿孔は貫入法

による｡各個体の法量は､ノギスで計測した｡計測値を表 1にまとめる｡
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表 1 巨勢山371号墳 主体部2出土 ガラス玉計測表

遺物番号 荏(長径mm)厚み(mm) 孔径(mm) 遺物番号 荏(長径mm)厚み(mm)

孔径(mm)(21-1) 12.22 10.75 1.75 (21-33)

8.20 6.20 2.15(21-2) 8.65 6.40 2.10

(21-34) 7.25 5.10 1.65(21-3) 8.70 6.75

2.35 (21-35) 7.85 6.45 1.80(21-4) 9.25 7.25 2.15 (21-36) 7.70 6.00 1.55

(21-5) - 6.50 2.00 (21-37) 7.80 6.65

2.20(21-6) 8.55 6.45 2.25 (21-38) 7

.40 5.50 1.80(21-7) 8.65 6.70 2.00 (

21-39) 7.40 6.40 1.75(21-8) 8.55 6.25

1.85 (21-40) 7.45 5.45 2.15(21-9) 8.65

5.60 2.30 (21-41) 5.75 4.40 1.50(21-10) 8.35 6.05 1.40 (21-42) 6.85 4.20 2

.05(21-ll) 8.45 6.15 2.15 (21-43) 8.00

7.45 1.15(21-12) 8.55 5.70 2.20 (21-

44) 8.20 5.05 2.10(21-13) 7.90 5.45 1.9

5 (21-45) 8.35 5.40 1.95(21-14) 8.15

6.65 1.95 (21-46) 8.40 5.25 2.40(21-15) 8.80 4.90 2.65 (21-47) 8.10 5.20 2.35

(21-16) 7.85 5.35 2.15 (21-48) 8.10 7.

35 2.40(21-17) 7.90 5.85 2.20 (21-49)

9.10 6.20 2.80(21-18) 8.10 6.20 2.10

(21-50) 10.00 6.50 2.30(21-19) 8.10 4.8

0 2.20 (21-51) 8.35' 5.40 2.00(21-20) 7.75 5.05 2.25 (21-52) 8.85 6.25 2.10

(21-21) 7.75 6.20 1.95 (21-53) 9.55 5.

10 4.00(21-22) 7.45 4.90 2.10 (21-54)

7.70 6.55 1.80(21-23) 7.50 4.25 2.30

(21-55) 9.20 5.05 2.10(21-24) 8.35 4.30

2.25 (21-56) 8.50 6.25 2.15(21-25) 7

.60 3.80 2.10 (21-57) 8.20 6.45 2.35(

21-26) 7.80 3.90 2.50 (21-58) 9.00 6.30 2.30(21-27) 8.25 5.30
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第3章 巨勢山407号墳

第1節 位置と墳丘

巨勢山371号境が所在する地点から北酉に延びる尾根上に､巨勢山407号噴 ･408号境が所在する｡

図2に示したように､371号境と407号境の直線距離は30m程であるが､その比高差は15mもあって､

この2古墳の間は地形的にも分断されている感がある｡一万､407号項と408号項は､墳丘頂部間の

直線距離はやはり30m程であるが､墳丘基底部での比高差がほとんどない｡地形的にまとまったと

ころに立地しており､一見していわゆる小支群の景観をなしている｡

407号境の墳丘は､東から西に急斜面となって下る尾根が､ひとたび綾やかな傾斜になる傾斜変

換点に寄せて造られている｡図23の断面図に示したように､東側に立ち上がる斜面は､その下端を

カットして､明確に墳丘の区画を行っている｡この墳丘の区画ないし墳丘端に関しては､407号境

が立地する地点の尾根も､その南北すなわち谷側に向けて土砂の流出が著しく､古墳の墳形も判 り

難くなっている部分が多い｡しかし､このカット面の下端の形状や､それに対応する部分の墳丘裾

部の形状を見れば､407号境が円墳であることが判る｡

図22の墳丘測量図にも示したように､東側のカット面の下端に沿って幅70-80cmの平坦面があ

り､これを挟んで西側が墳丘の立ち上がりになる｡この東側墳丘端の高さは標高215.75m付近であ

る｡一方､古墳の西側の墳丘端は､215.50-215.75付近でコンターラインの間隔が急に広 くなって

図
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黄褐色砂質土

黄褐色砂質土

暗赤褐色砂質土

晴赤褐色砂傑

赤褐色砂裸

黒灰色砂喋

暗赤褐色砂疎

※アルファベ ット記号は､

図22に対応する｡

0 2m

図23 巨勢山4O7号墳 東側周溝 断耐寒I(S.-1/50)

いる地点とみられる｡ これらの位置を基準にすれば､本項は､直径13mの円墳であることが判る｡

墳丘は､東側の斜面下端を含めて地山を削 りだして成形した後､墓境を穿って､そこに横穴式石

室を構築しつつ､盛土によってこの石室を多い隠すようにして築造されるものである｡盛土が墳丘

内外のいずれの方から先に積まれるかとの規則性はあまり明確ではない｡墓塀の高さまでが埋め戻

された後は､石室石材の高さにしたがって墳丘も積まれていったのであろう｡

巨勢山407号境の築造時期は､後述する東側周溝肩部付近で原位置を保った状態で検出した須恵

器の一群やその他の遺物から､MT15型式期であると考えられる｡

第2節 横穴式石室

巨勢山407号項の主体部は､右片袖の横穴式石室である｡石室の開口方向は､主軸をN-10度-

Eと東にやや振るが､おおよそ南向きである｡ 羨道部も含めて石室の構築に用いられた石材の石種

は､いわゆる花尚岩で､周辺古墳群でみられる横穴式石室に用いられる石材として､一般的かつ普

遍的なものである｡採用された石材は､丸味を持った自然石に近いものが多く用いられている｡

石室内は盗掘などの撹乱を被り､玄室中央の大部分では､その撹乱が床面下におよび初葬面の多

くを失っていた｡しかし､奥壁から1m弱の範囲に盗掘などの撹乱の及んでいない箇所があった｡

この部分の初葬床面にのって､奥壁側から玄室中央部の方向に傾斜する土層の堆積 (図24-10層)

があり､この層の上面付近で土器が多く出土した｡それらは古墳築造時のものに比べると一見して

新しいものであるので､この面に追葬面を認めることができる｡ なお､この10層が玄室中央部に向

けて傾斜するのは､同層を形成した土が奥壁側から流れ込んだことを示している｡天井部付近に比

較的早い段階で隙間が生じて土砂の流入があったと考えられる｡

玄室の石材についてはその上部を失っており､右側壁の中央付近は特に残存状況が悪かった｡し

かし､一方で､天井石は羨道部に､玄室前壁になる1石のほかもう1石の計2石が残っていた｡ま

た､このような天井石のレベルからみれば､奥壁についてはほぼ元の天井石付近までが残存してい
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たと思われる｡ 近代以降も石材を求めての撹乱が盛んであった巨勢山古墳群にあっては､後述する

巨勢山408号墳と共に､石室の残存状況がかなり良好な事例と言える｡

また､羨道部の前面では､墳丘をU字形に掘 り込んだ墓道上の前庭部が比較的良好な状態で検出

されたことから､羨道についても大きな撹乱や破壊は及んでいないとみらjtる｡ 羨道の構造は､後

述するように石積みが簡易で､もろく崩れ易いために先端部分の幾らかは自然崩壊 している可能性

があるが､壁面から遊離して崩落した状態で出土した石材はほとんどなかったことから､やはり､

現況が石室構築時の状態にかなり近いものと思われる｡ 比較的大振 りの安定した石材を羨道の基底

石に用いた左側壁の残存部分を基準にすると､羨道を含めた石室の全長は5.62mとなる｡

なお､407号境の初葬に周いられた棺は､石室内の撹乱層などから､多くの鉄釘が出土している

ことから､組合せ式木棺であったと考えられる｡

1.墓墳

墓境は､地山面から掘 り込まれていた｡墓城の平面形は､石室の平面形状と同様におおよそ矩形

を呈している｡その幅は､奥壁部付近の上端間が最も広く4.3mを測 り､玄門部付近では4.0mとな

る｡羨道部分は幅約2.5mと狭くなっている｡ 墓壕の掘方は､羨道の前面にある前庭部の掘方に繋

がっている｡ 深さは､奥壁部で1.1m､玄室中央付近では東側で1.45m､西側で1.0mである｡

墓墳法面の傾斜角度は､比較的急で上端から下端まで直線的に裾られている｡玄室石材の後ろ側

から墓墳斜面までの距離は狭く､下端部では､石材の背面が墓堀の斜面に当たっている状態がほと

んどであった｡すなわち､特に石室の下半については石室の内側から石材を積み､その後に裏込め

の土を墓境内に埋め戻したものである｡ なお､裏込めは土のみを用いており､石材はなかった｡

また､石室基底石を据えるための据え付け穴は､6-8cmと浅いものであったが､ほとんどの

箇所で認められた｡

2.玄室

玄室の床面の規模は､長さ3.48m､奥壁幅1.78m､最大幅1.95m､玄門部幅1.80mを測る｡玄室の

中央付近がやや膨らむ胴張り形を墨している｡玄室部分は天井石が失われていたので､玄室の高さ

は厳密には不詳である｡しかし､奥壁から左側壁にかけての部分に残っていた石材の最高所の標高

が216.0m付近になり､一方､玄室前壁になる石材の最高所の標高が216.2m付近になることから､

この前後に天井石の下端が位置していた可能性が高い｡また､後述するように奥壁の現状での最上

位付近では､それより下位の石材に比べてより小さな石を用いており､天井石までのレベルを調節

しているとみられることからも､かつて天井石がこの付近に架構されていたと考えられる｡そうで

あれば､床面からの玄室の高さは､2.1m程になる｡

玄室各壁の構築順序は､石積みの各段によってコーナー部分の噛み合わせが異なっている場合も
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多く判然としない｡基底石の状況に関しては､奥壁の位置を決めた後､左右の側壁の基底石を置い

ている｡袖石の基底石は右側壁の側面に当てられていることから､袖石の位置は右側壁に合わせて

決められたことが判る｡

床面の構造は､墓境に石室石材の据え付け穴を設置後､石室基底石を配置し､おそらく石室の構

築が完了した後に､2-3cmの厚みで黄褐色粘質土を敷いて玄室の床面を形成している｡なお､

この土は羨道部には認められなかった｡

また､玄室床面の中央付近は撹乱されていたが､残存部分から床面のレベルはほぼ一定していた

とみられる｡ただし､羨道部分から羨門部を経て前面の墓道に至るまでは緩やかな傾斜になって､

標高を上げている｡このことは､石室内への雨水などの流入をまねくことになるが､この対策とし

ての排水溝などの特別な施設は､まったく設けられていなかった｡

奥壁 ･側壁の石積みについては､各壁に用いられた石材は大小があり､縦方向の長さも一様では

ないため､各段の横方向のラインは必ずしも通っていない｡各段でこれを辿っていくと高低差があ

って､同じ壁面内でも上段のラインが下段のラインに収束してい く箇所も少なくない｡このため､

各壁の石積みは何段で積んでいるとの表現ができない状態である｡

ただし奥壁と両側壁のコーナー部分については､右側壁とのコーナーでは両者の各段の高さが比

較的よく合致し､両壁の高さを揃えながら一連の工程として構築していったことが窺える｡しかし､

一方の左側壁とのコーナーではそのような各段の高さの調節が明確ではない｡

このコーナー部分では石積みの上半部で､奥壁と側壁の両者に共有するように架けられている石

材が観察された｡奥壁は､このような石材の積み方をしている箇所より上位を明確に持ち送ってい

るため､玄室内の､特に奥壁付近の景観は上半と下半に二分されている｡.また上半部は奥壁と両側

壁のコーナーが明瞭でなくなり､この付近に限っては窮蔭式に近い外観を呈していたと思われる｡

次に各部位ごとに石積みの特徴を記述する｡

①奥壁

奥壁に使用さjlた石材は､大きいものは横50cm･縦40cm程度､小さいものは横25cm･縦20cm程

度以下の大きさである｡さらに極小のものは､石材の間に噛み合わせて隙間を埋めるのに使われて

いる｡主として使われる石材に大小があることは､石積みの各段の高さが揃わない結果になってい

る｡ただし全体としてはより大きい石材を下位に用いる傾向があるらしい｡

石積みは基底石から4段目までをほぼ直立に立ち上げて､5段目から上位を持ち送って前方にせ

り出すように積んでいる｡すなわち奥壁の構築はこの直立した下位と､持ち送りした上位の2段階

に分かれている｡また､奥壁と両側壁のコーナー部分について､この上半部では石材が両壁に共有

するように架けらていた｡右側壁とのコーナーでは4段目から上位が､左側壁とのコーナーでは5

段目から上位が､それぞれの側壁と共有されている｡

残存していた最上位付近の石材は､さらに小形のものが用いられている｡このような小形の石は､
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天井石までの高さを調節する目的で用いられたとみられるので､天井石に接 していた石材などは転

落しているのであろうが､元の奥壁の高さは最上位より極端に高いとは思えない｡また､この高さ

は､残存 した玄室前壁となる石材の最高所の位置ともおおよそ合致するものである｡

②右側壁

右側壁に用いられた石材は､奥壁や左側壁に用いられたそれに比べて､一見して大振 りなものが

多い｡ しかし､やはり奥壁と同様に､石材の大きさには大小があって､大きいものは横80cm･縦

50cm程度､小さいものは横30cm･縦20cm程度以下の大きさである｡ これらの石材を適時組合せな

がら積んでいくため､奥壁付近と袖石付近では同じ高さでも石積みの段の数が異なっているが､注

目されるのは､奥壁付近の4段目上面と袖石付近の3段目の上面がほぼ同一のレベルになるように

調整されていることである｡ この高さは､奥壁の､直立 して立ち上がる下半部の上面の高さとほぼ

一致している｡ つまり､奥壁の構築に際しては､下半部と上半部の2段階に分かれることを想定 し

たが､右側壁の構築においても､この作業工程の単位に連動 していたとみられる｡

ただし､奥壁の状況と異なるのは､壁面の持ち送りのあり方である｡ すなわち､図25のC-d断

面図や天井方向の見上げ図に示したように､右側壁の石積みは基底石の上にのせた2段目から上位

を持ち送っている｡このような石積みの方法は､次に記述する左側壁の状況ともやや異なっている｡

③左側壁

左側壁に使用された石材に大小があることは､奥壁や右側壁と同様である｡

左側壁の石材使用法 として特徴的なこととして､右側壁の袖石に対応する箇所で､横85cm-

100cm前後 ･縦50cm程度の一際大きな石材を使っていることがあげられる｡ このような石材を3段

に積み､この上に横70cm･縦25cmのやや小形の石材を積んで､袖石と同様に4段積みとして玄室

の前壁となる天井石を支えている｡

この箇所から奥壁までの間は､横60cm･縦30cm程度の大きな石材と､横40cm･縦30cm程度以下

の小さな石材を取 り混ぜて積んでいるが､基底石には横60cm･縦40cm程度の相対的にやや大きい

石材を使っている｡ ただし上位でも横方向に100cmを超える石材が使われているので､部位による

石材の使い分けはここでも規則的ではない｡

壁面の持ち送 りは､残存部の下半では顕著ではない｡床面から70cm程の高さはほぼ直立に立ち

上げて､石積みの3段目ないし4段目より上位を持ち送っている｡ この状況は､基底石上の2段目

から持ち送 りを行っている右側壁の場合とは異なっている｡一方､奥壁は下半を直立 して立ち上げ

て上位を持ち送る構造になっているので､この点では奥壁と共通していると言える｡ しかし､奥壁

の持ち送りの床面から110cm程の高さのところから行われるのに対 して､左側壁は70cm程のやや低

い位置から行われており､奥壁の石積みの作業単位と連動 しているわけではない｡むしろ右側壁と

同様に､奥壁の場合より下位から持ち送 りを行うことが意識されていたと思われる｡
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④袖部

袖部の基底石は､玄室側から見た場合には､まず帽20cm程の小さな石を右側壁に当てて置き､

これに並べて幅70cm程の石材を置いている｡ 基底の石の高さはこの2石で合わせたうえで2段目

を積んでいる｡2段目に用いらjtた石材は羨道側から見ると幅90cm程もあるやや大形のものであ

るが､断面形が三角形のものであるので､上面での水平を得るために､玄室側から見ると下側に2

石を詰めて安定を図っていることが判る｡この上に3段目･4段目を積んで､玄室の前壁となる天

井石を支えている｡3段目と4段目は基本的に1石で構成されるが､この間に生じた隙間は小さな

割石を詰めて補っている｡ また､4段目は羨道側にせり出した状態で持ち送られている｡

3.羨道

羨道は､基底部での長さを見れば､右側は1.5m､左側は2.05mが残っており､天井石については､

玄室の前壁となる1石のほか1石の計2石が構架さjtた状態を検出した｡

玄門部での羨道の床面帽は､1.14mである｡石材の大きさは､右側壁の袖石および左側壁のそれ

に対応する石として用いられた石材より外側は､両壁とも玄室のそれよりも小振 りな石材が使われ

ている｡ただし､羨道左側壁の基底石は､玄室の基底石を置く作業に引き続いて行われたらしく､

大きさにほとんど差はない｡しかし､この羨道左側壁を構成する石材は､右側壁に比べても特に小

さいものが用いられている｡一方の羨道右側壁の基底石は､袖石基底石の南に接 して置かれた石材

は､横方向にやや大きい袖石の2段目を支える構造になっているので､袖石基底石と同程度の大き

さの石材が選ばjtている｡これより開口部側の2石は､基底石としてはかなり小さめの石で､据え

付け穴も浅く不安定な感 じがする｡両側壁とも､基底石から上位は､人頭大程度以下の石材を積ん

でいくが､天井石の安定を図るためであろうか､最上部付近で逆に大きな石材を使っていることが

判る｡羨道右側壁では横90cm･縦45cm程度の石材が､天井石の直下に用いられていた｡

羨道部の石積みは､玄室のそれに比べると､小さい石材を使っているためか却って乱雑になって

いる｡残存 した石材のなかには上下の石材とうまく噛み合っておらず､上からの荷重が十分にかか

らない状態のものもあった｡羨道部の先端部分の石材は､おそらくそのようなややもろく崩れやす

い状態で､幾らかは自然崩壊 したものもあったと思われる｡しかし､この部分の埋土中に崩落した

石材がほとんど出土しておらず､特に左側壁の基底石は比較的大きな石材が用いられていることか

らも､現状の最も外側の基底石の位置が元の羨門部にほぼ一致すると考えられる｡

なお､おそらく当初は羨道から前庭部にかけての地点が､石および土によって塞がれていたもの

と思われるが､この付近には閉塞施設の痕跡はまったく残っていなかった｡

4.前庭部

石室羨道部の前面で､羨道の幅とほぼ同様の帽でのびる､墓道上の前庭部を検出した｡羨門部か
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ら長さ3m以上を検出したが､石室の開口部方向にあたる墳丘の南側は､尾根自体が削れて崩落し

ていたために､この前庭部の先端部分の構造などを知ることはできなかった｡

この前庭部は､噴丘の外側にまで延びない石室入り口と墳丘端とを繋ぐもので､図24のE-F断

面図に示したように､この部分の地山をU字形に掘 り込んで切 り通 しにしたものである｡前庭部の

掘方の上端は､墓境の掘方の上端に繋がっていることから､両者が一連の作業工程の中で掘られた

と考えられ､したがって､前庭部のプランも古墳築造当初から考えられていたものと理解される｡

第3節 遺物出土状態

巨勢LU407号噴出土遺物は､石室内出土遺物と石室外出土遺物に分けられる｡石室外出土遺物は

さらに､東側周溝肩部付近で原位置を保った状態で検出した須恵器の一群のほか､周溝埋土出土の

もの､石室内から掻き出された土に混 じって出土 したものなどがある｡ 一方の､石室内出土の遺物

は､迫葬面出土のもの､迫葬面下の初葬面出土のもの､撹乱層出土のものがある｡

これらの遺物には時期差がある｡まず､古墳に関わる遺物には古墳築造時と迫葬時のものがあり､

またこれらとは別に古墳とは直接に関わらない時期のものがある｡ ここでは､各出土地点ごとでは

なく､時期別に各遺物の出土状態を記述する｡

1.古墳築造時の遺物

古墳築造時の遺物とみられるものうち､ 原位置 を移動していな い もの と し て ､ 東側 周溝肩部付近

(図22)出土の須恵器の一 群が ある｡その詳 細な出土状 況 は 図26に 示した｡ 5 個 体 の 杯身が出 土 し､

そのうち4個体は口縁部を下 に向けて伏

せられた状態であった｡ 北か ら (28-

2)･(28-3)･(28-4)が並べ置かれ､
約20cmの間隔を空けて､ (28-1)･
(28-5)が置かれていた｡(28-5)の
みが口縁部を上に向けて出土 した｡この

ような出土状態や､これらの土器がまっ

たく破損 していない状況から､原位置を

移動していないと判断したものである｡

ところで､本項から直線距離で約750

m離れた巨勢山71号墳 (4支群16号墳)

では墳丘裾部に須恵器の杯身5個体が口

縁部を下に向けて置かれてい たことが､

報告されている (田中1984)｡ 概報であ

216.3m

匡 圏≡ ≡ 璽※番号は図28に対応する



るために詳細な出土位置についてはわかりにくいが､墳丘裾部との記載から､巨勢山407号境とは

やや出土位置が異なるようである｡また､巨勢山407号境の場合は､5個体のうち1個体は口縁部

を上に向けて置かれていたことも異なっている｡しかし､須恵器杯身5個体を､墳丘の一角におお

よそ伏せて並べ置くとの出土状態は､酷似しているといえよう｡また､この巨勢山71号項の横穴式

石室は､巨勢山407号境や後述する408号境の横穴式石室と石室構造の諸特徴が類似し､同一の ｢石

室系譜の一群｣であるとの指摘がある (永井2002)ことも興味深い｡

墳丘の一角に置かれた須恵器のあり方が､墳丘上で行われた祭紀行為を示すとすれば､71号境と

407号境では､同様の祭祀行為が執行されたことを示している｡ しかも､その2古項に採用された

横穴式石室の特徴が類似することは､これらの古墳を築いた集団が強い関係を有していたことを示

唆していると考えられよう｡

さて､以上の須恵器の一群のほか､古項築造期にあたる遺物で､原位置を大きくは移動していな

いとみられるものに､初葬面出土遺物がある｡

巨勢山407号項の石室内は後の撹乱が著しく､床面も多くが元の状態を保っていなかったが､奥

壁付近に僅かに追葬面が残り､その下層に初葬時の床面が残されていた｡この部分で､迫葬時まで

に堆積した土を除去したところ､当初の床面上で用途不明の鉄製品 (36-5)と､銀製の､鋲飾金

具とみられる (36-6)を検出した｡残されていた初葬面は面積が狭いこともあって検出できた遺

物はこれのみであるが､これらは､巨勢山407号境においては､初葬に伴うことが層位的に確認で

きる数少ない遺物である｡

なお､用途不明鉄製品 (36-5)と同様の形態をなす (36-4)は､玄室内撹乱層である図24-

7層から出土した｡また､全体の形状は異なるが､｢出土遺物｣の項に述べるように構造が (36-

5)とやや似る (36-2･3)は､(36-4)と同じく玄室内撹乱層である図24-7層から出土した｡

初葬に伴うと考えられる遺物は､以上のほか原位置を移動した状態で検出されたものとして､東

側周溝埋土出土のものと石室内の撹乱層出土のものがある｡

東側周溝埋土出土のものとしては､須恵器広口壷 (29-2)を掲げた｡口縁部は完周して残存し

ていたが､体部以下は欠損して破片すらも検出できなかった｡元は墳丘上に置かれたものが周構内

に転落したものか､あるいは石室内から持ち出されて放置されたものか､出土状態からは判断しが

たい｡

石室内撹乱層出土のものは､須恵器杯蓋 (29-1)のほか､図33-34の馬具 ･図35の鉄鉱 ･図36

の耳環および不明鉄製品 ･図37-1-10の鉄釘があった｡それぞれの出土層位などを記す｡

須恵器杯蓋 (29-1)は､図24-2層から出土した｡玄室内撹乱層の比較的上位にあたる位置で

あった｡

鉄製素環鏡板付轡 (33-1)は､玄室内撹乱層図24-5層で検出した｡素環の鏡板はいずれも完

周しないで一部を欠損しているが､2個体の鏡板のうち一方には街と引手が連結された状態で鋳着
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していた｡しかし他方の素環鏡板は2片以上に分離していた｡引手も同様に2片以上に分離して出

土したが､これらは比較的まとまって出土し､破片となっていたものでも､その特徴的な形状から､

この鏡板の一部であることは容易に判断できた｡

図34に示した馬具のうち､雲珠 (34-4)･責金具 (34-14)は図24-8層から出土した｡玄室

内の撹乱層にあたり､当初の床面に近い位置での出土である｡その他は羨道部の撹乱層出土のもの

である｡ 鞍 (34-2)は図24-27層上面で､銃具 (34-16)は図24-26層で検出したほか､鞍

(34-3)･脚金具または留金具 (34-5･6･7･8･9･10)･責金具 (34-11･12･13)･銃具

(34-15)は､図24-23層で検出した｡

図35には鉄鉱を示している｡各々の出土層位は､玄室内撹乱土の図24-7層出土のものは (35-

22)､図24-8層出土のものは (34-ll･12)である｡羨道部の撹乱層出土のものは､図24-23層

は (35-1･6･9･14･15･18･24)､図24-26層は (35-2･3･4･5･7･8･13･20)､

図24-27層上面で検出したものは (35-10･17･19･21･23)である｡

図36の耳環 (36-1)は玄室内撹乱層の最下層 (図24-8層)から出土した｡不明鉄製品 (36-

2･3･4)は､既述のように､図24-7層から出土した｡

図37には鉄釘の実測図を掲げた｡｢出土遺物｣の項で後述するように､鉄釘は身部の太さによっ

て2種に大別される｡ 身部の太い (37-1-10)が初葬棺に伴ったものと考えられる｡これらは､

玄室内の撹乱層にあたる､図24-7層を中心に出土した｡撹乱層の比較的下位にあたる｡ また､こ

れらの鉄釘の存在から､巨勢山407号項においては組合せ式木棺が用いられたことが判る｡

ところで､上記の馬具や鉄鉱のうち､羨道部の撹乱層から出土した状況を見ると､その出土層位

は図24-23層以下の26･27層を中心としている｡羨道部には､天井石に至るまで土砂が充填してい

たが､これらの出土位置は羨道床面に比較的近い､低い位置にあたっている｡ しかも､同工 ･同大

で一対になる鞍 (34-2)と (34-3)がやや維jlた位置で､それぞれ27層上面と23層から出土し

ていることから､23層以下は､土質の上では区別できるものの､ほぼ同時に堆積したとみられる｡

一方､玄室内の撹乱層からも轡や雲珠が出土していることから､馬具は元は羨道部ではなく玄室内

に副葬されたとみられる｡ このことを併せ考えると､羨道部撹乱層におけるこのような遺物の出土

状況から､これらの遺物は､玄室内に多少の土砂の流人があったものの､未だ空間が保たれていた

段階に､羨道側から進入した盗掘者によって､玄室内床面の土砂と共にこの位置に掻き出されたも

のと理解できるだろう｡

2.追葬時の遺物と追葬棺の配置

玄室の奥壁から1m弱の範囲に盗掘などの撹乱の及んでいない箇所があり､この部分の初葬床面

にのって､奥壁側から玄室中央部の方向に傾斜する迫葬面を検出した0

図27に示 したように､この迫葬面上で2個の花園岩の石を検出した｡ これらは東西方向に約
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67cmの間隔を空けて並べ置かれているようであった｡石の大きさは､東側

のものは長さ約26cm･厚み約10cm､西側のものが長さ約33cm･厚み約15cmであ

る｡出土土器は､この東西の石付近にそれぞれ偏った状態で出土した｡東側には､奥壁に近い位置で､

土師器壷 (31-14)が1個体のみ出土した｡図27の右側に立面図を示した

ように､口綾部を上に向けた状態で置かれており､傾斜がある床面のほぼ直上で検出されたものである

｡これに対して､西側の石から側壁および奥壁寄りで､11個体の須恵器と2個体の土師器が一

塊となって出土 した｡これらは､追葬面 (図24-10層)に必ずしも接地しておらず､いずれもが5-10c

m程度浮いた状態で検出された｡奥壁側から､須恵器台付長頚壷 (31-ll)､同杯蓋 (30-7)､土師器襲 (3

1-13)､須恵器杯蓋 (30-1)､同杯身 (30-4)､同杯蓋 (30-3)､同杯身 (30-6)､同杯身 (30-5)､同杯身 (30-2)､土師器棄 (31-12)､須恵器高杯 (31-9)､同杯身 (30-8)､

同長頭壷 (31-10)を検出した｡これらのうち､須恵器杯身 (30-8)は同高杯 (31-9)の下位で検出され､土師器嚢 (31-12)･須恵器杯身 (30-8) ･同長頭壷 (31-10)も､同じ地点で上

下に重なるようにして出土 した｡また､土師器襲 (31-12)と (31-13)や須恵器杯身 (30-1) ･同長頚壷 (31-10)はいずれも横転した状態で出土した｡さらに須恵器杯蓋 (30-3･5･

7)は口縁部を上に向け､

同杯身 (30-4)･同高杯 (31-9)は口縁部を下に向けて､すなわち倒立した状態で出土

した｡なお､これらの土器の一群には､須恵器杯蓋と杯身がそれぞれ4個体ずつの同数が含まれてい

るが､出土状態では身に蓋が被せられたものはなかった｡また､｢出土遣物｣の項で後述するように

､それらの蓋杯は胎土 ･色調 ･焼成 ･法量から､4セットとして製作されたと考えられる｡ 図3

0の図示状態で上下に配列したものがそのセットにあたるが､出土状態ではそれぞれが近辺に存在し



は思えない状況である｡

次に､これらの土器のほか､迫葬に伴うとみられる遺物に､鉄釘 (37-ll-18)がある｡ これら

は､いずれも床面での検出ではなく､撹乱層出土のものである｡ 多くは玄室内の撹乱層 (図24-7

層)から出土したが､(37-15)のみ羨道部の撹乱層 (図24-23層)から出土 した｡このような出

土層位は､前述した初葬棺に伴うとみられる鉄釘と同様である｡ したがってこれらが確実に迫葬棺

に伴うものであるとするには厳密さを欠いている｡ ここでは､身部の細い一群を､太い一群とは区

別して､前者を追葬棺に､後者を初葬棺に伴うと考えたものである｡ しかし､撹乱の及んでいない､

奥壁付近の迫葬面上に1点の釘も出土しなかったことから､ここに安置された木棺が6枚の板材を

このような鉄釘で繋結 した組合せ式木棺であったとは考えにくい｡鉄釘 (37-ll-18)は､出土数

の僅少さも併せ考えると､例えば蓋材を固定するためなど､補助的に使用されたものと考えたい｡

さて､以上の状況から､この奥壁近辺に迫葬棺が存在したことは疑いない｡この場合､迫葬棺は

石室の軸に対してどのような配置をとったと想定できるだろうか｡

今､奥壁付近で検出した2個の花岡岩石を棺台であったと考えると､棺の長軸が石室の主軸に対

して併行して置かれたと想定した場合､棺の帽は約1.5m程になる｡ 南側の多くは撹乱によって破

壊されていることになるが､この帽に見合う長辺の長さを3m弱程度とすると､玄室のほとんどを

覆ってしまう大きさになる｡初葬棺やそれに伴う副葬品がなお玄室内に存在 したとすれば､この大

きさは考えにくい ｡

そこで､棺の長辺を奥壁に沿わせて､棺の長軸を石室の主軸に対 して直交 して置かれたと考えて

みよう｡

奥壁付近には､土砂の自然流入によって形成された傾斜面 (図24-10層)が､初葬面の上層に形

成されていた｡この傾斜は､奥壁側から玄室中央の方向に向けて下がっているので､その低い側の

みに2個の花尚岩石を置いて棺台とし､棺底の高さを調整したものと考えられる｡

また､大きくは東西に分かれて出土した副葬品は､棺の両小口側に分け置かれていたことになり､

その位置が被葬者の頭部側と足部側であったとみれば理解しやすい｡この時､出土遺物のあり方に

再度注目すると､東側の土師器壷 (31-14)が迫葬面にほぼ接地して正置された状態で出土したの

に対して､西側の須恵器 ･土師器の一群は､追葬面よりやや浮いており､しかも横転ないしは倒立

した状態で出土した土器も多かった点で､対照的な出土状態と言える｡ 西側の須恵器 ･土師器の一

群のこのような出土状態は､これらが棺蓋上に置かれた副葬品であって､棺の腐朽と共に崩落しつ

つも辛うじてこの位置に止まったものであったことを示している｡一方の､東側の土師器壷はこの

位置に正置され､その後大きく原位置を移動していない状況である｡

この時､この土師器壷は棺の内外のいずれに置かれたのであろうか｡木棺の痕跡すら残っていな

い現状では､両者ともの可能性が考えられるが､もし､小口部の棺外に置かれたとすると､棺の長

軸の長さが最大でも135cm程 しかないことになるため､成人を埋葬したとすれば小さい｡棺内に置
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かれたとすれば､棺長165cm程度が想定でき､棺の規模としてはこの方が相応しいであろう｡

このようにこの土師器壷を棺内副葬であったと考えた場合､本来は土器の下面には棺材の厚み分

の有機質が存在 したことになるが､発掘調査では検出することができなかった｡棺材の腐食が緩や

かに進行した場合､土器を大きくは移動させることはなかったのであろうし､また前述した身部の

細い鉄釘が何らかの形でこの棺に使用されたとすれば､棺材の厚み自体が比較的薄いものであった

のかもしれない｡

次に棺の幅についてどのように考えることができるだろうか｡これについては､先の棺台の位置

が手掛かりになる｡奥壁から玄室中央方向に向けて傾斜する追葬面の低い側に並べ置かれた2個の

棺台が､棺底の高さを調節する機能を有していたとすれば､棺の南端はこの石の位置より大きく南

になることはないだろう｡棺上に置かれた土器の出土位置も併せ考えると､棺の幅は約90cmを想

定することができる｡

すなわち､追葬面に置かれた棺は､長さ165cm程度､幅90cm程のものが､奥壁に長辺を沿わせる

ようにして､石室の主軸とは直交して置かれていたと考えることができる｡

また､被葬者の頭位については不明であるが､棺内の土師器壷が被葬者の頭部付近に置かれたと

すれば､東向きになる｡この場合､成人が埋葬されたとすれば､棺の内法も勘案すると､土師器壷

は､仰臥状態の被葬者の頭部右側付近に置かれたことになろう｡

ところで､一般に迫葬棺は､初葬棺が玄室内の一方に偏っている場合には空いたスペースに､玄

室の中央付近に置かれた場合には玄室の玄門付近か､羨道部などの入り口に近い位置に安置される

のが通例であろう｡ しかし､本例の場合には､上記のように奥壁に接するように迫葬棺が置かれて

いたと想定できる点で､やや特異な感を受ける｡

ただ､本例の場合には追葬と言っても､｢出土遺物｣の項で後述するように初葬の時期がMT15

型式期に併行するとみられ､一方の迫葬面出土土器が飛鳥Ⅰ期 (西1986､以下須恵器の ｢飛鳥編年｣

に関しては同書による)に併行するので､その間に実年代では約100年程の時間差があることにな

る｡この間に､玄室内に当初置かれた木棺の腐朽がある程度以上進行していたとも考えられる｡迫

葬棺が奥壁付近に置かれたのは､迫葬の時点において玄室内を通過して棺を搬入することにさほど

支障がなかったと理解されよう｡

3.古墳に関わらない遺物

古墳には直接関わらない遺物が､石室の内外から出土している｡図32にそれらの実測図を掲げた｡

須恵器水瓶 (32-1)は石室内の撹乱層 (図24-7層)から出土 した｡玄室の撹乱層としては比

較的下位にあたる｡ 奈良時代前半期のものとみられる｡

大形の土師器皿 (32-2) ･(32-3)は東側周溝埋土から出土した｡図24-28層にあたり､周

溝の埋土の最上層である｡土師皿の編年的な位置づけは難しいが､10-11世紀頃のものであろうか｡
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これらの遺物の所属時期は､本項に対して行われた盗掘の時期の一端を示しているかもしれない｡

特に､(32-1)は玄室内にあまり土が入っていない時期に混入したものであることから､最初の盗

掘がこの時期に行われた可能性がある｡ いずれにせよ､本項周辺は､古代以来近 ･現代に至るまで

山地の利用が盛んな場所で､この巨勢山407号境もまた､たびたび盗掘や乱掘の災禍を被ってきた

ものと思われる｡

第4節 出土遺物

1.土器

巨勢山407号境から出土した土器を､図28-31に掲げた｡これらの形態や調整 ･法量を始めとす
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る詳細は､観察表 (123-128頁)に記したので参照されたい｡

図28に示したものは､東側周溝の肩部に並べ置かれた状態で検出した須恵器杯身である｡

口縁端部に注目して見ると､内傾する面をなす (28-1)のほか内面に段を持つ (28-2)･

(28-3)や､端部が丸く収められる (28-4) ･(28-5)があって一様ではない｡全体のプロ

ポーションは､底部が平らになる (28-4)などがあるが､扇平な感じがせず底部が丸く仕上げら

れているものが多い｡

これらの土器は､MT15型式に該当しょうが､口径が11cm前後のものを含んでいる点や､底部

の､やや丸く膨らんだ傾向から､そのうちでも古い段階に位置づけられよう｡また､この時期は､

これらの土器の上記のような出土状態から､古墳の築造期を示しているものと考えられる｡

図29に示したものは､石室内撹乱土出土の (29-1)と東周溝埋土出土の (29-2)である｡いず

れも原位置を保ったものではないが､杯蓋 (29-1)はMT15型式に該当することから､乗周溝肩

部で検出した土器と同様に､古墳築造期の土器と考えられる｡(29-2)の広口壷は､詳細な時期

の特定が難しい器種であるが､やはりそれらと同時期と考えて矛盾はない｡

図30･31には追葬面で出土した土器を掲げた｡｢遺物出土状態｣の項で既述したように､埋葬時

の状態からすれば木棺の腐朽などによって多少の移動があるかもしれないが､撹乱を受けたもので

はない｡すなわち､これらの土器はほぼ原位置を保って出土した一括資料と見なし得るものである｡

器種の構成をみると､須恵器は､蓋杯 (30-1-8) ･高杯 (31-9) ･長頚壷 (31-10)･台

付長頭壷 (31-ll)があり､土師器は､嚢 (31-12･13)･壷 (31-14)である｡

蓋杯 (30-1-8)は身に蓋が被せられた状態で検出さjtたのではない｡しかし､これら各4個

体の蓋杯は､胎土および色調や焼成のあり方から､4セットとして製作さ.れたと考えられる｡図30

の図示状態で上下に配列したものが､そのセットにあたる｡それらは､口縁部に焼成前の歪みが生

じていない場合には､口径も合致する｡ そして､このように胎土 ･色調 ･焼成 ･法量を基準にして

突き合わせてみると､図示したようにヘラ記号も蓋と身で合致する｡(30-1･2)と (30-3･

4)はいずれも鋸歯文状のヘラ記号が施されている｡(30-5･6)と (30-7･8)のヘラ記号

は直線文を不規則に重ねているという点で共通している｡ もっとも､最終的に描かれた記号の形状

は､全く異なっており､これが同じ記号であるとするには多少の梼跨がないではない｡しかし､こ
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こでは一括資料中の土器であって､胎土 ･色調 ･焼成 ･法量の点で一致する蓋と身であることから､

むしろこのような一見して別の記号のように見えるものでも､製作者にとっては､例えば鋸歯文状

の記号と同様に ｢ヘラ記号｣としての意味を持ち得たものと理解したい｡なお､(30-5-8)の

直線文を重ねたヘラ記号に関して､その直線文の切り合い関係から､それが施された順番が一定程

度復原できたので､図30の実測図に番号を振って示した｡ただ､必ずしも切り合い関係がなくて順

序は明確でない場合もあって､厳密には不正確な部分もあるが､一つの想定として提示した｡

迫葬面出土土器に関して､今一つ特筆するべきことして長頚壷 (31-10)がある｡体都全体は丸

く作るが､底部は径3cm程を平らにして､正置した時に傾かないようにしている｡その体部の上

半部に径1.0-1.3cmの円形の窪みがある｡ この位置は鼠において穿孔される位置にあたるが､この

場合は孔を開けていない｡鼠の円孔の器官痕跡ともみられるものである｡

さて､図30･31の土器の所属時期を考えるには､言うまでもなく (30-1･3･5･7)の杯蓋

に注目するのが妥当である｡ まず､(30-1)･(30-3)のつまみを見ると､その下端の径がつ

まみ中位にある最大径より小さくなってややくびれているものの､つまみ頂部が扇平で､宝珠形よ

り乳頭形に近い｡また､いずれの蓋も内面のかえりが口縁部よりも下端に突出している｡

このような諸特徴は､飛鳥 Ⅰ期に該当するものである｡ そして､このことは､巨勢山407号境の

追葬の時期を示している｡ また､当該期の検出例が比較的少ない土師器壷などについては､一括資

料として検出された出土状態から､編年的な考察をする際の-資料を提供し得たといえよう｡

図32に示したものは､古墳とは直接には関係ないものである｡

須恵器水瓶 (32-1)は石室内の撹乱層 (図24-7層)から出土した｡頚部は比較的細 く短い｡

口縁端部はヨコナデによって面を成している｡体部は､その最大径を上半に持ち､休部高の割に最

大径が大きいものである｡ 高台は下方に突出した断面方形のもので､外側に大きく張り出さない｡

このような形態の特徴から､奈良時代前半期のものとみらjtる｡

(32-2)･(32-3)はいずれも口径15cm以上を.測かる大形土師IITLである｡ 東周湛埋土 (図

24-28層)から出土した｡口縁部を見ると､(32-2)は外反して外上方にのび端部は丸く収めら

れているが､(32-3)はいわゆる ｢て｣字状口縁を里する｡ このような ｢て｣字状口縁の土師.帆

ばlo-11世紀に多いとされる (松本編1988)｡
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2.馬具

図33の鉄製素環鏡板付轡は､石室内の撹乱層 (図24-5層)から出土した｡図33の上半には出土

時の現状を示し､下半には､それを伸展し､また分離して出土したものを組み合わせた状態を復原

的に固化したものを示した｡

遺存状態は､原位置を大きく移動したもので必ずしも良好ではない｡環状の鏡板は2個体とも完

周しない｡引手は一方は引手壷を失っており､他方の引手は分離して2片以上になり､接合面を持

っていなかった｡

轡の構造は､2連式街の鉄製素環鏡板付轡で､街先輪に､鏡板となる円環を通し､さらにこの輪

に遊環を介さないで直接引手の先端の輪を連結させている｡引手壷は､先端の円環を鉄棒に対して

屈曲させて鍛接するいわゆる ｢く｣字状引手である｡

鏡板となる環状部の径は､長径9.4cm･短径約8cmの楕円形を呈する｡環状部は断面形が長辺10

mm･短辺6mmの方形を呈する鉄棒を曲げて円環を形づくるものである｡

街の鉄棒の断面形は径8mmの円形で､鉄棒のそれぞれの先端に円環を付けている｡円環部の断面

形は､腐食のために定かではないが円形ではなく方形を呈するとみられる｡喰金外径は2.4-2.5cm､

衝先輪外径は2.7cmを測る｡街の環状部を含めた全長は進展した図示状態左側が9.1cm･同右側が

9.3cmである｡街先輪と喰金の方向について､同左側の街は平行するが､右側の街は直交するよう

に取り付けられている｡

引手の鉄棒の断面形は長辺7m ･短辺5mmの方形で､その両端に円環がついている｡円環部を含

めた全長は不明であるが､残存部分から判断すれば18-20cm程度かと思われる｡

荘 (34-2)と (34-3)は､多少細部の寸法が異なるが､基本的に同工 ･同大の製品で一対に

なるものである｡輪金は断面形が径5-6mmの円形の鉄棒を丸く曲げて作られている｡輪金から屈

曲させた基部はやや厚みが薄くなっている｡表面の鋳化のために観察が難しいが､ここにT字形の

刺金の横棒が貫通するらしい｡刺金の固定は､回転方向の動きが可能な程度の留め方であったはず

である｡輪金の基部には､このほかにもう1本の横棒が貫通して固定されている｡この横棒に幅8

-9m､厚さ3mmの鉄板の一方の端を折り曲げて固定することで､脚金具としている｡なお､脚金

具に肉眼では木質などの痕跡は認められない｡また､脚の先端の形状ないし構造は欠損していて判

らない｡

伏鉢状の雲珠 (34-4)は､やや特異な構造である｡この雲珠は､上面から見たときに､平面形

が直径8.7cmの円形である｡中心部から直径5.8cmの部分を半球形につくって鉢部とし､さらに外側

には幅1.4-1.5cm程の平らな縁部がつくり出されている｡この縁部に尻繁などとなる草ベルトなど

を通して固定するための孔がある｡穿孔は帽6m ･長さ13-16mmの方形で､これが鉢部の裾に沿って

8方向にほぼ均等に配置されている｡このような穿孔を施した後に､縁部の外周に沿わせて､幅8
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～9m ･厚さ3mmの円環を上面からのせて､鋲で固定するものである｡この外周の円環は草ベル ト

などによって外側に引っ張られる力に対して補強の意味があると考えられる｡円環を固定する際に

使用された鋲の数は､表面の錬化のために観察が困難または不可能で､正確な数を知ることができ

ないが､観察しうる限りでは､打ち込む位置に規則性はないようである｡ 鋲頭は､径 5mm程で､扇

平である｡

脚金具 (34-5)･(34-6)･(34-7)･(34-8)は､この雲珠に伴う可能性がある｡た

だし､｢遺物出土状態｣の項で記したように雲珠の本体部分は玄室撹乱層から､脚金具は羨道の撹

乱層から出土したものであるので､出土位置は近辺から出土したというものではない｡

(34-5)- (34-7)は､本体の鉄板に3鋲が打たれる点で共通しているが､鉄板の形状がや
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や異なっている｡ (34-5)は方形に近く､(34-6)･ (34-7)は爪形を呈する｡ また (34-7)

は幅に対して長さがやや長い｡なお (34-5)には責金具が錬着している｡

これらの脚金具に対して (34-8)は構造そのものが異なっている｡ 幅1.4cm･長さ2.1cmの方形

の鉄板に､幅0.5cmの ｢C｣字形を呈する釣金具が接続している｡ おそらく鍛接によるとみられる｡

方形板には､5鋲が重なり合いながらも打ち込まれている様子が肉眼で観察できる｡ この鋲によっ

て草ベルトなどの固定を行っていたと考えられる｡また､方形板に別造りの責金具が錬着している

ことからも､革ベルトなどが付けられていたことが推定できるが､使用時の状態を想定復原するこ

とは難しい｡例えば2重に折り曲げた草ベルトの先端にこの金具を鋲で留めて､釣舌を雲珠の穿孔

部などに引っ掛けることで､脱着を容易にしていたのであろうか｡

方形の留金具 (34-9)と (34-10)は､同形態のものである｡ 幅1.8cm･長さ2.6cmを測る｡ 2

鋲が縦に配置され打ち込まれている｡ 鋲頭径は6m程である｡

銃具 (34-15) ･(34-16)は､同工 ･同大の製品とみられる｡(37-16)は､輪金の一部と刺

金の多くを欠損しているが､(34-15)によって全形を知り得る｡

輪金は1本の鉄棒を屈曲することで､円頭形のそれがつくられている｡ 基部の一方は､輪金の側

面の先端部と鍛接によって接合しているのであろうが､肉眼ではその痕跡は確認できない｡利金は

その下端を曲げて､輪金の基部に巻き付けることで固定されている｡

3.鉄鉱

図35に出土鉄鉱のうち図化可能であったものを示した｡検出した鉄鉄片とみられるものの総数は

41片あるが､そのうち､鉄身部や茎部 ･箆被の関都などの特徴的な部位を抽出して図示した｡図35

のほか出土の41片の出土位置は､玄室内の撹乱土出土のものが僅かにあったほかは､その多くが羨

道部の撹乱層の比較的下位で出土し､原位置を保ったものはなかった｡したがって､現状で鉄身部

は10個体分を数えるが､元の副葬数はそれ以上であったとみられ､実数は不明である｡

さて､鉄身部の形状が判る10個体のうちにも数型式が存在している｡

(35-1) ･(35-2)の鉄身は長三角形で逆刺を有するものである｡(35-1)は平造､(35-

2)は片丸道になっている｡ (35-1)はそのほとんどを欠損しているが､(35-2)よりもやや大

きいとみられる｡(35-2)の鉱身の大きさは幅1.2cm･長さ2.9cmである｡

(35-3)～ (35-10)は片道刺を有する長頚鉄である｡ 鉄身部の細部の状況は､捌 彩れや劣化

による欠損によって必ずしも明瞭ではない｡肉眼での観察によれば､刃部からそのまま引き続いて

片道刺状のものをつくるもの (35-3-7)と､刃部と頚部が区別され独立して頚部に片道刺をつ

けるもの (35-8-10)がある｡ 鉄身部は､片丸道の (35-3･8･9) ･両丸道の (35-5･6)

のほか､鏑を有する (35-4･7･10)がある｡

鉾から茎先端までが､比較的よく残っている (35-3-5)の現状での長さと重量を記しておく｡
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(35-3)は残存長14.2cm･重さ13.8g､(35-4)は残存長13.7cm･重さ12.3g､(35-5)は残存長

13.2cm･重さ9.8gである｡

(35-ll)- (35-24)は､頚部や茎の形状がわかるものを示した｡箆被関部に関して､(35-

3)- (35-6)も含めて見ると､いずれも斜関であるが､(35-5) ･ (35-ll) ･ (35-

12)･(35-21)は左右にのみ段を有し､その他は前後左右に段を有している｡

4.金銅装製品 ･銀製品 ･鉄製品

耳環 (36-1)は､玄室内撹乱層の最下層 (図24-8)から出土した｡鉄芯を銅板で覆ったもの

である｡本来はその銅に渡金を施したものとみられるが､肉眼では金の残存を認めることができず､

現状では全体が緑青色に変化している｡ したがって鉄芯銅裳の製品であった可能性もある｡図示状

態左右3.4cm､同上下3.0cmを測る｡断面形は径7mmの円形で､重量は22.1gである｡

ところで､この耳環の製作方法に関して､鉄芯に対する銅板の巻き付け方法が判然としない｡図

示状態上部の､鉄棒の小口部にあたる箇所には､円形の銅板を当てており､こjtを一方の側面を覆

う銅板に接合している痕跡が見える｡また図示状態下部に､銅板の接合痕跡らしき級が､縦方向に

残っている｡しかし耳環の側面には銅板の接合痕跡は認められない｡これらの状況から､製作過程

をある程度復原することは可能であるが､中央部に残る級が銅板の接合痕跡とすれば､そjlを製作

過程に位置づけて理解するには至っていない｡

(36-2)- (36-5)は用途不明の鉄製品であるが､(36-2･3)と (36-4･5)は､そ

れぞれ同様の形態をしている｡(36-5)以外は玄室内の撹乱層 (図24-7層)から出土 した｡

(36-5)は､奥壁付近に僅かに残る初葬面で検出された｡

(36-2) ･(36-3)は､下端を袋状につくり木の棒などを挿入させるようになっている｡上

端は､｢U｣字状に屈曲し鈎状になっている｡端部が見える (36-2)の長さは4.5cmを測る｡袋部

の内径は最大5mmである｡

(36-4)は､ほとんどを欠損しているが､その特徴的な形状が (36-5)と同様なので､こjMこ

よって仝体形を知ることができる｡

(36-5)も､下端を袋状につくり木の棒などを挿入させるようになっている点では､(36-2･

3)と同様である｡袋状部には木質が遺存している｡しかし異なるのは､上半部の形状である｡上

部は蛇行して細長くのび､先端が蕨手状に屈曲している｡その断面形は方形を呈している｡(36-

5)の長さは8.7cmを測る｡袋状部の内法は1辺最大4mである｡

(36-6)も用途の特定が難しいものであるが､中央の孔や裏面に明瞭に残っている木質から､

鋲の飾金具とみられる｡銀製の円盤状を里し､外径1.6cmを測り､中央に径0.4cmの円形の孔を開け

ている｡ 裏面に残る木質のために､観察に制限があってこれ自体の構造が不分明な点も多い｡破断

面などから窺い知る情報を総合すると､外周および中央の孔の周囲で銀板を裏面に折り返している｡
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るが､その太さによって2種に大別できる｡すなわち一辺が0.8-1cm程の (37-1-10)と､

辺が0.5-0.6cm程の (37-ll-18)である｡いずれもが撹乱層の出土であるために明確ではないも

のの､2時期の埋葬があることが確実な本項の場合､初葬棺と迫葬棺にそれぞれ伴うものであると

考えるのが妥当であろうが､｢遺物出土状態｣の項で既述したように追葬棺に伴うとみられる

(37-ll-18)は､蓋材を固定するなど補助的に使用したものと考えている｡



身部が太いもののうち､(37-1)は全形に近い唯一例である｡頭部と身部との境界は前後左右

に段を有する｡頭部の形状は､稜線がそれほど明確ではないが､底面が四角形で頂部がやや扇平な

角錐台となっている｡なお､このような頭部の形状は､身部が太いもので確認されたものはすべて

共通しており､身部が細いものでも (37-11･12)についてはほぼ同様であるとみられる｡(37-

1)の現状での長さは18.0cmを測る｡ 身部先端を僅かに欠いているが､ほぼ元の長さに近いものと

思われる｡

(37-1)の身部外面には木棺材に起因する木質が残っている｡ 木質が認められるものはこのほ

か､(37-2･3･4･5･6･7･8･9)があるが､(37-1)は､その木質の木目の方向が頭

部先端から6cmのところで変化していることが注意さゴ1る｡ 両者とも身部の軸方向に直交するも

のであるが､互いに約90度振っている｡ このことは､この釘が2つの木材を緊結していたことを如

実に示すものである｡ 木棺において使用された箇所を推定することは難しいが､頭部先端から6

cmのところで木目方向が変化することから､一方の棺材の厚みが5-5.5cm程であったことが判る｡

身部が太いものではこのほか (37-10)が､身部が約90度に屈曲している点が他のものとは異なっ

ている｡ 錠とも思われるが､図示状態の上部に､頭部が欠損した痕跡とみられるものが僅かに残っ

ているので､図には頭部を破線で復原的に描いた｡ここでは､通有の釘でも､材を貫通した場合に

は不要な部分をこのように曲げて処理する場合もあったと理解した｡(64-3)も､腐食が著しい

ものの図示状態の下端が屈曲していることが判る｡この場合も同様の処理が行われたと考えられる｡

(37-ll-18)は､身部が細いものである｡ ほぼ全体が残っている (37-14)は長さ10.1cmを測

る｡ 頭部の形状には､上述した底面が四角形の角錐台の形状をする (37-ll･12)のほか､延圧し

て左右に広がっている (37-13･14)がある｡ また､(37-15)は身部を屈曲させて頭部とするも

のであるが､やや頭部が長い｡図示状態で下半部を欠損していて全形が不明なので､あるいは釘以

外の鉄器であるかもしれない｡また､(37-16)や (36-17)は身部が約90度屈曲している箇所が

ある｡ これらは錠の可能性がある｡
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第4章 巨勢山408号墳

第 1節 位置と墳丘

巨勢山408号項は､巨勢山407号項の西に隣接して所在する｡ 407号境との直線的な距離は､墳頂

部の中心を基準にすれば約30mであり､比高差もほとんど無い｡この2古墳は一見していわゆる小

支群の景観をなしている｡

408号境が立地する地点の尾根においても､谷側に下る斜面､すなわち古墳の南北の斜面の土砂

の流出が著しく､古墳の墳丘端にまで影響している｡このため墳丘の南北の形状は定かではない｡

しかし､本項においても尾根線上にあたる古墳東西の墳丘端は比較的明瞭である｡

まず西側の墳丘端については､南南東に開口する石室の前庭部先端付近に一致している｡また､

この地点には､尾根を横切ってのびてくる墓道が検出された｡墓道の検出上端の幅は､約2.5mあ

り､深さは20-25cm程ある｡墓道は､南斜面から尾根中央付近まで登った後､東に約90度振って

407号境の方に向いている｡ 屈曲する地点から約5mでとぎれており､その先はいずれの方向に向

くのか不明である｡巨勢山古墳群では､急傾斜地などではない条件の良い地点においてはこのよう

図38 巨勢
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な墓道が検出されることも多い｡

さて石室の前庭部の詳細は後述するとおりであるが､前庭部の前面は緩やかな傾斜になってこの

墓道の上端に至っている｡墓道の法面にあたる212.50-212.75m付近より上位のコンターラインが

墳丘の形状を表していることから､この墓道が前庭部前面の噴丘裾部に取 り付いていることが判る｡

一方の墳丘の西端は､213.00m付近のコンターラインの間隔が急に広がっていることから､この付

近に求めることができる｡ また､墳形については､撹乱が少ない墳丘西側のコンターラインが円弧

を描 くことから､円墳であると判断できる｡

以上の墳丘端の位置を基準にすれば､本項は♪直径17mの円墳であることが判る｡

墳丘は､東側の斜面下端を含めて地山を削りだして成形した後､墓境を穿って､そこに横穴式石

室を構築しつつ､盛土によってこの石室を多い隠すようにして築造されるものである｡盛土が墳丘

内外のいずれの方から先に積まれるかとの規則性はあまり明確ではない｡墓塀の高さまでが埋め戻

された後は､石室石材の高さにしたがって墳丘も積まれていったのであろう｡

巨勢山408号境の築造時期については､後述する石室内出土の土器などによって知ることができ

る｡それらは､MT15型式の中でも新しい段階に位置づけられものである｡同じMT15型式期でも､

407号境が先行 し､これに引き続いて408号境が築造されたと考えられる｡

第2節 横穴式石室

巨勢山408号項の主体部は､右片袖の横穴式石室である｡ 石室の主軸はN-21度30分-Wに向け､

石室の開口方向はおおよそ南南東になっている｡羨道部も含めて石室の構築に用いられた石材の石

種はいわゆる花嵐岩で､丸味を持った自然石に近いものが多く用いらjlている点など､隣接 して所

在する巨勢山407号項と同様である｡このほか､408号項の石室は､全体的な形状など､407号境 と

共通することが多い｡

石室内は盗掘などの影響で､玄室床面の中央付近は撹乱を受けていたが､奥壁 ･側壁近辺にはこ

のような撹乱が及んでおらず､副葬品なども埋葬時の状態を保って出土するほど良好な状態で遺存

した｡石室各壁の残存状態も比較的良好で､特に奥壁部の右側壁とのコーナー付近では高さ2.5m

を検出でき､天井石についても､羨道部に玄室前壁になる1石のほか1石の､計2石が残っていた｡

その一方で､玄室の天井石はすべてを失っており､左側壁では高さ1.4m程 しか残っていない箇所

もあって､完存したと言うには及ばない状態である｡

石室内の盗掘が比較的小規模なものに終わっている割に､天井石など石室構造の上位を失ってい

るのは､この巨勢山古噴群の周囲においては､近代以降も水田造成に伴う石垣などの石材として花

尚岩石が多く採取されたことに因すると思われる｡ このようなことで､巨勢山古墳群の横穴式石室

は､副葬品に対する盗掘目的とは別に､天井石や壁面を構成する石材の多くを失っていることが多

い｡そのような中にあって､本項が天井石2石を残していたのは､前述した巨勢山407号噴と共に､
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むしろ希少な事例であった｡

羨道部の前面についても､407号境と同様に､前庭部を検出した｡前庭部は､墓境に引き続いて

地山面から掘削されたものである｡ 後述するように東側の掘り方には多少の変形があるかもしれな

いが､特に西側は､遺存状態は良好であった｡羨道前面の地形が当初のものに近いとすれば､羨道

部の､特に西側の面は､石積みそのものも大きな撹乱や破壊は及んでいないとみられる｡羨道の西

側基底石を基準にすれば､石室全長は6.3mを測る｡

また､408号境においては､後述するように､出土した須恵器の型式が1型式内に収まり､その

他の追葬の痕跡がまったく認められなかった｡さ′らに､玄室床面において木棺を緊結したとみられ

る鉄釘を多く検出したことから､408号境は､組合せ式木棺を収めた単次葬境であることが判った｡

1.墓墳

墓境は､地山面から掘 り込まれていた｡墓境の平面形は､石室の平面形状と同様におおよそ矩形

を呈している｡その幅は､奥壁部付近の上端間が4.3mを測り､玄室部の中央付近で4.8mとなる｡

羨道部分は幅約3.4mと狭 くなり､その掘方は羨道の前面にある前庭部の掘方に繋がって､南方向

に開いている｡

深さは､奥壁部で1.2m､玄室中央付近では東側で0.9m､西側で1.4mである｡ 墓墳法面の傾斜は､

東側辺や西側辺では､比較的急で上端から下端まで直線的に掘っている｡ しかし､北側側辺､すな

わち奥壁の背後では､地山である掘 り込み面から84cmの深さで一端平坦面をもつ2段掘 りになっ

ている｡石材を積み上げる際の便宜を図ったものと理解さjlるが､今次調査地では､墓喋の掘方と

しては､前述の巨勢山407号項を含めても､上端から急な傾斜をもって直線的な法面であるのが一

般で､このような2段堀の造作をするのは例外的である｡

このような墓境の形状の結果､玄室の東および西側壁の石材の玄室石材の後ろ側から墓墳斜面ま

での距離は狭いが､奥壁の背後には比較的広い空間がある｡ もっとも､奥壁側についても下段の下

端が奥壁石材の背後に接 している状態であることは､両側壁石材の状況と同様である｡ すなわち､

特に両側壁の下半については石室の内側から石材を積み､その後に裏込めの土を墓城内に埋め戻し

た状況が明確である｡なお､裏込めは土のみを用いており､石材はなかった｡

また､石室基底石を据えるための据え付け穴は､概して10cm程度の浅いものであったが､地点

によっては20cm強の深さのある箇所があった｡

2.玄室

玄室の床面の規模は､長さ3.87m､奥壁幅2.27m､最大幅2.65m､玄門部幅2.22mを測る｡ 玄室の

中央付近がやや膨らむ胴張り形を呈している｡玄室部分は天井石が失われていたので､玄室の高さ

は不詳である｡ 各壁面のうち最も高く残っていた箇所は､奥壁から右側壁にかけての部分であるが､
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ここでの残存高2.5mを測るので､玄室の元の高さは少なくともこの高さ以上であったことが判る｡

この残存箇所での最高所のレベルは標高215.6m付近である｡一方､玄室前壁となる石材の残存

部の最高所のレベルは215.05mで､その比高差は55cm程あって､現状での前壁の方が低い｡この

55cm程という長さは､残存した前壁の石材の厚みにほぼ匹敵するものである｡ このことから､現

状での奥壁から右側壁にかけての部分が元の高さに近いものとすれば､玄室前壁には､残存 した石

材の上に同程度の大きさの石材が2段に積まれていたと考えられよう｡

次に､玄室各壁の構築順序は､判然としない場合も多いが､基底石に関しては､奥壁基底石の両

側に側壁基底石の側面があたっている状態なので､まず奥壁の基底を決めてから､側壁については

奥側から並べ置いていったものと推定できる｡袖部については､噛み合わせの具合からは､右側壁

との先後関係が判 りにくいが､奥壁と側壁の関係をこのように想定した場合､おそらく側壁の位置

に合わせて袖石の位置を決めたものと思われる｡

玄室の床面には特に置土などによる造作は認められず､玄室床は地山を平らに削って造り出した

ものである｡ただ､羨道部分では､床面として黄褐色砂質土を敷いて貼床としており､レベルにつ

いても玄門から羨門部まで緩やかな傾斜面となって上がっている｡なお､石室内には､排水溝など

の特別な施設はまったく施されていなかった｡

奥壁 ･側壁の石積みについては､巨勢山407号境と同様に､大小の石材を適時取 り混ぜながら構

築しており､石積みの横方向のラインなどは整然としていない｡したがって､各壁の段積みの数も

合致しない｡しかし､当然ながら､各壁の石積みはほぼ同様のペースで進められたに違いなく､

走の作業単位ごとに高さが大雑把ながらも揃えられたものと思われる｡ すなわち､奥壁と両側壁の

コーナー部分を観察すると､各段において一方で大きな石材が使用され､.他方で小さな石材が使用

された場合には､小さい石材の方を2段に積んで高さを調節している部分が見受けられる｡

また､このコーナー部分では石積みの上半部で､奥壁と側壁の両者に共有するように架けられて

いる石材が観察された｡具体的には､奥壁と左側壁のコーナーでは､下から3段目の石についてこ

のような使用法がなされている｡ ただ､これより上の2石はやや小さいながらそれぞれ奥壁 ･左側

壁に明瞭に分かれている｡こjlよりも上位は左側壁の石材が失われているために一見判 りにくいが､

残存している3石は奥壁と側壁を共有するように架けられたものである｡ この3石の下端のレベル

は標高214.5m付近になる｡奥壁と右側壁とのコーナーについても同様に､下半は奥壁と側壁に明

瞭に分かれるが､やはりこの標高214.5m付近より上位の石材が奥壁と側壁を共有するように架け

jtている｡

このように､奥壁部の側壁とのコーナーが上半部で不明瞭になる状況も巨勢山407号境と同様で

あって､本項の場合にも､元の天井石が構架された状態では､特に石室上半部の形状は窮隆式に近

い外観を呈していたと思われる｡

次に各部位ごとに石積みの特徴を記述する｡
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20cm図66 巨勢山409号墳主体部
2 LtJ.士道物 (S.-1/3)個体についてはいずれも小破片になっていた｡一方､

基城外の､墓焼掘 り込み面の上面で検出した杯身 (66-3)･(66-4)は､遺存状態が上の3個体

とは異なっている｡(66-4)は割れて破片になっていたが､それでも1/2近くまで接合復元でき

た｡(66-3)は完形晶である｡杯薫の (66-1) (6612)では､僅かに細部の調

整が異なっている｡(66-1)は､口縁端部が面をなし､天井部とET縁部の境界の稜線は外方に突出しており､先端は比較的鋭い｡(66

-2)は､口縁端部の内面に段を有し､天井部と口縁部の境界は外方に突出するもののその先端は丸くな

っている｡なお (66-2)は､接合のできない口縁部と天井部の2片を､胎土 ･焼成 ･色調から同

一個体と判断して図上復原したものである｡杯身 (66-3)と (66-4)

は口縁端部が内傾する面を成すなど調整技法においても共通するが､(66-3)の立ち上がりの方

がやや内傾の度合いが大きい｡底部の形状は､丸味をもってやや膨らん

でいるが､主体部 1出土のものと比較すると､全体にむしろ扇平な感 じがする｡施 (66-5)は､口縁部の破片を検出したものである｡口縁端部は

やや内傾する面をなし､端面中央は凹線になって浅く窪んでいる｡頚部の長さや太さは不

明である.これらの土器のうち､蓋杯については､細部の調整にやや差異があるが､より新 しい特

徴を探れば､MT15型式期に併行するものと思われる｡鉄鉱 (66-6)は､鉱身部は三角形で

片丸造りの長頭鉱である.茎を欠損している｡刀子 (66-7)は刀身部と茎部が､比較的近い位置ではあったが､別々に出土 した｡接点を持

たないため､接合できなかったが､出土位置などから同一個体と推定され



①奥壁

奥壁に使用された石材は､大きいものは横50-80cm･縦50cm程度､小さいものは横40clll･縦

20cm程度以下の大きさである｡ さらに極小のものが､石材の問に噛み合わせて隙間を埋めるのに

使われている｡

石積みは､下半をほぼ直立に立ち上げて､上半部は持ち送って前方にせ り出すように積んでいる｡

その境界となる高さは､図40の側壁立面図中に示した､奥壁の中軸での断面図では下から6段目の

石材の上端になり､7段目の石材より上位を持ち送っている｡ この6段目と7段目の石材の境界部

のレベルは標高214.4m付近となって､先述の､奥壁と両側壁に共有 して架けられる石材の下端の

高さとほぼ合致する｡

すなわち､この巨勢llI408号境の奥壁も､直立 した下位と持ち送 りした上位の2段階に分かれ､

また奥壁と両側壁のコーナー部分は､この上半部では石材が両壁に共有するように架けらていた｡

玄室の高さは奥壁から右側壁にかけての部分が最もよく残っている｡現状で標高215.6mのレベ

ルにあたる最高所の地点は､床面からの高さ2.5mを測る｡ この高さ付近で右側壁と左側壁の距離､

すなわち奥壁の幅は､左側壁の残存状況が悪いために判然としないが､左側壁に共有するように架

けられていたとみられる奥壁左端の石材を基準にしてみると､70cm程に縮まっている｡これは後

述するように､両側壁の石材も持ち送りによって上位が前方にせ り出しているためであるが､この

持ち送りの状態からすjMf､これ以上壁面自体が高くなるとは考えにくい｡奥壁から右側壁にかけ

て残存した最も高い位置は､元の玄室の高さに近いものであったと考えられる｡

②右側壁

右側壁に用いられた石材も奥壁と同様に､大小を取 り混ぜた状態である｡

奥壁の状況と異なるのは､壁面の持ち送 りのあり方である｡ すなわち､図40のC-d断面図およ

びe-f断面図や天井方向の見上げ図に示したように､右側壁の石積みは､基底石の上にのせた2

段目から上位を持ち送っている｡このような石積みの方法は､次に記述する左側壁の状況とも共通

している｡ただし､C-d断面図に示した地点の右側壁の持ち送 りは､特に上半部の傾斜角度が甚

だしい ｡おそらくこの付近は､天井石が失われた後に後方からの土庄によって､迫 り出してきてい

るものと思われる｡

③左側壁

左側壁に使用された石材に大小があることは､奥壁や右側壁と同様であるが､特に右側壁の袖石

に対応する箇所では､基底石に横110cmの､2段目に横135cmの横方向に大きい扇平な石材を使っ

ている｡それより上位にも､3段目 ･4段目としてやはり同様に横方向に90-100cm大の扇平で横

方向に大きい特徴的な石材が使われているが､その位置が2段目の真上ではなく､開口部側にやや

ずれて積まれている｡ 玄室前壁となる天井石は､この4段目石材に架けられている｡
この位置の2段目と3段目の位置がずれていることは､石室の構築過程を考えるうえで興味深い｡
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つまり､この位置の石材は､他の部位より横方向に大きい特徴的なものであるが､これが右側壁の

袖石に対応するものとして選定されていることは一目瞭然である｡袖石と､左側壁のこの部位の石

材には､玄室の前壁となる天井石が架けられることになるが､この位置で2段目まで積んだ時点で､

袖石との位置が微妙にずれていることに気づかれたに違いない｡このずれはすでに基底石の位置を

決めた時に生じていたものであるが､その離散を解消するために､3段目の石材を開口部側にずら

して積み上げたものと理解できる｡

壁面の持ち送りは､右側壁と同様に基底石の上にのせた2段目から行っている｡

④袖部

袖部の基底石は､まず玄室右側壁面に対して､幅約25cm程の比較的小さな石を玄室内側方向に

突出させておいて位置を決めている｡ これに幅約95cm･高さ50clllの扇平な石を並べおいて､この

2石を袖石の基底石としている｡2段目には幅105cmのやや大きな石材が 1石で用いられ､3段目

も幅90cmの石材が 1石で用いられている｡4段目は､やや小さな石材と組み合わせて2石を用い

て積まれている｡袖部の横幅が上に行くほど小さくなるのは､右側壁の持ち送りに合わせて､石材

の幅を減じているためであるが､この袖石自体も2段目から上位を持ち送って羨道側にせ り出した

状態で積まれている｡

玄室の前壁となる天井石は､袖石の4段目の上に積まれている｡その際生じた隙間などは､人頭

大の石を用いて埋めている｡

3.羨道

羨道は､基底部での長さを見れば､右側壁は2.43mある.玄門部での羨道の床面幅は1.06mであ

る｡天井石は､玄室の前壁となる1石のほか1石の､計2石が構架されている状態で検出した｡ま

た､羨道部の床面には､厚さ数cm程度の黄褐色砂質土が敷かれ貼床としていた｡

羨道に主として用いられる石材の大きさは､玄室のそれとそれほど大きくは異ならない｡ただし､

右側壁の上半には､やや小振 りな人頭大の石材が多用されている｡羨道左側壁の基底石は､玄室の

基底石を設置する作業に引き続いて行われたらしく､大きさにほとんど差はない ｡壁面を構成する

石材についても､羨道右側壁ほど小さい石材は見られず､玄室のそれとほぼ同様か､むしろ大きい

石材が使わゴ1ている｡

ただ､後述するように､羨道部の前面にある前庭部の東辺の掘方､すなわち羨道左側壁に連続し

ている箇所は､西辺に比べ大きく開いておりやや不自然な感じがする｡元の掘方が崩れた結果この

ような地形になったとすれば､その際羨道の左側壁の石積みも影響を受けている可能性がある｡

実際､この壁面とは反対側の右側壁の石積みをよく観察すると､上半に積まれた石材は､必ずし

も下の石材にうまく荷重がかけられているのではなく､不安定なものも多い｡例えば､図40の左側

壁立面図にも示しているように､羨道の最も外側の石は､下の石に支えられることなく浮いた状態
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になっている｡ これは墓堰の掘 方の法面に荷重をかけてこの位置に止まっているものであるが､元

よりこのような積み方では､自然崩壊するのも当然のことである｡

したがって､このような羨道部の石積みの手法が左右共に同様に行われていたとし､また､羨道

左側壁側に何らかの撹乱が及んでいたとすれば､この壁面においても現状より以上に小形の石が使

用されていたと考えられよう｡ 逆に､羨道右側壁のあり方からは､前面の前庭部の掘方に撹乱など

の痕跡がなく､比較的小形の石材もよく残存していることから､元の地形が大きく変わっていると

は考えにくい｡おそらく､羨道右側壁のこの部位は当初の羨門部の状況をよく残しているものと考

えられる｡

また､羨道部のこのような石積みのあり方から､特に羨門部に近い位置では天井石を支えること

は不可能であると思われる｡ 残存した天井石より外側には､石室の構築当初から天井石は架けられ

ていなかったと考えられる｡

4.前庭部

巨勢山407号境と同様に､石室羨道部の前面に造らjtた前庭部を検出した｡前庭部の掘方の上端

が墓境の掘方の上端に繋がっており､両者は一連の作業工程として掘られたことも､407号境と同

様である｡墳丘のこの部分を断面U字形に掘 り込んで切り通しにして､墳丘の外側にまで延びない

石室入り口と墳丘端とを繋ぐ役割を果たしている点も､.共通している｡ただし平面形態がやや407

号境のそれとは異なっている｡

407号項の場合には､前庭部の帽は羨道幅にほぼ等しく前方に延びていたが､408号項では､特に

東側辺が外側に向かうにつれて大きく広がっている｡

現状では､これが当初の形態を保ったものであるのか､撹乱を被った結果なのか判断するのは難

しい｡図39に示したE-F断面図によれば､羨道から直線的に延びる西辺は､下端の位置も明瞭で

あるのに対 して､東辺は傾斜が緩やかで下端のラインも不明瞭になっている｡407号項の事例をも

参考にすれば､408号境の前庭部の東辺のみが異様に広がっているのも不自然な感 じがする｡ 一方

で､崖際でもないこの地点で大きく土砂が流出しているとも考えにくい｡

このようなことから､前庭部の東側辺の現状は､元の形状を反映しつつも､多少の撹乱を受けて

本来よりも法面の傾斜角度などが緩やかになっているものと考える｡

先に､羨道部の右側壁と左側壁に使周された石材のあり方を比較すると､左側壁においてはより

小さな石材が見られないことを挙げた｡そして､このような前庭部の東側辺付近に何らかの撹乱が

あって､その影響が羨道の左側壁にも及んだと考えjMぎ､石材使用法の違いを理解しやすいことは､

前述のとおりである｡

なお､この前庭部の南側は､尾根を横切って延びてくる墓道に繋がっている｡ 前庭部の前面は､

緩やかな傾斜になって下り､この墓道の上端に至る｡ 石室の真正面では前庭部の平坦面と墓道底の
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比高差は0.7-1m程度ある｡墓道と前庭部平坦面の比高差をできるだけ小さくするには､一旦尾根

の中央付近まで登ってから石室前面に廻り込む道程が考えられるが､その場合には､東に広がった

前庭部の先端を通ることになる｡前庭部が東に広がっている理由は､このような墓道と関係する可

能性があるが､定かではない｡

5.閉塞施設

閉塞は､人頭大の石材を積むことによって行われている｡石積みは､玄室側から見たときに､玄

門部から開口部方向へ55cmの地点で､おおよそ主軸に直交して基底石を一列に並べている｡羨道

部においては､床面に黄褐色砂質土の貼床が行われていたが､閉塞石はその上に置かれていた｡

石室壁面の石材と同様に､閉塞石に関しても石材の大きさが揃わないために1段目や2段目の上

端のラインは必ずしも横方向に通らない｡それでも残存した高さまででは､3段に積まれた状態が

看取できるので､閉塞の作業手順として

は下段から順次 1段ずつ積まれていった

ことが判る｡

閉塞石そのものは､当初天井石の高さ

まで積まれていたとすれば､現状では上

半分を失っていることになる｡おそらく

石材とともに閉塞に用いられたであろう

土の堆積についても､閉塞石より上位で

は原位置を保っていないのでその状態に

ついては不明な点が多い｡ただし､図

41-3層の黄褐色砂棟は､閉塞石の背後

を裏込めのように埋められたものであ

る｡最終的な閉塞の姿を復原想定するこ

とは難しいが､このような土のあり方か

らすれば､閉塞の作業は､石材を玄門部

よりに積み上げつつ､開口部側は土砂を

埋めていって､天井石にまで至っている

ものと考えられる｡
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図41 巨勢山408号墳 閉塞石 (S.-1/60)

第3節 遺物出土状態

玄室床面は､中央部の一部を除いては撹乱を受けておらず､多くは自然堆積による土砂が床面を

覆っている状態であった｡このため､副葬品などの遺物が原位置を保った良好な状態で検出できた｡
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玄室内の遺物は､大きく分けると､奥壁付近

出土の土器と馬具 ･左側壁の玄門部付近出土の

ミニチュア竃形土器など ･玄室内西半を中心と

して出土 した鉄釘がある｡ それらの出土位置の

配置は､図42に示 し､必要な場合には各々の拡

大図を図43-45に示した｡

l.玄室床面 奥壁付近の土器 (図43) ,.I.

奥壁付近の土器は､玄室幅の中央付近から西

側にかけて須恵器 ･土師器は一塊になって出土

した｡

奥壁帽の中央付近に須恵器器台 (48-20)が

置かれ､その上に同広口壷 (49-21)がのせら

れた状態で出土 した｡出土状態から副葬時の器

台と広口壷の使用のあり方が明確に判る､極め

て希有な事例である｡ なおこの器台と髭の位置

は奥壁付近の土器群の東端にあたる地点である｡

これより西側 に､杯蓋 (46-3) と杯身

(46-4)が､身に蓋を被せた状態で置かjt､続

いてこれに接 して､土師器壷 (49-22)と

(49-23)が､横転した状態で出土した｡土師器

壷は元は正置されていたと思わjlるが､丸底の

壷であるために流入土の土庄によって横転した

ものであろう｡ いずれも口縁部をおおむね東側

に向けていた｡土庄により､出土時は多数の破

片になっていたが､その場で採取 した破片を接

合することで､ほぼ完形に復元することができた｡

Il※鉄釘番号は

図56-58に対応する
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図42巨勢山408号墳石室床面の遣物出土状況
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さらにこの西側に須恵器短類義の一群と､
同蓋杯が置かれていた｡
短頚壷は7個体が東西の2列

に配列されて置かれているようであった｡東側の列は､
奥壁側から(47-ll)･(47-9)･

(47-13)･(47-19)であり､
西側の列は
､
奥壁側から(47-17)･(47-15)･(47-7)であ

る｡それぞれには
､
蓋が被せらゴ1たものと
､
蓋が壷の肩部に立てかけられた状態のものおよび蓋が

近くにはないものがあった｡すなわち､
壷(47-ll)には蓋(47-10)が､
壷 (47-15



19 11図43巨勢山408号項 玄室奥壁付近 遺物出土状態1(S.-1/15) 16)が､壷 (47-7)には蓋 (47-14)が､壷の肩部に蓋を立てか

けるように置かれていた｡蓋とはセットにならない状態で出土したのは､(47-17)と (

47-19)で､これらに対応するとみられる蓋は､短頭蓋の列の西側に接した位置で (47-1

8)と (47-12)が､口縁を上に向けた状態で置かれていた｡これらの他にも､壷 (47-9)

と(47-13)の上に重ねられて､杯蓋(46-1)と杯身 (46-2)が身に蓋を被せた状態

で置かれており､またこれら短頚壷などの須恵器一群の北西隅にあたる位置に杯蓋 (46-5)が口

縁を上に向けた状態で置かれていた｡ところで､上に述べた短頚壷とそ

の蓋は､焼成時に蓋が被せられた状態であったらしく､すべ

ての場合において蓋の口縁部の一部が壷の肩部に.付着している｡このことによってセットとして

製作されたと識別できる蓋と壷を､図47に上下に配置して示した｡これによれば､出土状態にお

ける蓋と壷のセット関係が､製作時のセット関係に一致したものは､(47-10)と (47-

ll)の場合のみであった｡このことから､実際の使用時すなわち副葬時においては､製作時のセッ

ト関係は特に意識されていなかったと考えられる｡ただ､蓋柿 (46-1･2)と (46-3･4)は､出土時に蓋と身がセットになっていたもので､これらについては胎土や焼成のあり方

､法量から見ても､セットとして製作されたとみられるものである｡ここでは､短頚壷の壷と蓋の関

係はあまり



はセットとして製作されたことが明らかなものであった｡すなわち､古墳に搬入される直前のこれ

らの壷とその蓋は､製作段階のセット関係が厳密に管理され､他のものが混入しない状態が保たれ

ていたことを示している｡

そうであるとすれば､何故にこのような厳密な管理がなされていたのであろうか｡その理由を仮

に考えるだけでも､いくつかの説明を想定することが可能である｡ 1つはこれらの須恵器が､被葬

者等の特別な愛用品であって､他と区別されて扱われていたというもの｡今ひとつは､これらの須

恵器は祭式の時に用いられる特別な道具類であって､それ故に他と区別されて管理されていたとい

うものなどである｡ 後者については､これらの須恵器が副葬に際して特別に調達されたものである

可能性も考えることができる｡

しかし､これら以外のものも含めて､そのいずれが実態に即した説明であるかを実証的に提示す

ることは困難である｡ ただ､これらの短頚壷とその蓋が､日常の雑器としての用途がやや考えにく

い器台 ･広口壷や､製作時のセット関係を保っているとみられる杯蓋 ･杯身と同様に扱われていた

ことから､これらについても､単なる日常の愛用品であった蓋然性は低いと思われる｡一方､これ

らが巨勢山408号項の副葬用の葬具として特別に調達されたものとすれば､副葬時は簡単に制作時

のセット関係が崩れてしまっているにも関わらず､他のものが混入することがなかった理由を､入
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手時に使用の目的が明確で､入手から便周 (副葬)までの期間も比較的短かったからであると考え

ることができるかもしれない｡ここではこれらの須恵器の入手と保管の事情について考察しうるこ

れ以上の状況証拠をも提示できる段階にないが､少なくともこれらの一群の須恵器が他と区別され

て扱われていたことは確実で､このことに関する考察は､古墳時代における須恵器など物品の流通

の問題にも絡んでおり､重要な課題であるといえよう｡

2.玄室床面 奥壁付近の馬具 (図44)

玄室の奥壁付近は､上記のように西半分に須恵器 ･土師器が置かれており､残る東半分のうち､

南北55cm･東西65cm程の範囲に鉄製の馬具が副葬されていた｡

奥壁と東側壁のコーナー付近で､複環式鏡板付轡が出土した｡轡は､円環による各連結部で屈曲

させて､全体をコンパクトに折り畳んだ状態で副葬されていた｡鏡板には､街 ･鈎金具に繋がる兵

庫鎖 ･引手が連結された状態であった｡また､引手には別造 りの瓢形引手壷が連結 してお り､

(51-2)に繋がる兵庫鎖の先端には､長方形の鈎金具が繋がった状態であった｡ただし､街の一

方は､折れて切断されていた｡また立間に繋がる兵庫鎖は4連のものであるが､鏡板 (51-1)に

繋がるそれは､2連日ではずれて分離し､傍らに転がっている状態であった｡

木心鉄板張輪鐙は､轡より南東側に置かれていたらしい｡この部分も撹乱を受けていたわけでは

ないが､鐙に使用された鉄板が薄かったためであろうか､断片化してこの付近に散らばっている状

態であった｡この際､腐食して消滅しているものも少なくなかった｡ただ､柄部は､辛うじて残っ

ており､(53-3)と (53-4)が轡の南側で東西に約25cm離れて出土した｡

鐙の破片の分布範囲に重なって､辻金具などの方形ないし爪形の脚金具や､責金具が出土 した｡

これらは別造りのもので､副葬時には草ベルトなどの結束や装
213.4m

飾に用いられて装着されていたのであろうが､有機質の腐朽 ･

消滅に伴って､個々が散在しており､元の状態を推測すること

も困難な状態になっていた｡

錠具は4個体が出土した｡馬具分布範囲の縁辺部にあたる位

置にそれぞれ離れて個別に検出された状況である｡ 辻金具など

の脚金具や責金具と同様に､出土状態からは元の装着状態を推

定することは困難である｡

3.玄室床面 左側壁玄門付近の土器 (図45)

玄室左側の側壁際の､玄門部よりやや奥壁側に寄った地点で､

ミニチュアの甑形土器 (50-25) ･竃形土器 (50-24)･鍋形

土器 (50-26)の3個体が､口縁部を上に向けた状態で並べ置
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かれていた｡いずれもほぼ完形品であるが､甑形土器の一方の把手は､比,土 した時点で既に剥離し

た状態であった｡土器の出土状態からも明らかなように､周囲は撹乱の及んでいない箇所であるが､

剥離した把手はついに検出することができなかった｡この把手は､副葬後の土庄などによるのでは

なく､副葬までの段階に既に剥離していたものと考えられる｡

さて､これらのミニチュア炊飯具形土器の一式のうち､竃形土器 (50-24)は､鍋形 (もしくは

釜形)が造 り付けられたものとなっている｡その点で同時に出土した鍋形土器 (50-26)は本来不

要である｡法量のうえでも､鍋形と甑形は組み合わせることが可能であるが､竃形はそれらより小

さく､元よりセットになるものではない｡

このことは､この種の土器の製作時の意識と､使用時すなわち副葬時の意識のギャップを示して

いると言えるかもしれない｡少なくとも､ここで出土したミニチュア土器のセットは､特定の古墳

への副葬を前提として製作されたものではなく､既製品の中から適当に三種類の土器が抽出された

状況といえよう｡そして､このようなミニチュア炊飯具形土器のあり方は､先に､奥壁付近で検出

した須恵器について､他と区別さjtて管理され扱われていたと考えられた状況と際立って対照的で

ある｡

こうした差異は､大規模な登窯を要する須恵器と比較的簡便に製作可能な土師器の違いに由来す

る可能性が考えられよう｡また､ミニチュア炊飯具形土器が､あまり一般的または普遍的な遺物で

はなく､渡来系集団などの特定の人々の問で便周された器種であるとされることも関係 しているの

かもしれない｡上のような副葬土器のあり方の違いから想定できる､古墳造営者がそjtらの土器を

入手した際の事情の違いには､当時における土器など物品の流通のあり方が反映されている可能性

があり興味深い｡

4.玄室床面付近 西半の鉄釘 (図42)

玄室の床面付近では酉半部分を中心にして､鉄釘が多く出土 した｡巨勢山408号境の石室内外か

ら出 土した鉄釘については､図56-58に示しているが､｢LLH二遺物｣の項で後述するようにこれら

は､身部の太いものと細 いものに大別できる｡ 玄室床面付近から出土した鉄釘はすべて身部が太い

ものである｡

図42にも示したように､(57-27) ･ (57-38) ･ (57-68)などは､玄室の中軸を超えて東側

にも飛び散っている状態であるが､多くは酉半部分を中心に分布している｡ この範囲は､もと組合

せ式木棺が置かjtた場所に相当すると考えらjtる｡ 鉄釘の分布範囲から考えれば､木棺の大きさは､

長さ2.7111､幅1.5m程度のものを想定することが可能である｡

5.撹乱層その他の出土遺物

須恵器杯身 (50-27)は､玄室内の流入土から出土した｡調査を開始 した初期段階で出土 したも
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ので､遺憾ながらその出土位置については､その後に整理 ･記録した石室内流入土との層位的な対

応関係が不明となってしまった｡しかし､玄室内盗掘坑の比較的上位の位置にあたっていることは

間違いなく､図39-4層であった可能性が高い｡

土師器聾 (50-28)は､南側の項丘裾付近から出土した｡口頚部の9割程が残っているが､休部

は失われている｡遺存した部分も割れて多くの破片になっていたが､近辺で検出したものを接合復

元した｡原位置を相当移動しているとみられ､元の副葬または供献の状態を推測することは難しい｡

図56-58に掲げた鉄鉱の実測図のうち､(57-85-107)は身部が細いものである｡これらは､玄

室内から出土したものはなく､すべて墳丘西斜面の裾部付近から出土した｡その出土状態は､1.5

m四方程の範囲に集中して出土する状況であったので､木棺墓などの存在を予想し精査を繰り返し

たが､遺構を兄いだすことはできなかった｡しかし､鉄釘の出土のあり方が集中的であったので､

墳丘西裾のごく近辺に､古墳築造後に造られた､組合せの木椎ないしは木棺を伴う墓など､何らか

の遺構が存在した可能性が高い｡

第4節 出土遺物

1.土器

巨勢山408号境から出土した土器を､図46-50に掲げた｡これらの形態や調整 ･法量を始めとす

る詳細は､観察表 (129-135頁)に記したので参照されたい｡

図46-49に示したものは､奥壁付近西半部の床面上に置かjtていたものである｡蓋杯 (46-1-

5)のうち､出土時に (46-1･2)と (46-3･4)はセットになって身に蓋が被せられた状態

で検出された｡胎土や焼成のあり方､法量から見てもこれらの蓋杯はセットとして製作されたもの

とみられる｡

これらの蓋杯の時期を示す特徴に注目してみると､まず､杯蓋に関しては口径が13.5-15.2cmと

大きいこと､口縁端部の内面に段を有していること､天井部と口縁部の境界はあまり突出しない鈍

い稜になっていることなどを挙げることができる｡杯身は口縁のたちあがりがやや内傾して内上方

にのびており､端部は丸く仕上げられている｡また､全体の形態は天井部と底部がそれぞれあまり

膨らまないで､やや扇平な感じがすることや､(46-3) ･(46-4)の内面の中央には同心円の

当て具の痕跡が僅かに残っていることなども､時期比定するうえでは見逃せない｡

このような特徴はMT15型式に該当しよう｡ただし､杯身の端部調整が丸く収めている点などは､

その中でも新しい要素と言えるかもしない｡この部分の床面上に撹乱が及んでいない状態で検出さ

れたこれらの土器は､まさに本項の築造時期を示している｡なお､このことは隣接する巨勢山407

号項の築造期の土器が同じMT15型式の中でも古い段階に位置づけられたこととうまく符合する｡

すなわち､この2基の古墳は､僅かな時期差をもって隣接した地点に相次いで築造されたことが､

出土土器からも窺える｡
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次に図47に須恵器短頚壷およびその蓋を示した｡これらの土器は壷が7個体に対して蓋が7個体

あって､数値のうえで対応している｡しかしそれだけではなく､これらは焼成時に蓋が被せられた

状態であったらしく､すべての場合において蓋の口縁部の一部が壷の肩部に付着している｡このこ

とによってセットとして製作された蓋と壷が容易に識別できたので､図47には､その関係を重視し

て上下に配置した｡

しかし､実際の使用時すなわち副葬時においては､この関係は特に意識されていなかったらしい｡

｢遺物出土状態｣の項で記 したように､これらの短頚壷は出土時に蓋が被せられていたものが2セ

ット分があり､壷の肩部に蓋を立てかけるように添え置いていたものが3セットあった｡蓋が被せ

られていた2セットは､(47-10･11)と (47-8･15)であった｡(47-10･11)は製作時のセッ

トに一致するが､(47-8･15)はこれには一致 しない ｡その他の3セットは､(47-6･9)､

(47-14･7)､(47-16･13)であったが､これらはいずれも製作時のセットには一致 しない｡

(47-10･ll)の一致はむしろ偶然と考えられる状況である｡
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状でも鏡板本体に街と引手が連結した状態であるが､ここには鏡板のみを抽出して図示した｡図52

にはそれが轡として組み合わされた状態を､伸展して図化した｡なお､この轡については現段階で

保存処理を完了している｡その際､出土時に分離していた兵庫鎖などは修復して復元した｡しかし

中途で折れていた街に関しては､これを接合すると副葬時の不安定な形状になってしまい､保管の

ためには不適当であったので､接合していない｡

さて､2個体で1セットになる鏡板 (51-1)と (51-2)は基本的に同工 ･同大の製品である｡

共に､長方形の立間から左右に伸びる鉄棒を振って､それぞれを内側に小さい環､外側にそれより

やや大きい環の二重の環を作って巻き込んでいる｡鏡板の中央で内側の環を接するようにして､こ

の接点近くに､外側の環の先端も収束させてまとめている｡このように立間の左右からのびてくる

鉄棒の先端部は鏡板の中央で接することになるが､この部位の接合についてはその有無も含めて､

肉眼や別に撮影したX線写真によっても判然としない｡現状ではこの2本の先端部分が隙間のない

状態で着いているので､鍛接技法によって接合されている可能性が考えられる｡しかし､円環を描

きながら曲げてきた鉄棒の最終的な硬度によっては､必ずしも鍛接などによる接合をしなくても､

この形状を保っておれたかもしれない｡また､この部分は､実際には街先環に通されており､結果

的にそれによって一つにまとめられることになっているので､その後の鋳着によって現状のように

隙間なく接合しているように見えるとも考えられる｡

また鉄棒の振 りについては､その螺旋を丹念に辿っていけば､2本置きのピッチで 1回転してい

ることが判る｡すなわち､ここでは束ねられた3本の鉄線が掠られることで､鏡板の本体部分とな

る鉄棒が作られているかに見える｡ただその場合には､先端の振 りのない鉄棒部分との接合や立間

部分の接合のあり方は､いずれにせよ丁寧な鍛接技法によると思われるが､その詳細が不明で､振

り部分の構造もなおその実態は不分明であると言わざるを得ない｡

鏡板の上部に取り付く形態の立間には､幅10mm･高さ6mm程の不整形な方形の孔が開けられてい

る｡鈎金具には､この孔に付けられる4連の兵庫鎖を介して連結している｡釣金具は幅2cm･長

さ5cm程の鉄製の方形板に､帽7m ･厚さ3nmlの ｢J｣字形に屈曲した鉄棒を鈎舌として鍛接 し

たものである｡兵庫鎖にこの鈎舌を引っ掛ける構造になっている｡鈎金具の本体部分には､合計6

個を2列に配列した鋲を打って､頭繋となる革ベルトに留めるものである｡ 鋲頭は径 5m を測る｡

その他鏡板の各部の寸法は､(51-1)の最大幅13.0cm､(51-2)の最大幅14.2cmを測る｡立間

は幅3.0-3.3cm､高さ0.9-1.0cmである｡

このような鏡板に街 ･引手を装着して轡としていた｡その状態を伸展した状態で図化したものが

図52である｡

街は2連式である｡前述のように街先環に鏡板の左右につくる環の接点を通している｡街先環に

はさらに､鏡板の外側で､遊環を介して引手が連結されている｡引手壷は別造りの瓢形のそれがつ

けられている｡
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街の鉄棒の断面形は､径1.2cmの円形で､喰金外径は2.5cm､街先環の外径は3.3cmである｡街の

環状部分を含めた長さは､図示状態右側は11.3cm､同左側は10.6cmである｡街先輪と喰金の方向に

ついて､同右側の街は平行するが､同左側の街は直交して取り付けられている｡街先環に付 く遊環

は長径3.3-3.6cm･短径2.5cmの長円形を呈する｡

引手は､断面形が径1.0cmの円形の鉄棒で､両端に円環がつけられている｡円環部分を含む長さ

は､図示状態右側が17.2cm､同左側が16.8cmを測る｡引手壷は､断面径0.7cm程の鉄棒を屈曲して

瓢形に造りだしている｡先端部は､この鉄棒とは別につくった､手綱を取り付けるための円環を鍛

接している｡ 引手壷の大きさは､図示状態右側は長さ7.4cm･最大幅4.9cm､同左側は長さ8.1cm･

最大幅5.1cmを測る｡

ところで､図51の (51-1)と (51-2)では､図示状態で､鏡板の本体部分となる円環が､立

間の前であるか後ろであるかの違いがある｡このタイプの鏡板では本体の構造から表裏面を決める

ことはできないが､街を装着した時点でどちらの面が外側になるかが決まる｡検出した鏡板の場合､

出土時に街が中途で折れていたが､両鏡板に残った街 ･引手の位置を検討すれば､鏡板の外側で遊

環を介して街と引手が連結することが判る｡この位置関係から､図51に示した面が､いずれも鏡板

の外側として使用されていたと判ったので､これを表面として図示したものである｡ この轡の製作

時には､鏡板の表裏については意識されていなかったか､もしくは注意を怠ったものと理解される｡

図53および図54は､木心鉄板張輪鐙である｡図54に示したように､現状では木質部が腐朽して形

状を残しておらず､脆弱な金具部分も断片化し､腐食して消滅していたものも少なくなかった｡こ

のため､全形に接合復元するには至らなかったが､この鐙は外面全体に黒漆が塗布されていること

や､一定の幅を持った特徴的な鉄板であることから､これらが鐙の断片であることは容易に判断で

きた｡また､柄部となる部分が2個体分存在したことから､元の数量については確実で､通有のよ

うに2個体が 1セットとして副葬されたことが判る｡また､2個体分の破片が混在していることを

前提にして､図54として全形の復原図を描いた｡復原図の作成に際しては､各破片の内面に残る木

質の木目方向を参考にして部位を一応決めていったが､元より確実なものではない｡また横幅など

の大きさについては､実周的な大きさであることを念頭に置いて､既出の類例を参考にする一方､

遺存した鉄板の響曲の度合いなどを考慮した｡結果的に最大幅20.5cm程のものを想定した｡

(53-3) ･(53-4)はいずれも柄部にあたる｡幅8-9mm･厚2nlmの鉄板を屈曲させて､上

部が閉じる ｢コ｣字形の柄を作っている｡柄の長さは8ないし8.5cm程で､側面に繋がるようにHl]

げている｡ 側面はこの柄部に残る部分からも､直線的ではなく丸味を持って轡曲していることが判

る｡柄部の幅は､(53-4)によれば3.7cmを測る｡

柄部の頭部上端から1.2cmのところを中心にして､側面を貫通する径5nmlの鉄棒が打たれている｡

鉄棒の両端は潰して固定しているらしい ｡木心がほとんど残っていないがこの横棒の直下に鐙担受

けの孔が開けらjtたとみられ､横棒は､特に力の掛かるこの部分の補強のために用いられたと考え
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図54 巨勢山408号墳 出土鐙 復原図 (S.-1/4)られる｡図53に挙げ

たその他の破片は､いずれも輪鐙の側 面ないしは踏込部の下部にあたるとみられる｡特に (53-10)･

(53-ll)は､響曲した部分から直線的にのびる部位で､踏込部が直線的であるとすれば､まさに側面から踏込にかけての部位と考えることができる｡ これらの外面には､鋲頭

径5m程の鋲が､およそ2.5-3cm程の間隔で一列に配置され打たれている｡ところで､

そのような鋲脚や鉄板の内面には､木質が僅かに残っており木目の方向を観察することができる｡柄部 (

53-3･4)に残る木目方向は図示状態で縦方向になる｡また踏込部の一部とみられた (53-10

･ll)の鋲脚に残る木目方向も縦方向すなわち鋲脚に対して平行方向である｡ これらに村して､

(53-5･8･9)は､鋲脚に対して直交する方向に木目が残っている｡このように

残存する木質の木目方向から､木心に用いられた木材の木取 りについて推定することが可能である｡ すなわち本例の場合､図54として示した復原図の､図示状態で縦方向に木目

のある木材の中央部が到り抜かれた一木が､木心として

周いられたと考えられる｡図55-12-30として､その他の馬具を掲げた｡(55-12)- (5

5-15)は銃具である｡構造と形状によって2型式に分類できる｡一つは (55-12)である｡

1本の鉄棒を屈曲させることによって､輸金と基部がつくられている｡ 基部の一方の端部と輪金と

の接合は鍛接による｡接合部付近の輪金の断面形が基部のそれよりも大きく､接合の様子が肉眼でもよく看取できる｡利金の一方の端を曲げて基部に巻き付けることで､回転方向の可

動性を持たせつつ固定されている｡ 長さ7.0cm･最大幅4.1cmを測る｡他方の銃具 (55

-13-15)は輪金の構造が異なっている｡ 基本的に ｢U｣字形に曲げた鉄棒を輪金とし､その
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定されるものである｡ 基部と刺金は一体構造ではないので､利金の取 り付け方法は (55-12)と同

様に､刺金の一方の端を曲げて基部に巻き付けて固定するものとなっている｡

各部の寸法は､(55-13)は長さ7.0cm･最大幅4.0cm､(55-14)は長さ7.0cm･最大幅4.1cm､

(55-15)は6.0cm･最大幅3.3cmである｡

次に､(55-16)- (55-28)は辻金具などの脚金具である｡

これらは､一見して形状や大きさにバラエティーがあるが､まず外面に施された装飾のあり方に

よって大別することができる｡ 一つは､鉄地板に金銅装が施される (55-16-22)の7個体である｡

他方は､鉄地板に黒漆が塗布される (55-23-28)の6個体である｡

しかし､そのように分類してもなお形状や大きさに差異があって､具体的に辻金具などの装着さ

れた状態を想定することは難しい ｡

金銅裳が施さゴ1たものでは､(55-16)が方形でその他は爪形をしている｡例えば (55-16)を

中央の方形板としてその周囲に爪形の脚が配置されたとすれば､(55-17･18)は大きさが合うが､

(55-19-22)はやや小さい｡単純に一個の辻金具を想定することは､脚金具の数も合致しないこ

とことからも困難である｡

黒漆が塗布されたものでは､(55-25)は爪形を呈し､その他は方形である｡鋲の使い方につい

ても相違があって､(55-26)は4鋲が､(55-27･28)は3鋲が外面から貫通している｡ (55-23

-25)は､外面の漆のために観察が難しい側面もあるが､おそらく鋲脚の一端を裏面に鍛接 して､

鋲頭を外面には出さないものとみられる｡

それぞれの寸法については下表にまとめた｡なお表中､｢長さ｣は図示状態縦方向の最大長を､

｢幅｣同じく横方向の最大幅 を示している｡

表2 巨勢山408号墳 出土脚金具計測表

番号 長m 幅m 番号 長m 幅m 番号

長m 幅m(55-16) 26 26 (55-21) 21 23

(55-26) 20 23(55-17) 23 25 (55-22)

20 23 (55-27) 19 15(55-18) 23 25 (55-23) 22 21 (55-28) -

18(55-19) 22 23 (55-24)

19 23(55-20) 20 23 (55-25) 23 23

(55-29･30･31)は責金具である｡単独になって出土したもので､本来どの金具に伴うもの

か不明である｡(55-29)は肉眼でも刻み日らしさものが見える｡刻み目は､



3.不明鉄製品

図55中､(55-32)はその他の馬具とは出土位置も異なるもので､玄室の撹乱層から出土した｡

用途不明の鉄製品である｡図示状態で上部は丸味を持った端部になっている｡下部は欠損 している｡

側辺は一方の面に折り返えされて､立体的な側面観をなしている｡

4.鉄釘

図56に出土鉄釘のうち､図化可能であったものを掲げた｡合計122片以上の鉄釘の破片が検出さ

れたが､そのうち107片の実測図を示した｡

これらの鉄釘を身部の太さで分類すると､断面の1辺が8-10m角になる太いものと､6-7mnl

の細いものに分けることができる｡また､全体が残っている個体から､それぞれの長さについても

ある程度判る｡太いものは､(56-5)が19.7cm､(56-6)が22.7cm､(56-7)が27.0cm､(56-8)

が25.4cmである｡一方､細いものは､(58-85)が全体が残っており､14.2cmを測る｡このように

出土した鉄釘は､その太さおよび長さにおいて､大きいものと小さいものに識別できるので､ここ

ではそれぞれを ｢大形の鉄釘｣･｢小形の鉄釘｣と呼んで記述を進める｡

実測図で､大形の鉄釘は (56-1)- (58-84)であり､小形の鉄釘は (58-85)～ (58-107)

である｡この鉄釘の形式の差は､それぞれの出土地点の差と対応している｡すなわち､大形の鉄釘

は､基本的に玄室内から出土している｡｢基本的に｣と記すのは､(57-44) ･(58-58) ･(58-

69)は墳丘の頂部付近から出土したためであるが､これらは玄室内から掻き出された土に混じって

いたものと見られ､また図42に示した玄室床面付近から出土した鉄鉱は､すべてこの大形の鉄釘で

ある｡それら以外の大形の鉄釘は図39-6･7層を中心とする玄室内の撹乱層から出土した｡

一方の小形の鉄釘は､墳丘西斜面の比較的狭い範囲に纏まって出土したものである｡調査時にお

いてもそのような出土状態が注意されたので精査したが､周辺は古墳の墳丘土に因する流入土が流

れ込んで堆積している状態で､木棺やその他の施設を遺構として検出することはできなかった｡こ

こで出土した鉄鉱を玄室内出土の鉄釘と比べると､その大きさ･太さは元より､先端を短く屈曲さ

せて頭部とするものがあることなど､新しい要素を見て取れる｡また､鉄釘に付着する木質が比較

的多く残っていることも違いとして認識できる｡

しかし､石室内出土の土器の型式がおおよそ1型式の範噂で捉えられて時期差がないことや､玄

室床面に追葬の痕跡が認められないこと､小形の鉄釘が撹乱層を含めても石室内からは出土してい

ないことから､小形の鉄釘が迫葬棺に伴うとは考えられない ｡古墳築造後に､墳丘西斜面の一角に

木棺もしくは木堰をともなう何らかの施設が造られたと考えるのが妥当である｡ただ､その時期に

ついては､これに関連する土器の出土がなかったために､ここでは明らかにしえない｡

さて､大形の鉄鉱を見ると､頭部の形状がわかるものは43個体ある｡頭部の上面から見た平面形

は､長方形ないし正方形になる四角形が多く､その形状は､稜線が不明瞭ながら底面をそのような
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四角形とする角錐台の形状になるものが多い｡しかし､むしろ蒲鉾形に近い (56-10)や不整形な

一塊になっている (56-6) ･ (57-19･21･22･24･25･26･29･31･32･34･37･42)など､

必ずしも斉-的ではない｡頭部と身部の段も､前後左右にあるものと､左右にのみあるものが混在

している｡

次に身部を見ると､ここに木棺材に因する木質が残存しているものが少なからず存在した｡この

うち､身部の中途で木質の木目方向が変わるものがある｡頭部が残っているものでみると､釘の軸

方向に対 して直交する方向に残っている木質の木目の方向が身部の中途で約90度振るもの (56-

1･8など)と､釘の軸方向に対して頭部側は木目が直交方向であるが中途で平行方向に変わるも

の (56-3･4･12･57-14など)がある｡言うまでもなく､このことは木棺に使用された木材の

木取 りのあり方と､その組合せ木棺における鉄釘の使用された部位に関係している｡しかし､全体

として見れば必ずしも木質の遺存状態が良くない現状から､上に挙げた各個体の使用部位などを特

定するには至らなかった｡

なお､頭部と身部の境界付近から､木質の木目方向が変化するところまでの長さは､(56-1･

3･4)は7.0-7.5cm程､(56-8) ･(57-14)は9.0-9.5cm程､(56-12)は11.0cm程である｡

この長さは､棺材として用いられた木材の厚さを表していると考えられるが､計測値は必ずしも一

様ではない｡使用された部位によって木材の厚みに違いがあったのか､あるいは製材そのものが均

一な厚みではない､やや粗い仕上げであったのかもしれない｡

小形の鉄釘 (58-85-107)には､頭部が残っているものが12個体あり､その形状によって分類

が可能である｡身部との境界に段を有して身部の太さより大きい頭部をつくり出しているものと､

身部の先端を短く屈曲して頭部とするものである｡前者は (58-85-92)がそれにあたり､後者は

(58-93-96)がそれにあたる｡ただ､前者の場合さらに頭部の形状に差異を兄いだすことができ

る｡すなわち､頭部と身部の境界の段が前後左右にあるものと左右にのみ認められるものがある｡

また､頭部の厚みは総体に扇平な感じがするが､(58-88)はやや厚みがある｡

これらの小形の鉄釘は､前述のように遺構に伴って出土したものはないので､厳密には一括性が

高いとは言えないが､墳丘西斜面の比較的狭い範囲で纏まって出土した点を考慮すれば､このよう

な型式差のある鉄釘が同時に使用されていた可能性が高いと考えられる｡
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第5章 巨勢山409号墳

第1節 位置と墳丘

巨勢山409号境は､巨勢山371号墳 ･407号墳 ･408号境が所在する尾根の先端部に立地している｡

しかし､同一尾根上に所在するとはいえ､特に407号項と408号境は距離や立地する標高において至

近の位置にあったが､409号境は､408号墳からは直線距離で120m杜離れており､基底の高さで見

れば38m程の比高差がある (図2-左下 調査地位置図参照)｡この間は､緩やかに繋がる尾根上

の斜面となるが､ここに古墳が存在する兆候はまったくなかった｡このようなことで､409号境は､

微視的には尾根の上方に位置している古墳とは地形的に隔絶しており､この観点からはいわゆる支

群を形成するものはなく､単独で所在している感がある｡

さて､409号項が所在する地点は､東から西に下る尾根線上の斜面が､一旦その傾斜角度が緩や

かになる傾斜変換点付近にあたっている｡ 古墳は､東側の斜面に寄せて造られ､図59の墳丘測量図

にも示したように､東側に立ち上がる斜面は､その下端をカットして､明確に墳丘の区画を行って

いる｡ 図60の墳丘断面図にみえるように､この部分は古墳東側の周溝となる｡一方の古墳西側の墳

丘端は､図59の墳丘測量図をみると､標高174.25mと174.50mのコンターラインの間隔が広 くなっ

ており､この付近に求められることが判る｡ 図60の墳丘断面図においても､この地点よりも上位が

※アルファベ ット記
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墳丘の盛土となり､下位は地山の削り日日ノになっている｡ これより下位の地山の傾斜は､傾斜角度

が一定であることから､やはりこの地点に墳丘端を求めることが妥当である｡

古墳の南北は､谷に下っていく斜面となって､ほかの調査地と同様に土砂の流出が著しかった｡

そのため､やはり墳丘南北の墳丘端が脚壁でないが､東西については､上記の2地点を基準に古墳

の規模を測ることができる｡これによれば､本項は､.径10mの円墳であることが判る｡

さて本項の地山の地形は､図60の墳丘断面図に示したように､元より東から西に下る尾根上に立

地するため､西側が低いものである｡ 本項の場合､特に､周辺に古墳の基底となるべき平坦面に近

い地形が得られなかったとみえ､噴頂部に平坦面を造るために､西側墳丘端付近には比較的厚い盛

土を行っている｡本項の初葬の埋葬施設になる主体吾rh の ｢形状｣の項でも後述するように､この

ような盛土を行った結果､主体部 1の墓堀の掘り込み面は､基本的には地山面であるが､西側の一

部はこの盛土の上面になっている｡

墳丘は､その主体部1の墓堀を埋め戻した後､検出できた厚みでは20cm以上の盛土を行っている｡

迫葬棺にあたる主体部2は､この盛土上面から墓境を掘って造られたもので､これを埋め戻した高

さが現状での墳頂部になっている｡

巨勢山409号境の築造時期は､初葬棺にあたる主体部 1出土土器から､TK47型式期と考えられ

る｡また､追葬の時期は主体部2に伴う土器からMT●15型式期であることが判る｡

第2節 主体部1

1.形状

埋葬施設は､木棺直葬の主体部が2基検出さjtた｡その主軸は､初葬棺にあたる主体部 1はおお

むね南北に向け､追葬棺にあたる主体部2はおおむね東西に向けており､互いに直交している｡

主体部 1は､墳項部上の酉に偏った位置にあることから､主体部 1が築かれた時点では迫葬が予
l

定されていたと考えられる｡しかし､実際の迫葬棺である主体部2は､かえって墳頂部中央よりや

や西寄りに墓境が掘らゴ1､しかもその墓堀は､主軸の方向も主体部 1とは直交する方向に向けられ､l

主体部 1の乗辺の一部を切っていた｡主体部2が築かれた時には､当然それが迫葬棺であることは

意識されていたであろうが､先行する主体部の位置に関しては忘却されていたか､もしくはほとん

ど考慮されていなかったことが判る｡

さて､本項は､東から酉に下る尾根上に立地するが､｢位置と墳丘｣の項でも述べたように､よ

り低い西側に特に盛土を厚く行って墳丘の形態を整えている｡主体部 1の墓境の掘 り込み面は､基

本的には地山面であるが､西側の一部はこの盛土の上面になっている｡ すなわち､主体部 1の墓境

を掘る時点までに､地山を一定の高さに整え､西側の.低い方には盛土を行って､一旦整地面を形成

していたものである｡

墓堀の規模は､それぞれ最大で､長さ4.08m ･幅2.･32m ･深さ0.67mを測る｡墓墳底のレベルは
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図61 巨勢山409号墳 主体部 1 平面 ･立面図 (S.-1/30)

南小口周辺の方が北小口周辺に対して約7cm高く､全体に南から北に緩やかに傾斜している｡

棺は割竹形木棺を直葬したものとみられる｡巨勢山古墳群においては割竹形木棺を用いることは

あまり一般的ではないが､図62下半の横断面図に示したように､木棺痕跡の断面形態が円弧を措い

ていることから､割竹形と判断できる｡ なお､棺の上端は同図にもその一端を示したように､随所
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図62 巨勢山409号墳 主体部 1 断耐対(S.-1/3O) .i=I=_1. i.J'i

'袖色砂JjJl'｣-_2. 日It
hfI1-･軸也 砂田こじ3

.日ltHIi'褐色砂f'fl二･1

.日汗赤褐色砂でてこヒ5. 11'fJ火色砂J
jJfl･_G.11rHl'1-･炊色砂Jlr-ll-
土7.Il汗赤 他1色砂傑 こ

じ8.IIlT･l大色砂喋t).

i'J-i.褐色砂傑I().il'i･
灰色砂乍'i'111. i'l'1
-灰 色砂'j'i'｣二12.ill-i.灰
色砂碓二J-_I3.-i'J.i･肘色
rryL.'LLl′I.此灰
色砂'Pf上15

.胡灰色砂傑I(1).
il.f褐色砂碓17.此灰色
砂喋18.日IIT･灰

色砂傑19.itli一社ユ色砂傑2().
'ホ鮎色砂傑21.目指

灰色砂'FT二ヒ(I‖衣1･_か )22. 1I汚肘色砂傑で崩れており検出できたレベル

も一定ではなかった｡しかし棺側の曲面は､このような断面だけではなく棺全体で面的に検出したものである｡ また､同図の縦断面図に示したように､木棺の

小口部の形状は､ほぼ直線的に斜めに立ち上がるものであった｡棺の主軸は､棺底で採ればN-

17度-Eに向けている｡ この方向は､尾根線に対 しておおむね直交する方向になる｡ こ

の主体部の軸方向は､周辺地形よりも方位を重視したかにみえる｡棺の規模は検出上端での長さ3.03

mを測る｡ 幅は､同じく検出上端で最大1.29mとなるが､棺の構造から上端は崩れやすく､この

数値も当初の棺幅を正確に伝えるものではない｡図62の横断面図に示した棺下半の円弧から､木棺に

使用された木材の直径は1.03mと復原できるが､仮にそのような木材を用いたとしても､一木

のどの部分までを相身として利用したかによって､当初の棺幅は異なる｡ 総合的に考えて､ここで

は棺の上端の帽は1m程であったと推定する｡ なお､棺に使用された木材の直径をこのように復原した

場合､棺蓋の断面形が同程度規模のI二朋瓜を描 くものが用いられたとすれば､墓境の深さが70c

m程度しかないために､これを墓堀内に収めると上位の位置が墓境の上端より高くなってしまう｡

棺蓋についての痕跡がまったく残っていないためその形状を想定することは難しいが､このような条件を勘案して考えれば､棺蓋は丸太材を半裁した形状のもので

はなく､むしろ板材に近い形状のものが用いられたと思われる｡ところで､棺底がこのように

丸味を持った形状であることから､棺を墓堀底に設置する際にはその安定を図るための工夫が必要である｡図62の



縦断する形でごく浅い溝が掘られていた｡棺は､棺底の中心がこの溝にはまるように置かれ､さら

に､その両脇に黄褐色ないし暗灰色砂襟土(図62-18･19層)が詰められて固定されていた｡

主体部 1の埋葬頭位については不明な点が多い｡まず､棺内の幅は､木棺が割竹形であり､棺身

の上端付近も随所で崩れているために明確ではない｡下端のラインも棺の形状からすれば当然なが

ら不明瞭であったが､辛うじて変化点とみられるラインを兄いだし､図61の平面図にも示した｡そ

れによれば､北小口付近は幅37.5cm､南中口付近は30.0cmとなって､北側の方が若干広い｡一方墓

壕の底のレベルは､南小口付近の方が約7cm高くなっている｡また､この主体部の場合､被葬者

の頭位を直接的に示す副葬品も無かったことも､埋葬頭位を推定するのを困難にしている｡墓墳底

のレベルの違いについてはあまり顕著とは言えず､これが墓墳形成時の作業誤差の範暗に収まると

すれば､棺の幅が若干広い北側に頭位を向けていたとも思われるが､定かではない｡

2.遺物出土状態

棺内からの出土遺物はなかった｡遺物は､墓境を埋め戻していく最終段階に近い時点で収められ

たとみられる須恵器を検出した｡木棺の西側辺の上部付近と北小口外側の上位付近の2箇所にそれ

ぞれ置かれたものである｡それらの出土位置のレベルからみて､2段階に分けて副葬行為が行われ

たようである｡

まず棺を墓境内に安置した後､土を埋め戻していき､木棺がほぼ見えなくなった時点で､棺の西

側辺の上位付近に須恵器の一群が置かれた｡杯蓋 (63-5･6) ･杯身 (63-7-9) ･短頚壷

(63-10)がそれである｡杯身 (63-9)や短頚壷 (63-10)のほか､杯蓋 (63-5) ･ (63-6)

も口縁部を上に向けた状態で出土した｡杯身 (63-7)は斜めに起きあがった状態になっており､

杯身 (63-8)は口縁部を下に向けて､すなわち伏せた状態で出土した｡これらは､大きくは原位

置を移動した状態ではないが､棺側辺の上位に置かれたことから､棺の腐朽に伴って若干棺の内側

に崩れて流れていると思われる｡杯身 (63-7)が斜めに起きあがった不安定な状態で出土したの

はそのためと考えられるが､杯身 (63-8)は､正置されていたとすjtは180度回転して天地が逆

転したことになる｡それほどの移動はやや考えにくいが､棺の上端の形状から見ても西辺付近は崩

れ方が著しく､この (63-8)が他の土器からやや離れた位置にあることからみjMf､元は他の土

器と同様に､口縁を上に向けて置かれていた可能性もなくはない｡

なお､杯蓋 (63-5)に接合できた小破片が､同じレベルで南に約70cmの地点で検出された｡同

様に杯蓋 (63-6)の小破片も南に約15cmの地点で出土した｡(63-5)も (63-6)も完形に近

く､意識的に破砕された状況ではない｡これらの小破片が､副葬時に誤って割ってしまった結果で

あるとすれば､この時に土器などがあまり丁寧に扱われていなかったことを示すのであろうか｡

さて､このように棺の西側辺付近の上位に土器を置いた後､墓境の埋め戻し作業が継続されたと

みられる｡ ほぼ墓城が土で埋め尽くされた時点で､北小口付近に2セットの蓋杯が置かれた｡
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杯身に杯蓋が被せられた状態で､南北に並んだ状態になっており､北側に (63-3･4)､南側

に (63-1･2)を検出した｡なお､この蓋と身のセットは､胎土や焼成､法量のうえでも合致し

ており､セットとして製作されたと考えられる｡

3.出土遺物

巨勢山409号墳主体部 1の出土遺物はすべて棺外で検出した須恵器である｡図63に実測図を掲げ

た｡これらの形態や調整･法量を始めとする詳細は観察表(136-138頁)に記 したので参照されたい｡

(63-1-4)の蓋杯は､墓塀の北小仁肘 近に置かれていたもので､後述するその他の土器とは

出土位置が異なっている｡ 図示状態で上下に配置した (63-1･2)と (63-3･4)の杯蓋と杯

身は､出土状態でもセットになって副葬されていた｡これらは､胎土や焼成､法量のうえでも合致

しており､セットとして製作されたと考えらゴ1る.

また､これら4個体の蓋杯はヘラ記号が刻まゴ1ている点でも共通 している｡ しかし､(63-4)

のみが ｢Ⅹ｣字状の記号であるのに対 して､他の3個体は ｢く｣字状を呈 している点で違いもある｡

このことは､いわゆるヘラ記号の意味ないし機能に関わる問題を含むと考えられるが､ここでは､

土器自体の観察と出土状態からセットとして製作されたとみられる蓋と身であってもヘラ記号のあ

り方が異なっている場合のあることが判る｡

これらのほか､(63-9)までの9個体の蓋杯は､その形態的な特徴について､多少の細部の差

異があるものの､それぞれに共通 していることも多い｡

杯蓋は､天井部と口縁部の境界になる稜線はおおむね外方に突出するが､その先端はやや丸味を

もっているものが多い｡天井部は上方にやや丸く膨らんでいる｡ 口縁部は端部が面を成している｡

杯身は､たちあがりが比較的長 く､口縁端部は内傾する面を成している｡ 底部は下方にやや丸く膨

らんでいる｡

このような蓋杯の諸特徴は､TK47型式に相当するものである｡

第 3節 主体部2

1.形状

噴頂部に2基存在する主体部のうち､追葬棺にあたるものである｡ 墳頂部では､まず地形の低い

西側に盛土を行い､東側との地Ll血圧 のレベルを一定程度揃えてから､この整地面から主体部 1が

掘られ､さらにこの上位に墳丘を構成する盛土が行われている｡主体部2の墓城はこの盛土面に掘

削されいる｡これを元の高さまで埋め戻した状態が古墳の墳頂にあたっている｡

主体部2の墓壕は､墳頂部のほぼ中央よりやや酉に偏った位置に掘削さjt､主体部 1の墓塀の乗

辺の一部を切っている｡ 主体部 1自体も墳頂部でも西に偏った位置に造られていることから､当初

から迫葬棺を予定 していたとみられるが､主体部2は､主軸の向きも主体部1とは直交 しているこ
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176m 負 ※アルファベット記号はl

叫65に対応する※遣物番号はLL;(166に対応する0

1m図64 巨勢LLI409号墳 主

体部2 平面 ･立面図 (S.-1/30)主体部1
註 H. 黄 褐色 砂
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や小振 りといえる｡墓墳底のレベルは東小口付近が､西小口付近に比べて､約10cm高 くなってい

る｡つまり､東から西へ下るごく緩やかな傾斜面になっている｡

棺は劉抜き式の舟形木棺を直葬したものとみられる｡棺の主軸は､棺底で採ればN-56度-Wに
向けている｡この方向は､この地点での尾根線の方向に平行するものである｡先行する主体部 1に

おいては､主軸の方向は地形よりも方位が重視されたとみられたが､主体部2の場合には､地形に

合わせた状況が看取できる｡ ●

棺の規模は､検出上端での最大長さ2.02m･最大幅1.27mを測る｡検出できた深さは､最大57cml

である｡棺底での規模は､長さ1.66m･東小口部帽0.72m･西北小口部幅0.69mを測る｡

埋葬頭位については､頭部の位置を直接的に示す副葬品なども無かったために､推定が難しい｡

棺の幅は東西でほぼ同様であるが､墓墳底でのレベルが東側の方が約10cm高いので､頭位は東に

向けていたとみられる｡ ･

2.遺物出土状態

主体部から出土した遺物は､いずれも棺外遺物で棺内の底で検出されたものはない｡棺内埋土にl

混じって出土した須恵器の破片があったが､それらは､当初棺上に置かれたものが棺蓋の腐朽に伴

って棺内に落ち込んだものとみられる｡ .

墓境内棺外で出土した遺物として鉄鉱 (66-6)があった｡棺の西小口外側の墓墳埋土中位で出

土した｡棺を墓境内に埋めていく過程で､完全には埋まりきらない段階でこの位置に置かれたもの

である｡ 1個体のみの出土で束になっていた状態ではない｡鉾を南に向け､棺の長軸方向とは直交
I

する方向に置かれていた｡

その他の遺物は､墓境の外側か､ないしは墓境を埋め戻した後にその上部に置かれたものとみらI

れる｡

ほぼ完形に近い状態で出土したものは､須恵器杯身 (66-3)で､墓墳掘 り込み面で､墓境の上

端より約50cm南側で､口縁部を下に向けた状態､すなわち伏せられた状態で検出された｡近辺で

はこれ以外に完形もしくはそれに近い状態で出土した遺物はなかった｡図64の左側に示した見通し

断面図にみられるように､傾斜がやや急な地点での出土であった｡このため､あるいはこの付近に
l

本来は複数の土器などが置かれていたが杯身 (66-3)以外は斜面下に流出したとの可能性も考え

られなくもないが､定かではない｡このほか募境外出土の土器としては､墓境の南西コーナーの外

側で検出した杯身 (66-4)がある｡出土位置を図64に示し得たのは､1片だけであるが､棺の上

面､墳丘南西区斜面､墳丘表土直下などとして取り上げた､合計10片の破片が互いに接合し全体の

1/4程の大きさになった｡

次に､棺内埋土中から出土したものは､当初は棺蓋の上面､またはさらに棺を埋め戻した後の墓

墳上面に置かれたものが棺蓋の腐朽に伴って棺内に落ち込んだと考えられるものである｡

- 110-



平面的な位置を図64に記録しえなかったが､刀子 (66-7)は柏規土の最上層 (図65-1層)で

出土した｡刀子は腐食が著しい状態で､大きくは､刀身部と茎部に分離しており､接合もできなか

ったが､近辺で出土したもので､同一個体とみられる｡ 棺を墓城内に安置した後に棺蓋上に置かれ

たものと考えられる｡

杯蓋 (66-1)は､棺埋土中､北西区の中位で出土した｡口縁部の1/9程の小破片である｡ま

た接合はできなかったが､色調 ･胎土 ･調整から､この破片と同一個体と思われる杯蓋の破片が､

墳丘の南西区の斜面から出土している｡

施 (66-5)は､棺埋土中､南側辺付近で､中位から上位にかけての位置で出土した｡棺内埋土

中に混じって出土 した破片は3辺であったが､これ以外に､主体部上面出土として取 り上げた破片

4片が互いに接合した｡

以上のように､墓墳外で出土した須恵器は､ほぼ完形となる杯蓋 (66-1)は別にして､いずれ

も細片化していたが､主体部の上面を中心として採集されたそれぞれの破片が接合するか､または

同一個体と見なしうるものであった｡このような状況から､これらの須恵器は､墓境内への棺の埋

め戻しが終了した時点で､破砕されて主体部上面を中心にその破片が蒔かれるように置かれたもの

と理解される｡

なお､主体部上面や表土直下出土として取り上げた遺物のなかには､復元図化にまでは至らなか

ったが､土師器の細片が20片程あった｡ただし､そこには瓦器片が 1片と土師皿の口縁部の一部 1

片が含まれていた｡その他の土師器は時期の特定が型式学的には不可能な程細片化していたが､そ

れらの中に古墳時代のものが含まれるとすjMf､主体部上での土器の破砕行為は､須恵器だけでは

なく土師器についても行われたことになるが､実態は判らない｡

また､東側周溝埋土中位から下位にかけての出土品に､古墳時代の土師器壷とみられるものの細

片50片余りがあった｡胎土の特徴からこれらは同一個体と見なしうるので､元は多くの土器が供献

されたという状況ではない｡墳頂部近くから流出した土に含まれていたとすれば､主体部の上面で

の土器の破砕行為に関係 した土器であった可能性がある｡ただ､本項の場合､このような土器の破

砕行為を伴った主体部2に先行する､古墳築造期の主体部 1が存在するので､この土師器壷はいず

れの主体部の構築時期に帰属するのか､不明と言わざるをえない｡

3.出土遺物

巨勢山409号墳主体部2から出土した土器は､(66-1-5)である｡ これらの形態や調整 ･法量

を始めとする詳細は､観察表 (138-139頁)に記したので参照されたい｡

これらの須恵器はいずれも棺内に副葬されたものではない ｡ ｢遺物出土状態｣の項でも記 したよ

うに､(66-1) ･ (66-2) ･ (66-5)は棺の上面もしくは棺内に落ち込んだ埋土中で検出し

た｡棺の埋め戻し後にその上部に置かれたものであるが､その際に土器を破砕したらしく､この3
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第6章 まとめ

今次調査においては巨勢山371号墳 ･407号墳 ･408号墳 ･409号境の発掘調査を行った｡ 以下に各

古墳の調査成果の要点をまとめる｡

巨勢山371号境は､径21mの円墳である｡ 古墳の築造期は､MT15型式期の内でも比較的古い段

階が想定される｡

主体部は､墳頂部に､初葬棺にあたる主体部 1と､迫葬棺にあたる主体部2の2基の木棺直葬の

施設が存在した｡棺の形状は､いずれも巨勢山古墳群では通有の舟形木棺とみられる｡

主体部 1は､墓境の規模は長さ4.30m ･幅2.50m･深さ0.6mを測る｡木棺の規模は､検出上端で

の長さ3.45m･同幅1.27mを測る｡ 棺の主軸はN-21度-Eに向けている｡埋葬頭位は､棺底の赤

色顔料の分布範囲の位置などから､北向きであったとみられる｡

主体部 1に伴う遣物はすべて棺外で検出された｡出土遺物の一覧は以下の通りである｡

<棺外>

鉄鉱12以上､鉄鎌 1･須恵器施1(以上､検出した棺の上端に近い位置)

刀子1･砥石 1･須恵器杯差3･杯身3 (以上､墓境の掘 り込み面かそれよりやや上位)

主体部2は､墓境の規模は長さ4.87m ･幅3.22m･深さ0.7mを測る｡木棺の規模は､検出上端で

の長さ3.60m･幅1.42mを測る｡棺の主軸はN-24度-Eに向けている｡ 埋葬頭位は､棺の形状や､

ガラス玉などの頭部の位置を推定できる遺物の出土位置から､南向きであったとみられる｡

主体部2に伴う遺物は､棺内遺物と棺外遺物に大別できる｡以下に出土位置ごとに遺物の一覧を

記す｡

<棺内>

ガラス玉63 刀子1(以上､柚),lJ責の中軸線上付近､中央寄り)

須恵器杯蓋5･同杯身4･馬具 (鉄製素環鏡板付轡 1･銃具2･辻金具などの方形金具10)

(以上､棺内南小口付近)

<棺外>

須恵器施1･高杯 1 (以上､棺上部)

馬具 (円環状雲珠 1･鞍2･銃其 1)(以上､墓堰上中央より東寄 り)

主体部2に伴う遺物は､以上のほか､棺内埋土中から出土した須恵器高杯片があり､また､墳頂

部表土直下から出土した多数の須恵器斐片 (元は1個体か)も､主体部2に伴うものとみられる｡

巨勢山407号境は､径13mの円墳である｡ 古墳の築造期はMT15型式とみられる｡横穴式石室を
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埋葬施設とする｡ また､初葬に用いられた棺は､鉄釘の存在から組合せ式木棺と考えられる｡

横穴式石室は､主軸をN-10度-Eにとり､おおよそ南方向に開口している｡ 石室の規模は､石

室の全長5.62m ･玄室長3.48m ･奥壁帽1.78m･玄室最大幅1.95m ･玄門部幅1.80mを測る｡石室内

は､大きく撹乱されていたが､奥壁付近に迫葬面が残っていた｡追葬の時期は飛鳥 Ⅰ期とみられる｡

出土遺物は､従って古墳築造期に伴うものと迫葬に伴うものに大別できる｡ 以下にその一覧を記す｡

<古墳築造期の遺物>

須恵器杯身5(以上､項丘上､乗同港肩部付近)

鋲飾り金具 1･不明鉄製品1 (以上､玄室内初葬面上)

須恵器杯蓋 1･金銅装耳環 1･馬具 (鉄製素環鏡板付轡 1･伏鉢状雲珠 1･鞍2･銃具

2･脚金具4･留金具2･責金具5) ･鉄鉱10以上 ･不明鉄製品3･鉄釘6以上 (以上石室

内撹乱層)

須恵器広口壷 1 (以上､墳丘東側周構内埋土)

<追葬時の遺物>

土師器壷 1 (以上､奥壁付近迫葬面東側)

須恵器杯身4･同杯蓋4･同高杯 1･同長頚壷 1･同台付長頭壷 ･土師器襲2 (以上､奥壁

付近追葬面西側)

鉄釘7以上 (以上､石室内撹乱層)

以上のほか､巨勢山407号墳からは､古墳には直接関わらない､須恵器水瓶 1･土師器皿2など

が出土している｡これらは古墳に対する撹乱の時期を示すものと考えられる｡

巨勢山408号境は､径17mの円墳である｡古墳の築造記はMT15型式期と考えられる｡隣接する

巨勢山407号項も同じMT15型式期の築造と考えられるが､出土土器の比較からこの408号境の方が

後出すると位置づけられる｡横穴式石室を埋葬施設とする｡また､408号境は初葬のみ行われた単

次葬項で､これに用いられた棺は､鉄釘の存在から組合せ式木棺と考えられる｡

石室は主軸をN-21度30分-Wにとり､おおよそ南南西に開口している｡石室の規模は､石室の

全長6.30m ･玄室長3.87m･奥壁幅2.27m･玄室最大幅2.65m･玄門部幅2.22mを測る｡

玄室床面は､中央部の一部を除いては撹乱を受けておらず､このため副葬品などの遺物が原位置

を保った良好な状態で検出できた｡以下に出土遺物の一覧を記す｡

<玄室床面>

須恵器杯身2･杯蓋3･同短頚壷7･同短頚壷蓋7･同器台 1･同広口壷 1･土師器壷2

(以上､奥壁付近西半)

馬具 (鉄製複環式鏡板付轡 1･木心鉄板張輪鐙2･銃具4･脚金具13･責金具3)

(以上､奥壁付近東半)
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ミニチュア竃形土器 1･ミニチュア甑形土器1･ミニチュア鍋形土器 1

(以上､左側壁玄門付近)

鉄釘44以上 (頭部の数による｡ 玄室床面西半を中心とするが､撹乱層出土のものを含む)

出土遺物はこのほか､石室内撹乱層出土の須恵器杯身1･不明鉄製品1があり､墳丘乗同港埋土

中からも土師器襲 1が出土 している｡ また､墳丘西斜面の一画から､鉄釘11個体以上が出土した｡

この鉄釘については､古墳築造後に木棺ないしは木梶を伴う何らかの施設が存在 した可能性が考え

られるが詳細は明らかにならなかった｡

巨勢山409号項は､TK47型式期に築造された径10mの円墳である｡

主体部は､墳頂部に､初葬棺にあたる主体部 1と､迫葬棺にあたる主体部2の2基の木棺直葬の

施設が存在した｡

主体部 1は､墓城の規模は長さ4.08m･幅2.32m･深さ0.67mを測る｡ 木棺は､割竹形木棺が用

いられたとみられる｡棺の規模は検出上端での長さ3.02mを測る｡ 棺幅は同じく検出上端での最大

幅1.29mを測るが､元の棺身の上端の幅は1m程であったと推定される｡ 棺の主軸はN-17度-E

に向けている｡

主体部 1に伴う遺物はすべて棺外で検出された｡出土遺物の一覧は以下の通 りである｡

<棺外>

須恵器杯身3･同杯蓋2･同短頚壷 1(以上､棺西長辺の上位)

須恵器杯身2･杯蓋2 (以上､墓墳北小口埋土上面付近)

主体部2は､墓境の規模は長さ3.16m･幅1.87m･深さ0.55mを測る｡ 木棺は､舟形木棺が用い

られたとみられる｡木棺の規模は､検出上端での最大長2.02m ･同幅1.27mを測る｡棺の主軸は

N-56度-Wに向けており､主体部 1の主軸方向とは､ほぼ直交する関係にある｡ 埋葬頭位は､棺
底のレベルから､東向きであったとみられる｡ 主体部2の構築時期は､以下の出土遺物からMT15

型式期と考えられる｡

主体部2に伴って出土 した遺物は､いずれも棺外遺物で棺内の底で出土 したものはない｡以下に

出土遺物の一覧を記す｡

<墓境内棺外>

鉄鉱 1 (西小口付近墓墳埋土中位)

<墓場外>

須恵器杯身2･同杯蓋2･同胞1･刀子 1 (このうち､須恵器杯身 1･施 ･刀子は､棺内

埋土中からの出土で､元は主体部上面にあったものが棺内に落ち込んだもの｡)

以上が今次調査によって発掘調査 した4基の古墳のあらましである｡ 本書で報告 した通 り､それ
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らはいずれも残存状況が良好で､例えば､408号境では､横穴式石室境でありながら､出土遺物の

多くが副葬時の状態を保っており､内容においても比較的類例の少ない馬具が出土するなど注目す

るべきものがあった｡巨勢山古墳群においては､近代以降も､良好な花園岩材の採取地にもなって

きた経緯があり､横穴式石室は石材採取の格好の標的とされ､石室石材の大半が抜き取られている

場合も少なくない｡そのような中で､今回調査した407号項 ･408号境は羨道部の天井石を残してい

たことは､むしろ希有な事例であった｡

発掘調査終了後､現地は､文化財保護法第57条の2に基づく発掘届として提出された当初計画通

り土砂採取地となって､古墳は消滅し､現在に至っている｡

また､現地調査を平成10年に終えたが､その後は別の発掘調査を担当しつつ､整理作業はそれら

の合間を見つけて少しずつではあるが進めてきた｡しかしその間すでに6年の期間が経過してしま

った｡本書においては､事実報告の過程で気づいたことはその都度指摘したが､できるだけ､知り

得た事実と観察結果の詳細を提示することに努め､特別な考察編を付さずに一書としたのは､この

ような期間の経過を考慮したことが一因である｡なお不足の点はあろうが､言うまでもないことな

がら可能な限り早期に発掘調査によって知り得た事実を公に開示したいと考えた結果であることを

諒とされたい｡
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表3 巨勢山371号墳 出土土器観察表

図-遣物番号 l二一勤部 胎 卜 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .休部

色調 .内面ILl'I.IL場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面3-1 牽体部の破片o全体の法量は知り得ないo内面の当て具痕跡 il-i:径2111m大のチ 良好 ･淡
青灰色 3-2と同一個体 と.臥須 恵昔話 襲 の上からヨコナデが施されているが､それをす l川!J'す程にはな

ヤ ー トを 含 む o ･濃灰色 われるo371号墳 墳頂 されていない 0.5Ⅰ一一一一一以 下 の 石

および- 莱 .f{-T1-.チャー 黄灰色･外面 タ夕キ内面 同心

円の当て共痕の上からヨコナデ トをかなり含む○ ･淡灰色3-2 棄休部の破片o全体の法-_;封ま知 り得ないo内面の当て

只.痕跡 直径5mm大の花 良好 パ炎青灰色 3-1と同一個体 と思須恵器 襲 の上からヨコナデが施 されているが､それをす り消す程にはな 崩れ喋 を 含 む o ･濃灰色

われるo371号墳 墳頂 さ

れていないo 0.5mItt以 下 の LJIi および- 莱 .長イ了.チャー

黄灰色･外面 タタキ内面 恒ト亡､Hの当て共痕の上からヨコナデ トをかなり含むo ･淡灰色10-1 口径 13.8ctt1(l周桑部を僅かに欠損) i亘径0.5mm以下 良好 ･淡青灰色 焼

成 .胎土からみて須恵器 杯蓋 器高 4.0cm のイ二I-英 .長イ-)-を含 ･淡青灰色 10-4とセットになると371号墳 主体 口縁部は僅かに外反 して1.'方にのびるOL二は蒙端部は丸みを帯 むo直径0.5mm以 ･淡青灰
色 思われるoただ し､口部 1 棺外 びつつ も突出 し､内面に段 をなすo天井部 と口綾部の境抑 ま､ 下 の 雲 付若 干 含 径

が必ず しもうまく合凹線となるがその上辺は丸みを;;i

',;びて鈍 く突tLIJ.気味になる. むo直径0.5mm- わない.焼け讃_みのた･外面 ヨコナデ 1一一一一一一の黒色粒を多 めかo

内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデおよび)i:)ト部2/3はヘラケズ') (ロクロkll転方向右廻 り)内面 ヨコナデおよ

び静LI二した後の不定方向ナデ く含むo10-2 口径 14.0cm (口縁部を僅

かに欠損) 桁行O.5mm大の 良好良好 ･淡青灰色 焼成 .胎二】二からみて須恵器 杯蓋 器高 4.1cm イ｢英 .長 石を合 ･淡背灰色 10-5

とセットになると371号墳 主体 【｣縁部は､内暫 しつつ下るが端部付近で外反して僅かに聞くo む00.5一一一一一

一以 卜の ･扶育灰色･濃昔妖色 JLl.われるが ､10-5は焼部1 棺外10-3 端部は丸 く収めてお り､厚みがあって鈍い感 じがするo 端部内 黒色 粒 を若干含 成前の歪みが著 しく､面は段 をなしているo )i)i--は､歪に窪み高さも-竃でなく傾斜 むoi昭栄0.5l一一m以下 必ず しも口緑径が合わしているo天井部と仁一縁部の境界は､上下からのヨコナデによって稜をつ くるが､突付せず丸い〇･外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデおよび}川:部l/2ヘラケズリ (ロクローlllf転方向右

廻り)内面 ヨコナデ口径 14.0cm (lほ射'...ー;の一一一部を欠損) ないo焼成ーlJTJ'の器形の歪み須恵器 杯蓋

器高 4.8cm の 長 石 を 含 む o ･淡肯灰色 が生 じてお り､l1,i.蒙が371号墳 主体 U縁部は､ほぼ直線的に 卜'方に下るが､端部付近で僅かに外 O.2)11m以 下 の 長 ･暗赤紫色 正rljにならないo

部1 棺外 反する. 端部は九いが､内IL伽には僅かな段があるo天井部とFJ イ1-.石英 .

チャ- 焼成 .胎土からみて縁部の境界

は､鈍 く丸い稜線 となりその下側はLt11線状にくぼむo トを若干含むo 10-6とセットになると天井部はあまり膨らまず､∬清



図-避物番号 ･fl頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面10-4 口径 12.2cm (ロ縁部を僅かに欠損) 直径0.5mm以下 良好

･淡青灰色 焼成 .肥土からみて須恵器 杯身 器高 4.4cm の石英 .長石を含

･淡青灰色 10-1とセットになる371号墳 主体 たちがあがりは内傾 した後､中位でごく僅かに屈曲して上方 む○ 直径

0.5mm以 ･淡青灰色 と思われるo ただ し､部 1 棺外 にのびるo 口綾部端部は丸く収めているo受け

部はやや外上方 下の雲母若干含 口径が必ず しもうまくに広がり､端部は丸いoたちあがりとの境界付近は凹線となって窪むo底部は扇平な感じで膨らまない〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ むo直径0.5mm-

1mmの黒色粒を多く含むo 合わないoやけ歪みのためか○10-5 口径 12.2cm (口縁部を僅かに欠損) 直径0.5mm大の 良好 ･扶育灰色 焼成前の器形の歪み

須恵器 杯身 器高 4.3cm 石英 .長石 を含 ･淡音灰色 が生 じてお り口緑が正371号墳 主体 たちあがりは､内傾

して上一方にのび端部は丸く収めているo 受 む00.5mm以下の ･淡音灰色 円にならないo部 1 棺外

け部は外上方にのびて､上下からのヨコナデによって薄くイ二l:上 黒色粒 を若干含 焼成 .胎土からみてげられているo受け部とたちあがりの境界は爪先によって生じたとみられる幅の狭い凹線状の溝がついているo 底部は扇平な感じで膨らまない〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデおよび静止した後の不定方向ナデ む○ 10-2とセットになると思われるが､歪みのために

必ず しも口緑があわないo10-6 口径 12.6cm 直径0.5mm以下 良好

･濃脊灰色 焼成前の器形の企み須恵器 杯身 諾詩高 4.7cm の 長 石 を含 むo ･淡jIi.灰色 が生 じてお り､
日縁が371号項 主体 たちあがりは内傾 した後､全体に轡rHーして上方にのび端部は 0.2mm以下の長

･暗赤紫色 正円にならない○部1 棺外 丸く収めているo 受け部は外上方に聞き端部は丸いo底部は扇 石 .石英 .チャー 焼成 .胎土からみて平で膨らまない〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)後ヨコナ
デ内面 ヨコナデ トを若干含むo 10-3とセットになると思われるが､互いに歪んでおり､口径が合わないo体部外面の1/2

に緑色粕o自然軸かo10-7 体部位大径 10.6c

m (残存1βからの回転復原) 直径1mm大の石 良好良好 ･渡灰色 外面に黒色軸o焼成 .胎土からみて須恵器 施 残存高 7.1cm 英 .チャー トを含 ･漉灰色371号墳 主体 残存した頚部下端の痕跡から､休部拡大径に対して頚部径が む00.5mm以下の および部 1 棺外一■一比較的太いことが判るo休部上半に2条の凹線を描きその間に8条を1単位とする櫛描列点文を施して文様帯とする〇 二二に径1.6cmの円孔を外側から穿っている〇

･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面

ヘラケズリ後ヨコナデ (ロクロ[-ti一転方向右廻り)内面 ヨコナデ 石英 .長石 .

チャー トをか な り含むo直径1-2mm大 淡灰色･淡灰色･漉灰色16-1 口径 14.6cm (完形)須恵器 杯豊 器高 4.5cm のチ ャ- トを含 ･漉灰色 16-2とセットになるo

371号墳 主体 口緑部は僅かに開きつつ下方に下るo口縁端部は面をなし､

む00.5mm以下の ･漉灰色 口径も合致する○部2 相内 中央部は凹線状に窪むo天井部と口綾部の境界は凹線になるが､ 石英 .長石 .チャ



図-遺物番号 ･L1空触'frS 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .休 部
色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高否) ･断面16-2 口径 12.8cm (完形) 直径1-2m一一一人 良好

･濃灰色 焼成 .胎土からみて須恵器 杯身 器高 4.8cm の チ ャー トを含

･濃灰色 16-1とセ ットになるo371号墳 主体 たちあが りは､内傾 して端部付近で作かに屈曲して上方にの む

00.5mm以下の ･濃灰色 口径も合致するo部2 相内 びるo Iコ縁端部は面をなし､中央部は窪んでい

るo端面の両辺 石英 .長石 .チャ 底部外面に､副葬時の処理は比較的鋭いo受け部は外方に広

がるo 強いヨコナデに - トをか な り含 に下にあった馬具の錆よって薄 く仕上げられてお り､たちあが りとの境界は凹線状の藩になっているo 底部は比較的扇平な感 じがするoヘラケズリの及んでいない休部外面には､幅7mm中一5;!二の粘土紐巻き上げ痕が卿蜘 二観察できる〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデおよびヘラケズリ (

ロクローり唖三方向左廻 り)内面 ヨコナデ むo が付着 しているo16-3 口径 15.2cm (口縁端部

を僅かに欠損) 直径0.5m一一1以 ドや や ･青白灰色 焼成 .胎土からみて須恵

器 杯蓋 器高 4.9cm の石英 .長イi∴ チ 軟 ･青白灰色 16-4とセ ットになるo371号墳 主体 口縁部はやや内管 しつつ 卜方に下るが､端部付近で僅かに外 ヤー トをかな り合 ･青白灰色 口径も合

致するo部2 相内 反 して聞 くoL一線端部は内傾する面をなし､中央部は凹線状に

む01-2一一一一一一人の僅かに窪むo 端部先端はにぶ く丸い.リ訂柑l;とし拍蒙部の境界は､ 石英 .長石 .チャ僅かに突lLIJ.する稜になるo大)ト部は､やや高 く頂部が膨 らんだ感 じがする.天井部外桝のヘラケズリの及ばない部位には､幅5-6mm単位の鮎｣二組巻き上げ痕が残っている〇･外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデおよびr)川二部の1/2をヘラケズリ (ロクロ回転方向左廻 り)内

面 ヨコナデ - トを含むo16-4 日径 13.0cm (完形) 耐径0.5mm以下 や や ･

青白灰色 焼成 .胎土からみて頂点器 杯身 器高 5.2cm のイ)-英 .良イ1'.チ 軟や や ･青白灰色 16-3とセットになるo371号墳 主体 たちあが りは内傾 して端部付近で化かに上方に屈曲するo端 ヤー トをかな り合 ･青白灰色･青白灰色 口径も合致するo焼 成 .胎土 か らみ て部2 相内16-5 部は面をなし中 央は[!JT線状に窪んでいるo 端ffiiの両辺の処理は比較的にぶ く､上端は特に丸いo受け部は外方に広が り端部はにぶ く丸い○底部は平らであるが､その面fiFfが狭いため､器高が高い印象を受けるoヘラケズリの及んでいない休部外面には幅5-6mmの粘土紐巻き上げ痕が日)Jl軒に残っているO･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転ノ挿J右廻り)内面 ヨコナデ口径 15.4cm (完形) む0 1-2mm大の才

]-.-91-.良イィ .チャー トを含むo直径().51m一一以ー卜●須恵器 杯意 器高 4.7cm の石英 .良イい す

軟 ･青白灰色 16-6とセ ッ トになるo371号墳 主体 F1線部はごく僅かに聞きつつ下方に下る.[コ縁端部は面をな ヤ- トを含む0 1 ･青白灰色 口径も合致するo部2 相内 し中央部は凹線状に窪むo端Ll両の外側辺に二J1たる端部先端は千や丸 く鈍いが､内側の辺は比較的ー州粧な稜になっているo天井部と口縁部の境界は凹線になってその上辺 も突出 しないo天井部はあまり膨らまないが､全体の形状はやや丸みを持っているo天井部外面のヘラケズリが及ばない部位には幅7mm単位の粘土紐巻き上げ痕が明瞭に残っている



図-遺物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .体部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面16-6 口径 13.3cm (完形) 直径0.5mm以下 やや

･青白灰色 焼成 .胎土 か らみて須恵器 杯身 器高 5.6cm の石英 .長石 .チ

軟 ･青白灰色 16-5とセットになる.371号墳 主体 たちあがりは内傾 して中位で上方にやや屈曲する○口縁端部

ヤー トを含むo l ･青白灰色 口径も合致するo部2 棺内 は面をなし中央部は

凹線状に僅かに窪むo端面の両辺はあまり -2mm大の石英 .鋭くなく丸み

を持っているo 受け部は外上方に広がるo比較的 長石 ーチャー トを厚みがあり端部は丸いoたちあがりとの境界付近は凹線状の溝になっているo 底部は丸くやや膨らんだ感じがするoヘラケズリが及ばない体部外面は幅8-10mm単位の粘土紐の巻き上げ痕が明瞭に残っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナ

デ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向左廻り)内面 ヨコナデ

含むo16-7 部2 棺内 直径0.5mm以下 良好 ･暗青灰色

須恵器 杯蓋 口径 14.0cm (天井部を僅かに欠損) の長

石 .石英 .蛋 ･暗灰色371号墳 主体 器高 5.2cm 母をかなり含む

o ･暗灰色口縁部は僅かに内管 しつつ下方に下り､端部付近で強いヨコ

2-10mm大の花園ナデによってごく僅かに屈曲するo 口縁端部は薄いが丸く､内 岩疎 を僅 か に含面に段をなすo天井部と口縁部の境界は､浅い凹線になっている○天井部の頂部は平らであるがその面積が狭く､全体としては天井部が膨らんでいる印象を受ける〇･外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデおよび天井部の1/2ヘラケズリ (ロクロ回転方向左廻り)内面

ヨコナデ むo16-8 口径 12.2cm (完形) 直径0.5mm

以下 良好 ･濃灰色 底部外面に ｢X｣字須恵器 杯身 器高 5.5cm の長石 .チ ャー ･濃青灰色 状のヘラ記

号o371号墳 主体 たちあがりは内傾 し､端部付近で上方に屈曲するo口縁端部は ト.雲母をかなり ･濃青灰色 底部外面に､副葬時部2 棺内 内傾する面をなし､中央部は凹線状に僅かに窪むo端面の両辺は比較的鋭い稜をなすo受け部は外上方に広がり､やや厚みがあって端部は丸いoたちあがりとの境界は凹線状の溝になっているo 底部はやや丸く膨らんでいる○ヘラケズリの及ばない休部外面には帽7mm単位の粘土紐の巻き上げ痕が残っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨ

コナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向左廻り)内面 ヨコナデ

含むo に下にあった馬具の錆が付着しているo16-9 口径 14.5

cm (完形) 直径0.5mm以下 良好 ･波音灰色 焼成前の器形の歪み須恵器 杯蓋 器高 4.6cm

の石英 .長石 .チ ･濃青灰色 が生 じてお り､口縁部371号墳 主体 口緑部は内轡しつつ下方に下り､端部付近で外反して屈曲す ヤー トを含 む. がやや正円にはな

らな部2 棺内 るo口縁端部は外傾する面をなし､中央部は凹線状に窪むo端 1mm以上の石英 . いo面の両辺は強いヨコナデによって仕上げられており､特に内側 チャー トを僅かにの辺は比較的鋭い稜をなすo天井部とロ綾部の境界は凹線になるが､部分的にその上辺が短じかいながら



['刈-遣物番号 ･口頚部 胎 ニト 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .休部

色調 .内面目上場所 ･底部 (脚部 .

高否) ･断面16-10 口径 12.8cm (口縁端部を僅かに欠損) 直径0.5m

m以下 やや ･濃白灰色須恵器 杯身 器高 5.5cm

の石英 .長イィ.チ 臥 ･淡白灰色371号墳 主体 たちあがりは､内伸して端部付近で僅かにfHL'.曲し

て上方にの ヤー トを含 む o ･淡lllJ火色部2柚勺 ぴる. 端部はf勺傾する面をなし､

中 央部は雄んでいるo 端面の lI一一Ⅰ一一人の昆イト チ両辺の処声把は比較的

鋭く､端部先端は()こり気味になるO受け部 ヤー トを若干含は外上方にのび

るo 受け部はやや厚みがあり端部は丸いoたち むolmm大の赤色あがりとの境糾 まll一一線状の帽の狭い溝になっているo 底部は全体にやや丸く膨らんだ感じがするo ヘラケズリの及んでいない体部外面には､幅7mmJii.位の粘土紬巻き上げ痕が明瞭に残っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面

ヘラケズリ (ロクロ捌伝方向左辿り)内面 ヨコナデ 粒を化かに含む○16-ll 口径 13.7cm (完形

) 虹経0.5mm以下 良好 ･濃灰色 受け部に､1.'i.:L二は蒙部須,ill-.器

杯身 器高 5.7cnt の石英 .長TIl'.雲 ･淡青灰色 の粘土痕跡が残ってい371号墳 主体 たちあがりは､内傾して幣曲しつつ

.L._)IにのびるoEl縁端部 I:):を合む.黒色粒 ･淡音灰色 るo焼成時または焼成部2 相勺 は丸く内(巾に弱い段をなす.受け部は外方に広がり､受け部｣二 をγ.:

干含むo 時までに付新したもの面は､たちあがりとの境非から先端までほほ水平

面になってい かoるo受け部先端は丸いo底部はあまり稲平な感じはしないが､ 体

部から底部にかけ成形段階での諾詩形の誼みがありiEfLyI.した時に仁は蒙部が傾く○ ての外面に黒色軸〇日･外面 ヨコナデ

内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロL亘怖i)j'向右辿り)内面 ヨコナデ 然租か○17-12 口径 13.6cm (トー綾部を僅かに欠損) 直 径0.5一一一一一一大の 良好 ･濃青灰色

口縁部内ifIiにi'l.f尚色須,ftJ-.認許施 器高 13.2cm (.;英 .長イ1'を含 ･濃JJi

色 の異物が､同心円を描371号墳 主体 頚部は､休部ムi-大径の割に比較的太く､外上方にのびるO野i む
o ･暗赤紫色 くように2列になって部2 棺外 部は比較的短い.繋溜;とし｣寺家部の境糾ま､上下からつまみLLJ,し 点々と付Ji-.している○

た突昔風の段になっており､日縁部はここから内管気味に問い 一部は流れた状態で凝

ているo休部は､吊部がl州原ではなく全作に丸いo 回しており､辿常では･外面

ヨコナデ後､日綾部は3条を車位とする原体幅6mlttの 自然軸などになる物が櫛描波状文を施

す○頚部は､5条を単位とする原体幅9mmとみ 劣化 したものか○ただられる櫛描波状文を瓢部の I二■卜に施した後､改めてその中央部 し､規則的な位

.EEl1:にそに重ねて行っているo波状文

はいずれもl別yJの短い波文になつ れが付新しているとすており､地文のあり方が丁寧

な感じを受ける. れば､意識的に付けた内面 ヨコナデ 可能性もある017-13･外面 ヨコナデ後､休部土牛に2条の1リー線文を施し､そ



図-逝物番号 ･口頚部 胎 二ヒ 焼成 ･外而 備 考器種 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面17-13 口径 9.6cm (n縁部 .脚裾部の一部を欠損) 直径1mm以下の 良好

･濃青灰色 杯底部部 内面の一面須恵器 満杯 器嵩 lo.2cm 長 石 をか な

り含 ･濃灰色 に黄褐色の異物が付着371号墳 主体 杯部は､口径の割に比較的深いo口縁部は外上方にほぼ直線 む00.5m

m以下の ･暗赤紫色 している017-12口縁部 2 相外 的にのびる○端部は丸く収めているo 杯部外TiTT'

中央付近に2カ所 石英を含むo 部の内面にみられる物の段があって､その段に挟まれる位irEEにヘラ描波状文を施す.脚部は､裾部径や杯部 との接合部の径の割に甜lく長いo柱状部下半から裾部にかけては外反しつつ緩やかに広がりながら下る.裾部との境界にあまり突lLIJ,しないつまみ出し突鞘を施し､裾部はここから下方に屈曲して端部は丸く収めているoスカシは1段の方形スカシを4万に配置している.･外面 ヨコナデo 下半はヨコナデ後1条のヘラ描波状文o内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヘラケズリ (ロクロ剛 LT;方向左廻り)後ヨコナデ･外面 ヨコナデoスカシ穿孔後に面取

をLで切り口を削りとつているo内面 ヨコナデ と同様o17-14 裾部径 9.4cm (残存1βからの回転復原) 直径0.5mt一一以下 良好

･濃青灰色須恵器 高 杯 残存高 3.6cm の長石 .石英をか ･潰脊灰色371号墳 主体 外下方に広がった脚柱状部 は､段を伴って下方に屈曲して裾 なり含む03一一一一一一大 ･扶育灰色

部 2 伴日大1枚 部 となるO裾部外面にはやや弱いヨコナデによってつまみ出し の長石を伐かに含土 突帯をつけ､裾端部は丸く収めているo脚部には､スカシ



表4 巨勢山407号墳 出土土器観察表

図-遺物番号 ･日頚部 胎 二一二 焼成 ･外面 備 考形態と調整 .休部
色調 .内面川上場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･ 断面28-1 ｢J径 11.6cm (完形) 直径0.51m11以下 良好 ･淡青灰色

休部の外面のJLli:r;に須恵器杯身 器高 5.4cm の石英 . 長石 .

チ ･淡守成色 黒色軸○自然軸かo底407号墳 栗岡 たちあがりは､ほぼTI!T.線的に内上方にのびるo 端部は内傾す
ヤ- トを含む0 1 部内面に同心トリの当て溝局部 る面をなすが､その両辺は鈍く丸みを持っている○ 端tr11

の中央 -3ntnl大のィ.1'英 . 具痕跡が残る○はllt一線となっ

て窪んでいるo 受け部は外上方に閃き､その上面 チャー トを僅かにほほほ平らo受け部端部は丸く収めている○底部は､受け部先端から丸く仕上げ､平らにはならないが､｢昭主の刑に汁詩高は高くはない〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内i而 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 桓jJ日当の当て

具痕跡の｣二からヨコナデおよび静.lI二後の不定方向ナデ 含む o28-2 口径 12.∠1c

m (完形) 直径O.5一一一m以下 良好 パ炎晋灰色 休部から底部のにかif1-;Lよ器杯
身 器高 5.1cm のイ■7-英 .長イィ.チ ･淡青灰色 けての一部に黒色軸o407号墳 栗岡 たちあ

がりは内上方にほほ直線的にのぴるolほ蒙端部,は丸く ヤー トを若干 含 ･淡青灰色 日然軸か○溝局部 収めるが､端部内面に強いヨコナデによって生じた浅い凹線が むol一一川一大の石 底部内面に同

心日のついており､これによって内面に段が形成されているo 受け部 英 .チャー トを僅 当て具痕跡が残るoは外方に開き､その上面はほほ1I:ら○ 受け部端部は丸いが､受け部の厚みはやや薄く什上げられているo 底部は丸みを持って仕上げられるが､あまりJJS'3らまないで､ほほ1I:らに近い〇･外ilH-ヨコナデ内一面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラ

ケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 同心円の当て具痕跡の ]:.からヨコナデおよび静止_後の不定方向ナデ か

に含むo28-3 口径 10.8cm (完形) 直径2-3Ⅰ

ー1一一1大 良好やや ･淡二晋灰色 直径2mm強の黒色粒須恵器 杯身 器寓 5.1cm のチ ャー ト .イ子T' ･淡 骨依色407号墳 東周 たちあがりはごく僅かに内y5.しつつ内上方にのびるOl二一縁端 英 .長イ了を含む○ ･決昔尻色･自灰色溝jF=IJ''-nS-F')407号噴28-4 部は丸く収められるが､端部内面に極浅いlリ1線がついているo 0.5lー川ー以 卜の石受け部はほぼ水平に外方に広がり､受け部上TTI=まほぼ平らであるo 受け都は上下からのヨコナデによって薄く什上げられており､端部は九いがやや鋭いo底部は全体に丸く什L._げられている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクtjJ.lj肺三方rl'Il右廻り)後ヨコナデ)一灯而 ヨコナデおよび静止後の不定方向ナデ口径 lH

c111(完形) 莱 .長石を含むoめ:径0.2Ⅰー1m以T須恵器 杯身 器高 5.1cm の長イJ7-をかなり含 軟 ･

仁一灰色 状の異物が､3個付新し407号墳 東周 たちあがりは内傾したのち僅かに屈曲して上ノjにのぴるo

｢ー む.lnl一一一大のlf-英 ている○焼成時の降灰溝吊部 縁端部は丸く収められて

いるo 受け部は外上方に閃くo受け部 を僅 か に 含 む o などに関係するものかoの上TrIiはほぼ平らになるが､たちあがりとの境井部に極浅いLltI0.5lt川ー以 卜の黒色線状の溝がついているo底部は平らに近く膨らま
ない〇･外面



図-過物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器柾 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面28-5 口径 10.7cm (完形) 直径0.5-mm以下 良好 ･淡青
灰色 底部外面の2.5×1cm祇;lil-.器 杯身 器高 5.3cm の石英 .長石 .

チ ･淡青灰色 ほどの範囲に ｢X｣字407号墳 東周 たちあが りは内傾 したのち屈曲して上方にのびるo

口縁端部は ヤ ー トを 含 む ○ 状のヘラ記号○滞′ITJ'部407号墳 丸く収めているo受け部は外上方に広がる.受け部とたちあがりの境界には､爪先によって生じたとみらる幅の狭い溝が一部についているo底部は丸く仕上げているが､あまり膨らまない〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ剛 転方向右

廻り)内面 ヨコナデ 4mm大のチャー トを僅かに含むo29-1 口径 15.4cm (残存1/4からのItil転松原) 直径0.2mm以下 良好 ･農

青灰色須恵器 杯豊 器高 4.4cm の良石 .石英を若 ･濃青灰色407号墳 石室 口緑部は､やや広が りつつ下るo 口緑端部は丸く収めている 干含むo

･濃青灰色内税乱土 (図 が､端部内面に極浅い凹線によって形成される弱い段があるo24-2桐) 天井部と仁一縁部の境界は凹線になるが､その上辺は､丸みを持ってごく僅かに突出している.天井部は鵬平で膨らまない.･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ

･外面 ヨコナデおよびヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデおよび静止後の不定方向

ナデ29-2 口径 18.8cm (口綾部は完属して残存) 直径

0.5mm以下 や や ･濃灰色Z;fi恵器 広 口 残存高 7.9cm の長石をかなり含 軟 ･濃
灰色--tで'_r;庄 頚部上半以上が残存 している○外上方に向かって僅かに外反 む00.5mm以下

の ･白灰色407号墳 東周 つつ開く頚部は､1条のつまみ出し突引'iを境に上方に屈曲して口 石英を含む05一一一一一1溝雌土 縁部につながる○口縁端部は強いヨコナデによってつまみ出されてお り､端部先端は丸 く収めている.穿I-部外面のうち､残存部分は､2条1単位とする凹線文によって文様帯が区画されている

o文様帯には櫛描波状文が描かれている〇･外面 ヨコナデo頚部外耐 二は調整後､櫛描波状文o内面 ヨコナデo 以上の花岡岩喋を

若干含むo30-1 口径 11.2cm (内面のかえり径9.1cm.完形)

直径0.2mm以下 良好良好 ･淡青灰色 天井部外面に鋸歯文須恵器 杯蓋 器高 3.2cm の長石をかな り含 ･漢音灰色 状のヘラ記号○407号墳 玄室 口縁部は外下方に広が りLl緑端部は丸 く収める.端部内面に む00.5mm以下の ･淡青灰色 胎土 .焼成 .法て;ITt:お迫葬面30-2 付 くかえりは､口縁端部よりも下方に突出 しているo天井部はやや丸く盛 り上が り､頂部につまみが付 くoつまみ下端の径は､つまみ中位にある最大径より小さくなっているが頂部が扇平で､宝珠形より乳頭形に近い〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデおよび天井部1/2をヘラケズリ (ロクロ剛 伝方向右廻り)後ヨコナデ内面 ヨコナデおよび静_tL後の不定方向ナデ口径 10.0cm (完形) 長石 .石英 .チャー トを若干含むo直径0.
2mm以下 よびヘラ記号のあ り方から､30-2とセットになると思われるo底部外面に鋸歯文状須恵器

杯身 器高 3.5cm の長石を含むo石 ･扶育灰色 のヘラ記号o407号墳 玄室 口緑部はやや外上方に直線的にのぴるo口緑端部は丸 く収め 英を若干含む○ 胎土 .焼成 .法量お追弁面 ているo底部はごく僅かに丸みを持っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ



図-遣物番号 ･l二一頚部 胎 ヒ 焼成 ･外面 備 考認諾種 形態と調整 .休部

色調 .内面川土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面30-3 口径 11.1cm (内面のかえZ日栄9.5cm.完形) 直径0.2一m一一以下 良好 ･
淡青灰色 天井部外泊=二鋸歯文須jil.器 杯蓋 器高 3.0cm の長石を含む.

41' ･淡青灰色 状のヘラ記号o407号墳 玄室 口緑部は外下方に広が りFt縁端部は丸く収める○端部ー知fflに

英 を 若 干 含 む o 胎土 .焼成 パ去二;li:お追非面 付 くかえりは､FT縁端部よりも下方に突汁J.している○ -}川二部

は 1一一一一一一大のチャー ト よびヘラ記号のあ り方僅かに丸く盛 りLが り､l-[摘;につまみが付 く○つまみ下端の径は､つまみ中位にある臓人径より小さくなっているが頂部が扇平で､宝珠形より乱射形に近い〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデおよび天井部の1/2をヘラケズリ (ロクロ回転法右廻り)後ヨコナデ内面 ヨコナデおよび酢JI二後の不定方向ナデ を

僅かに含む○ から､30-4とセットになると.[且われる.30-4 口径 10.2

cm (完形) 直径0.2mm以下 良好 ･淡青灰色 底部外面に鋸榊文状鎖

悪器 杯身 器高 3.7cm の長Jl丁を含むo().5 ･淡背灰色 のヘラ記号o407号墳 玄室 口縁部は外上方にほほ直線

的に広がるo Lt縁部の帰みは比較 -1mm大のイ1-英 . 胎土 .焼成 .法-;I;㌔.お迫非面

的薄く仕上げ､目線端部は丸く収めるo底部は平らであるo チャー トを僅かに よびヘラ記号のあ り方･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転

方向右廻り)内面 ヨコナデおよび静止後の不定方向ナデ 含 む o から､30-3とセットになると思われるo30-5 口径 11.2cm (かえり径9.3cm.完形) 直径0.2mm以下

良好 ･濃灰色 天井郡外illiに焼成時須恵器 杯蓑 器高 3.1cm の良石 .石英を作 および の降伏 とみられる異物407号墳 玄室 口縁部は外 lリJに広が りl_二Ⅰ縁端部は丸 く収める○端部lJ.J面に かに含むo 白灰色 が付11'

i'.して､a'.;壁が荒追葬而 付 くかえりは､目線端部よりも~卜万に突rLlしているo 天｣こト部は ･淡育灰色 れているo 天,井部外面僅かに丸く盛 り上がり､Tiri部に掃平な宝珠形つまみが付く.･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデおよび静II,-_後の不定方向ナデ に直線文を不規則に重ねたヘラ記号o胎土焼成およびヘラ記号のあ

り方から､30-6とセットになると.F上z.われる.30-6 口径 10.3cm 直径0.

2m一一1以 卜 良好良好 ･濃青灰色 底部外i帥こ巾:線文を不須恵器 杯身 器高 3.7cm の良石 .イ)'英-をγ.: および 規

則にif..[ねたヘラ記号.407号墳 玄室 口縁部はやや外_I:.万にほほrI.T'.線r小二のぴ､端部付近で僅かに 二｢含む02

mm大の 白灰色 焼成前の諾詩形のrn;_みが追葬【[17-30-7 外反し

て開く. ー吊束端部は丸く収めているo 底部は平らo チャー トを僅かに ･淡青灰色 生じてお

り､目線が正円･外面 ヨコナデ 含む ○直径0.2一一1m以 卜 ･濃灰色 にならないo胎土 .焼成内面 ヨコナデ およびヘ

ラ記号のあり方･外面 ヨコナデ

から､30-5とセットに内面 ヨコナデ なると.liJ.われるが､目線･外面 ヘラケズリ (ロクロ(射i裏方向右廻り)ただし､底部中 I部の兼みのため､うま

く央はヘラ切り宥洞幣o 合わないo内面 ヨコナデおよび静直後の

不定方向ナデ(~二一径 10.6cm (かえり律9.0cm.完形) 底部内l刷二7mm大の粘.1二枚が付利しているo天

井部外ー巾に焼成時須恵器 杯滋 器高 2.8cm の石英 .長T1-を若 および の降伏 とみられる端物407号墳 玄室 口縁部は外下方に広が りll縁端部は丸 く収める○端部r勺面に 干含むolmtt一大の 自灰色 が付新 して､器壁が荒

追葬面 付 くかえりは､口緑端部よりも下方に突出しているo 天井部は 石 英 を作 か に含 ･淡
青灰色 れているo天井部外面僅かに丸く盛 り上がり､∬浦;に扇平な宝珠形つまみが付くo む○ に直線文を不規則に



図一過物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器械 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面30-8 口径 10.1cm (完形) 直径0.5mm以下 良好

･濃灰色 口緑部および体部の-須恵器 杯身 器高 3.3cm の石英 .長石

を含 および 部に焼成時の降灰とみら407号墳 玄室 口緑部はやや外上方にほほ直線的にのび､端部付近で

僅かに むo 白灰色 れる異物が付着して器壁追葬面 外反して開く○口緑端部は丸く収めているo底部は平らo ･淡青灰色 が荒れ

ているO-部は自･外面 ヨコナデ

然軸になっているo内面 ヨコナデ

底部外面に直線文を･外面 ヨコナデ 不

規則に重ねたヘラ記内面 ヨコナデ 号O胎土 .焼成 .法-_''f;二

･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)後ヨコナデ およびヘラ記号のあり内面 ヨ

コナデおよび静止後の不定方向ナデ 方から､30-7とセットになると思われるo31-9 口径 7.5cm (口縁端部 .裾端部を僅かに欠損) 直径0.2mm以下 良好 ･演者灰色 杯部から脚部に

かけ穿i恵器 高杯 器高 8.1cm の石英 .長石 .iiJ.I-; および ての外面の一方向およ407号墳 玄室 杯口緑部は､直線的に上方にのび､口縁端部は丸く収めてい 色粒を含むo 自灰色 び杯部内面の

一部に､追耕面 るo 平らな底部から休部への帰一Iltは明瞭で､その境界になる稜 ･淡育

灰色 焼成時の降灰によるとは一部僅かに突出しているo休部と口緑部の境界は段をなして

･淡青灰色 みられる､自黄灰也のいる.脚柱状部は､裾部に向けてラッパ状に広がり､中位に1粂 異物が付着 してお り､の凹線文を施しているo 大きく広がった柱状部下端は､僅かに盛り上がった後､下方に屈曲して据部となるoその境界は､強いヨコナデによって明瞭な稜がつくられている○裾端部は､やや薄く仕上げられており､先端は尖り気味になっている〇･外面 ヨコナデ内

面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデoただし柱状部上位にシポリ

メが残っているo 器壁が荒れているo31-10 口径 6.3cm (完形

) 直径0.5-2mー一大 良好 ･自灰色 焼成前の歪みが生 じ須恵器 泣頚 器高 1

2.5cm の長石をかなり含 ･自灰色 てお り､口縁が正目に嘉 頚部から口緑部

にかけてはほぼ直線的に外上方に聞きつつの むolmm大の石 ならないo407号墳 玄室 びる○口緑端部は丸く収めている.頚部と休部の境界は轡曲し 英 .チャー トを含追葬面 て繋がり､稜をなさないo休部の拡大径はほぼその中位にあり､肩部は張 らずに不明瞭になっているo体部の上半に､径1-1.3cmの円形の窪みがあるo鼠 において穿孔される部位に当たるが､この場合は孔を開けてい



図-迫物番号 ･EI頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考認許種 形態と調整 .休部
色調 .内面LLIJL+_場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面31-ll 追葬面 内面 ヨコナ 良好 ･
白灰色 のと思われる､3mmX頂JL'-.器 台付 口径 5.1cm (完形) デo スカシ穿孔時

･白灰色 13mm大の粘土粒が付着長頭壷 器高 1

6.1cm に生 じた粘土の盛 - しているo407号墳 玄室 頚部は細く長いo頚部上半に一条

の浅い凹線を巡らしてFJ縁 り上がりが残るo 肩部 に ､部との境界になっているo頚部か

らFT緑部にかけては緩やかに 此径0.5mm以下 別個体 の も屈曲して開いているo 口縁端部は丸く収めているo 体部は､その上半に投大径があって肩部になっている○肩部には一条の浅い凹線が巡るとともに､比較的明瞭にF.Ll州 しているので､肩が張った感 じがするo 底部との墳非付近にも同様の凹線が巡らされ､この凹線と肩部の凹線との問に､認許壁を完周する櫛描列点文が施されて文様茄,;となっている. 脚h部は､柱状部の下半で大きく広がった後､l竺1線を境に下方に届.曲している. このru1線の上位はむしろつまみ出し突im札にやや突出しているo裾部は僅かに外反して広が り､裾端部は水平に外方につまみ出されることで､先端部はやや尖り気味で､下端はTlrI7'を成している.･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 肩部より下位に二条の凹線に挟まれる櫛描列点文の文様帯.文様は浅くあまりHJJ/-j=ないoヨコナデ.内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ後

､柱状部の下半に3方向に方形スカシを外面から穿つ○ の長石を含むo31-12 口径 1

1.9cm (完形) 直径1-2ntmの 良好 ･赤褐色 底部から体部にかけ土

師器 棄 器高 13.7cm 石英 .長石をかな ･赤褐色 ての一部に.-II.I;斑o407号墳 玄室 体

部から仁は蒙部にかけては緩やかにJ,Liz.HHL､口縁部は外上方 り含むo赤色粒を ･赤灰色追非'【桁 にはは直線的にのびて聞くo 口縁端部は丸く収めているo休部敢大径がそのほほlい位にあ り底部も丸 く､全体的に均整のとれた形態であるが､頚部に当たるJlI川Iの裾変が部位によって異なっているなど､やや歪な感を否めない〇･外面 ヨコ方向ナデ内面 ヨ

コ方向ナデ･外面 タテ方向ハケのち一部ヨコ方向ハケ (8粂/cm)内面 ナデ･外面 ナデ内面 ナデ 含

む o31-13 口径 12.2cm (完形) 直径0.2mm以下 良好良好 ･赤褐色 休部外面のヘ●ラケズ土師器 襲 器高 11.9cm の石英 .長石 .雲 ･赤褐色 リは､静止痕が明瞭に･107号墳 玄室 体部からFT綾部にかけては極めて緩やかに屈tltlL.口縁部は Lil:をかな り含む. ･赤褐色 残っているo底部外面の一部に黒迫葬面31-14 短 く､外上方に聞くo 口縁端部は丸いo休部の最大径はそのほほ中位にあるo休部と口縁部の境界郡の鹿径が､体部最大径の割に大きいo底部は丸く膨らむ〇･外面 ヨコ方向ナデ内面 ヨコ方lr'lJナデ･外面 斜め方向のヘラケズリ内面 ナデおよび指頭による抑圧･外面 ヨコ方向のヘラケズリ内面 ナデおよび指頭による抑圧口径 8.4cm

(完形) 0.5mm大の赤色粒をかなり含むoirI]:径0.2mm以下土師器売 器高 11.8cm

の長石をかなり含 ･赤褐色 斑o40T',3-墳 玄室 口縁部はほぼ上方にのび､端部付近で僅かに屈曲して外反す む00.2一一一一一一以下の迫非面 るo口縁端部は丸く収めるo休部は､その姑大径が下半にあるo底部は丸くやや膨らむo･外面 ナデ後ヨコ方向のヘラミ



図-逝物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器械 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面32-1 口径 3.8cm (口縁端部の8割を欠損) 直径1mm以下の 良好

･濃灰色 休部外面の一部に緑須恵器 水瓶 器嵩 lo.9cm

長石 .石英 .チャ ･濃灰色 色粕o407号墳 石室 頚部から口縁部にかけては僅かに外反しながら開くo 口縁端

- トをか な り含 ･自灰色 休部の肩部付近に別内規乱屑 図24-7屑 部は面をなしているo端部の上下の拡張などはないo体部は投大径を上半に持ち､肩部はあまり張らないで積やかなカープを描 くo器高の割に休部最大径が大きいo高台の下端部は､極僅かに外側が上方につまみ出されているが､むしろほぼ水平に近いo端部中央はごく僅かに窪んでいる〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 上半はヨコナデo 下半はヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻 り)後ヨコナデ内面 観察不能･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ む02mm大のチ

ャー トを僅 か に含む○ 個体の粘土が付着 しているo32-2 口径 15.2cm (残存3〃以上) 直径1.5mm以下 や や

･赤褐色土師器 皿 器高 2.8cm の石英 .長石 .チ 軟 ･赤褐色407号墳 東周 口縁

部は平 らな底部から緩やかに屈FIIlして外上方にのびる○ ヤー トをかな り含 ･赤褐色液 性 土 図24-28柄 口縁端部は極僅かに外反するo端部は丸い〇･外面 ヨコ方向ナデ内面 ヨコ方向ナデ･外面 ナデ内面 ナデおよび指頭による押圧･外面 ナ

デおよび指頭による抑圧内面 ナデおよび指頭による抑圧 む03mm大のチャー トを僅 か に含むo32-3 口径 15.6cm (残存1〃からの回転復元) 直径0.5mm以下 良好 ･淡赤褐色
直径1mm以 下 の長土師器 1IlL 残存高 2.2cm の良石 .雲母をか ･淡赤褐色 石 .石英 .チャー トを

407号墳 東周 口緑部は､外上方に低 くのぴる休部から､外反して外方に屈 なり含

む○ ･暗赤褐色 かな り含む.2mm大の溝 捜 土 図 曲しているo端部は丸いo底部を欠損するo チャー トを僅かに



表5 巨勢山408号墳 出土土器観察表

[叫一道物番号 ･FT邦部 胎 土 焼成 ･外面 備 考諾錐托 形態と調整 .体 (..I,.li
色調 .内面甘七場所 ･底部 (脚部.

高台) ･断面46-1 口径 13.5cm (完形) 直径0.2一一1m以下 良好 ･濃青灰色
lL_11土状態で46-2とセ須恵器 杯蓋 器高 4.5cm の石英 .l{イ1-

を含 ･濃灰色 ツ トになっていたo胎408号墳 玄室 口緑部は､ほぼ直線的に下方にのびるo口縁端部は丸 く､端 む03mm大の11

-英 ･濃灰色 土 .焼成 .法二:I;.:からも床面 部内面に段 を有するo天井-.:I.-.I;と口緑部の境界は､外方に突出するが､鈍 く稜線は丸いo部位によっては全 く突出しないところもあるo天井部は扇平であるが､ .部が歪に膨らんでいる〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 天井部の1/2をヘラケズリ (ロクロ阿転方 向右廻 り)後ヨコナデ内面 ヨコナデおよび静lI-.後のイく定

方向ナデ を僅かに含むo この 2者はセ ッ トになるo46-2 口径 11.7cm (完形

) 直径0.2mm以下 良好 ･濃青灰色 出土状態で46-1とセ須恵器 杯身 器
高 4.6cm のllJ英 .l違IT'を含 ･濃灰色 ツ トになっていたo 胎408号墳 玄室 たちあが りは内傾

した後､中位で上方に屈曲してのびるo 口 むo ･濃骨灰色 土 .焼成 .汰hi:からも床面 縁端部は丸 く収めているo 受け部はほほ水平に外方に広が ㌢)上面は平らに近いo受け部とたちあが りの境界は梅弱い凹線状の溝がついているo 底部は扇平である〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラ
ケズ7) (ロクロ回転ノirL'1i17廻 り)内面 ヨコナデ この 2着はセ ットになる○

∠16-3 口径 15.2cm (完形) 血後o.51mー1以下 良好 ･濃灰

色 天井部全体に点々と濃須恵器 杯蓋 器高 3.9cm の石英 .長イ1-.黒 および 緑灰色の軸がつくO -那

408号墳 玄室 LJ縁部は僅かに開きつつ下方に下るo r1線端部は丸 く内面に 色粒を含むo 黄灰色 は口縁部に

及んでいるo床面 段があるo天井部とFl綾部の境抑 ま鈍くほとんど外方に突rlJ.し
･濃昔灰色 lt11土状態で46-4とセない.部位によってはLIJ1線になっているo天井部は稲平である.

ツ トになっていたo 胎･外面 ヨコナデ 土 .焼成 一法;l;:からもこ

内Tfl]- ヨコナデ の2者はセットになるo･外面 天井部の1βをヘラケ
ズリ (ロクロ剛 伝方向右廻り) 天井部内面にトilJL､rlJの内面 同心円の当て八痕跡のちヨコナデ

当て具痕跡が僅かに残- るo46-4 口径 13.1cm (完形) ifT_'

1糞0.5一一一m以下 良好良好 ･浪灰色 内面に苅灰色の異物が須恵器 杯身 器高 4.8cm のI:I-莱.i.{イ1-.黒 ･濃昔灰

色 付着するo副葬時の内容408号墳 玄室 たちあが りは内伸 した後､中位で上方に屈曲してのびるo n

色粒を若干含むoIii径0.2一一一m以下 ･濃赤紫色･濃灰色 物の痕跡かo昧面46-5 縁端部は丸 く収めてい

るo 受け部はやや外上方に広がるo 受け

出土状態で46-3とセ部の厚みは比較的薄いo底部は扇平で
あるo ツ トになっていたo 胎･外面 ヨコナデ 土 .焼成 .法二;I:.:からもこ

内面 ヨコナデ の2着はセットになるo･外ill了 ヨコナデ 天井部内面にトTlJL､円の内面 ヨコナデ 当て具痕跡が化か

に残･外面 ヘラケズリ (ロクロ恒川転)挿抹r廻 り) るo内pt111- ー

司心円の当て.ll-娘跡のちヨコナデLt径 13.6cm (完形) 体部外帆 二1.5×2cm大の粘

土投付靖o天井部および口緑部須恵器 杯身 器高 4.1cm の長LJ.rL:1英を僅

･扶育灰色 外面の一部に濃緑灰色408号墳 玄室 口綾部は僅かに聞きつつ 卜)i-に伸

びる.口緑端部は丸 く内面 かに含むo ･淡灰色 軸○床面 に段がある○天井部と目線部の境非は､極めて鈍い稜でほとん 一部に焼成一拍の歪み

ど外方に突



図-遺物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面47-6 口径 9.8cm (完形) 虹径0.5mm以下 良好

･濃灰色 外面に点々と濃緑灰須恵器 短頚 器商 3.3cm の石英 .長

石を含 ･淡青灰色 色粕が付着するo重義 口縁部は下方にほぼ直線的にのびるo口縁端部は丸く内面に む.4m

m大の石英 ･濃赤紫色 47-7とセットになつ408号墳 玄室 段があるo 天井部と口緑部の境界には､やや強

いヨコナデによ を僅かに含むo た状態で焼成 されてい床面 る帯状の

極浅い窪みがある.天井部は平らである. るo 口縁 部 の 一部 が･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (

ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ 47-7に付着している○47-7 口径 7.3cm (完形) lLtJi径0.5mm以下 良好 ･濃灰色 外面に点々と濃

緑灰積悪器 短頚 器高 6.6cm の石英 .長石を含 ･淡育灰色 色紬が付着するo

壷 口縁部は､上方に短 く立ち上がるo 口緑端部は丸 く収めてい むo 47-6とセットになつ

408号墳 玄室 るo体部位大径はその上半にあって､肩部となっている○肩部 た状態で焼成

されてい床面 は強く張らないで緩やかに屈曲しているo 底部は平らであ

るが､ るof百部に47-6の口緑僅かに上げ底状になって盛り上がっているo 部の一部が付着 してい･外面

ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り

)内面 ヨコナデ る○47-8 口径 10.3cm (完形) 直径

0.5mm以下 良好 ･濃灰色 天井部に外面に点々須恵器 短頚 器高 3.4cm の石英 .長石を含 お

よび と黒色軸が付着するo壷差 口綾部はやや内野 しつつ下方にのびるo口縁端部は丸く内面 む02mm大の石英 黄灰色

47-9とセットになつ408号墳 玄室 に段があるo天井部と口緑

部の境界は緩やかに屈曲 して繋がるo を僅かに含むo ･淡背灰色 た状態で焼成 されてい床面 天井部は平らで中

央部が歪に窪んでいるo るo 口綾 部 の一部 が･外面 ヨコナデ内面 ヨ

コナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ 47-9に付着しているo47-9 器試 6.2c

m 内面 ヨコナデ 良好 ･濃灰色 47-8とセットになつ須恵器 短頭 口綾部は､上方に短 く立ち上がるo口緑

端部は丸く収めてい 直径0.5mm以下 ･淡青灰色 た状態で焼成 されてい義 るo休部般大径はその上半にあって､肩部となっている○肩部 のJII-英 .長石を含

る○肩部に47-8の口縁408号項 玄室 は比較的強く張っているo底部は平らで

あるo む.2mm大の石英 部の一部が付着 してい床面 ･外面 ヨコナデ を位かに含む○

るo口径 8.1cm 内面 ヨコナデ(完形) ･外面 ヨ

コナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)47-10 口径 10.0cm (完形

) Tl!I-_径0.5mm以下 良好 ･濃灰色 外面の一部に濃緑灰須恵器 短頚 器高 3.6cm の

石英 .長石を含 および 色軸o壷意 口縁部は下方にほぼ直線的にのびるo口縁端部は中央部が窪 むo 黄

灰色 47-11とセットにな408号墳 玄室 んだ面に近い .天井部と口緑部の境界は緩やかに屈ー"=ノて繋が ･淡青灰色 つ



図-遺物番号 ･トーSql汗'.-.ri 胎 土 焼成 ･外面 備 考器柾 形態と調整 .休部
色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部.

高台) ･断面47-ll 口径 7.6cm (完形) 匿径0.5mm以下 良好

･濃灰色 肩部の一部に濃緑灰須恵器 短頚 器高 6.6cm

の石英 .長石を含 ･淡青灰色 色粕 o義 口縁都は､上方に短 く立ち上がるo口縁端部は

丸く収めてい むo 47-10とセットにな408号墳 玄室 るo 休部故人径はその上判 こあ

って､肩部となっているo肩部 つた状態で焼成されて床面 は強く張らないで緩やかに屈曲しているo 底部は平らである〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロー州転方向右廻り)内面 ヨコナデ いるo肩部に47-10の口縁部の一部が付着 して

いるo底部および休部に焼台と思 しき物の一部が付着しているo47-12 口径 10.6cm (完形) 直径0.5mm以下 良好 ･濃灰色

･淡青灰色須恵器 短頭 器高 3.3cm の石英 .長石を含 および ･暗灰色壷蓋 口縁部は下方にほ

ぼ直線的にのびるo口縁端部は中 央部が窪 む04mm大の花嗣 淡青灰色 天井部外面に点々と408号墳 玄室 んだ

面に近い.天井部とFT縁部の境界は緩やかに柚lnして繋が 岩疎 を僅 か に含 濃緑灰色租が付着するo床面 るo 天井部はiF'-.らであるが､やや歪な窪みが卒る.･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ剛 LT:方向右廻り)内面 ヨコナデ むo 47-13とセットになった状態で焼成されているo口縁部の一部が47-

13に付着しているo47-13 口径 7.8cm (完形) 虹径0.5m

m以下 良好 ･濃灰色 肩部の一部に濃緑灰須恵器 短頚 器高 7.1cm のfl-英 .長石を含

･Yt炎青灰色 色紬o義 口縁部は､ごく僅かに内暫 しつつ上方に短 く立ち上がるo 口 む02mm大の石英

47-12とセットにな408号墳 玄室 縁端部は丸 く収めているo休部抽入径はその上半にあって､肩 を若干含むo つた状態で焼成されて床面 部となっている.肩部は強く張らないで緩やかに屈曲しているo底部は平らであるが､中央部が僅かに盛り上がり上げ底風になっている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ

･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロEi小転方向右廻り)内面 ヨコナデ

いるo 肩部に47-12のrj縁部の一部が付着 しているo47-14 口径 9

.8cm (完形) 赴径0.5mm以下 良好良好 ･濃灰色 ロ縁部外面の一部に須恵器 短頭 器高 3.3cm の石英 .長石を若 ･淡青

灰色 濃緑灰色租が付着する○壷 蓋 口縁部は下方にほぼ直線的にのびる.口縁端itJ-ISは中央部

が窪 干含むo直径0.5mm以下 ･濃赤紫色･濃灰色 47-15とセットにな408号墳 玄室 んだ面に近いo天井部と口縁都の境界には､やや強いヨコナデ つた状態で焼成 されて床面47-15 による;闘 犬の極浅い窪みがあるo天井部は平らであるが､中央 いるo 口

緑部の一部が部がやや窪んでいる〇･外一桁 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外

面 ヘラケズリ (ロクロ闘 伝方向右廻り)内面 ヨコナデ口径 7.8cm (完形) 47-15に付着しているo肩部

の一部に濃緑灰須恵器 短頭 器高 6.5cm のrJIpl'英 .長石を含 および 色粕 o義 口縁部は､ごく僅かに内傾 して上方に短 く立ち上がるo口縁 む04mm大の石英 淡青灰色 47-14とセットにな

408号墳 玄室 端部は丸く収めているo休部妓大径はその上半にあって､肩部 を若干含むo ･淡青灰色 つた状態で焼成さ
れて床面 となっている.肩部は強 く張らないで緩やかにli=t川7しているo

いるo肩部に47-14の底部は平らで
あるが､lい央部がごく僅かに盛 り上がり上げ威風 l二一縁部の一部が付着 しになっているo て



図-遺物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器械 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面47-16 口径 9.8cm (完形) 直径0.5mm以下 良好

･濃灰色 外面に点々と濃緑灰須恵器 短頭 器高 3.3cm の石英 .良-

4了を若 および 色紬が付着するo壷蓋 口緑部は下方にほぼ直線的にのび､端部付近で僅かに外反

す 干含むo 黄灰色 47-17とセットにな408号墳 玄室 るo口縁端部は中央部が窪んだ面に近いo

天井部と口縁部の境 ･淡青灰色 つた状態で焼成されて床面 界には､やや強いヨコナデによる帯状の極浅い窪みがある○天 ･濃灰色 いるo

井部は平らであるが､中央部が僅かに窪むo 内面に黄褐色の異物･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズ

リ (ロクロ恒一転方tLJ1)右廻り)内面 ヨコナデ が付着しているo47-17 口径 6.1cm (完形) 直径0.5mm以下 良好 ･

濃灰色 ･淡育灰色須恵器 短頚 器高 5.8cm の石英 .長石を含 および ･濃赤紫色･a 口縁部は

､上方に短 く立ち上がるo 口緑端部は丸く収めてい む02mm大の石英 淡青灰色 47-16とセットにな408号墳 玄室 る. 休部最大径はその上半にあって､JI-)I-fl.fiとなっているo肩部 を若干含むo つた状態で焼成さ

れて床面 は強く張らないで緩やかにlEiJ..lH=ーているo 底部は平らであ

るが､ いるo肩部に47-16の中央部がごく僅かに盛り上がり上げ底風になっているo 口縁部の一部が付新 し･

外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 へラケズリ (ロクロ回転方向右廻

り)内面 ヨコナデ ているo47-18 口径 10.5c

m (完形) 直径0.5mm以下 良好 ･濃灰色 天井部外面に濃緑灰須恵器 短頚 器高 7.7cm の石英 .長

石を含 ･淡青灰色 色軸o詔蓋 口縁部は下方にほほ直線的にのびるo口縁端部は中央部が窪 む02mm大の石英

･濃赤紫色 47-19とセットにな408号項 玄室 んだ面に近い.天井部と口縁部の境非に

は､緩やかに屈曲して を若干含む04mm つた状態で焼成 されて床面 繋がる.天井部は平らであるが一部が.#.に窪む.

大のチャ- トを僅 いるo口緑部の一部が･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ

･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ かに含むo 47-19に

付着しているo47-19 口径 7.8cm (完形) 直径0.5mm以下 良好 ･濃青灰色 色粕o須.悲.器 短頚 器高 7

.1cm の石英 .長石を含 ･淡青灰色 47-18とセットにな-I.JJ'iii; 口縁部は､上方に短 く立ち上がるo 口縁端

部は丸く収めてい む0 2mm大の石 ･濃赤紫色 つた状態で焼成されて408号墳 玄室 る.体部位大

径はその上半にあって､′I16-I;となっているO肩部 英 .チャー トを若 肩部の- いるo肩部に47-18の床面 は比較的張った感 じがするo底部は平らであるが､中央部がご



図-遺物番号 ･目頭都 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調酷 .休部
色調 .内面=土場所 ･底部 (肌用i.

高台) ･断面48-20 LJ径 38.4cm (完形) ll1-_径0.5一一一m以下 良好

･濃青灰色 脚部に焼きむらが あ須恵器 器台 器高 44.5cm のlJl1'英 .良,I1.

を含 および り､一部が仁=天色をし･108号墳 玄室 杯口縁部は､休部から大きくlfi日的して外方に開 く

o端部は むoチャー トを若 自灰色 ているo床面 上Tに拡張 して仕上げてお り､端部外面の下端にはこの時の生

干含むO3mm大の ･濃灰色(柿 脚部と杯部の接合は､じた凹線が残る○休部と口綾部の境非に1条のつまみ出

し突帯 を 石英 .チャー トを 部内面) rlJ盤充填法であること巡らせ､休部｣二半には2条1.単位のつま

み,IH.し突帯が､休部と底 若干含むo および が､接合痕跡から明確部の境界には1条のl

Ll一線が巡っているo 休部はそれらの突帯ない 淡 青 灰 色 であるoなお､杯底部し凹線によって､2段に区ll叫され､それぞれに櫛描波状文を施 し

(脚 部 肉 内面の同心日の当て具て文様帯とするo 面) 痕跡はその中央部にま脚柱状部は2条1射 責_とするIl!)線を3箇所に設定 し柱状部を∠l段 ･濃灰色 で及ぶが､こ

の部分のに分けているotil三伏都は下方に緩やかに広が り､裾都との境界 外面

からは夕夕キが行にはつまみ出 し突郡を設けているo その際突端の下端は什線と われていない.つまり

､なっているo裾部は下方にlEiJ'.Hhして､裾端部はlい央都が窪む面 杯部内面の当

てハ1J,i跡をなしているo は文様

を意砧している･外面 ヨコナデ とみるべ きで､ドiJ'い11内面 ヨコナデ

文 もしくは二l!日毎波紋 と･外面 杯体部は突帯 .凹線による各区画に櫛描波状文 (1

0条 1 呼んで もよいoただ し単位 .原イ榊もil.おn1)o杯底部は平行タタキのちヨコナデ
o その文様はやは りヨコ内面 杯休部上半はヨ

コナデo 卜'I'lおよび底部は同心円の!'1 ナデによって消 されてて具痕

の上からヨコナデo いることもあ り､文様･外面 柱状部は∠l段の区伸iの~卜3段は､カキメ後櫛描波状文o としての

意識はあまりのち三角形スカシをfLLI方に､1列に配置して穿孔するo上1段および裾部は横方向のカキメo内面

ヨコナデo 明確ではないo∠19-22 ド.ー径 22.2cm(完形) 直径0.5mm以 '̀卜 良好良好 ･濃青灰色 FT

縁部および蔀郡外須恵器 広l二tJ=1-I7'i;i:408号墳 玄室 器高 30.1cm の11.
英 .長イT.チ および 面の約1/2に:).i;色柵がみ頚部はやや外傾 してたちあが りヒ半で外反 して広が り目線部

ヤー トを若 干 含 濃依色 られる.体部外的7-の-に繋がる.繋撒けh巾には2粂1単位とする凹線が2箇所に施され む03mm大

の T1- ･濃灰色(頚 部にも同様の ものがあ床面49-22 ている.この凹線は上下を剛一利二施 してお り､つまみ出 し

突;;;'i 莱 .チャー トを作 部内面) るが､頚部のそれが及の技法に近いが､中火の突出度があま

りないものであるoこの かに含むo直径0.2ml一一以下 および ぶ範囲の境界が､休部

lllⅠ線による3段の区L担iのうち上2段には櫛描波状文を施 している. 淡青灰色 との接合部に

一致 して至頃部と口縁部の境非は下方に突出するつまみと目し突帯 とし､Lf

(体 部 内 いることか ら､恵純的縁部は上方に屈曲する

o口縁端部は丸 く収めているo体部はそ 而)･赤褐色 な粕である可能性が高の最大径

を上半にもら､肩部はあまり張 らず緩やか屈Elllするo いo底部は下方にやや膨らむ丸底である○ 休部外面小火に良さ

･外面 口縁部外面はヨコナデ○ 労i部外抽了は､3

段区画の上2 2.5cmの2条のヘラ先に段に櫛描彼状文 (11粂/cm)o 卜1段は

横方向のカキメ などによる柵状の舶跡(8条/cttt)o があ

るo記号であるかー勺面 ヨコナデ 傷であるか断定 し嫌い･外面 上半はヨコ方向のカキメ01.1-1は平行夕タキのちカ
キメ○ が､2条を1坤位 として内面 上半はヨコナデo下

半は同心川の当て具痕跡の上から いることから､意識的ヨコナデ〇･外面 平行夕夕キのち

ナデ同心HJの当て共痕の上からヨコナデoH径 11.5cm (完形) なものと判断 したo土師器 売 器高 15.1cm の7l-英 .良TT'.雲 ･赤褐色408号墳 玄室 ロ縁部は外上方に広が り､約:線的にのびるo口縁端部は丸い 母を含むo



図-遺物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器棟 形態と調整 .休部

色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面49-23 口径 11.4cm (完形) 直径0.2m

m以下 良好 ･暗赤褐色土師器 壷 器高 14.9

cm の石英 .長石 .蛋 ･暗赤褐色408号墳 玄室 口綾部は外上方に広がり､直線的にのびるo口

縁端部は丸い 母 .チャー トをか ･暗赤褐色床面 が､ごく僅かに肥厚するo体部の般大径はほほ中位にあり､体部は全体に球形に近い形状をなす〇･外面 ヨコ方向ナデ内面 ヨコ方向ハケのちナデ･外面 タテ方向ハケ内面 ナデおよび指頭による押庄･外面 ハ

ケのちナデ内面 ナデおよび指頭による抑圧 なり含むo50-24 口径 6.2cm (口綾部の大部分欠損､残存した休部からの復原径) 直径0.5mm以下 赤色 斑粒 を

僅 か土師器 ミニ 器高 7.8cm の長石 .雲母 .チ に含むoチェア竜形土 釜

形土器を造 りつけた一体構造になっているo 口縁部は短く ヤー トをかなり含 良好器 立ち上がるo 体部は大きく下外方に広がって全体を支えるo体 むo石英を含むo ･明赤褐

色408号墳 玄室 部内面は粘土接合痕が明瞭に残り仕上げは丁寧ではないoただ ･赤灰色床面 し造りつけた釜形土器は比較的丁寧にナデ調整している. 焚き口部の庇の

表現はない〇･外面 ナデ内面 ナデ･外面 ハケのちナデ内面 ナデ･外面 ナデ

内面 ナデ ･赤褐色50-25 口径 11.0cm

(完形) 直径0.5mm以下 良好 ･赤褐色土師器 ミニ 器嵩 lo.3cm の良石 .石英 .

蛋 ･赤褐色チェア甑形土 体郡は外上方に緩やかに広が

り､口綾部はやや屈lHlして上方に 母をかなり含むo ･赤灰色器

のびるo 端部は丸く収めるが､部位によってはやや内側に丸く408号墳 玄室 肥厚 しているo底部は下方に膨らんでおりやや丸いo底部中央床面 に円形の穿孔を行い､その周囲の四方に楕円形の穿孔を行っているo穿孔はいずれも外面から行っており､内面には穿孔の際生じた粘土の盛り上がりが残っている○休部中央の二万に上向きに屈曲する把手が付けられてい

る〇･外面 ヨコ方向ナデ内面 ヨコ方向ナデ･外面 夕テ方向ハケ内面 ナデ

および指頭による抑圧･外面 ハケのちナデ内面 ナデおよび指頭による抑

圧50-26 408号墳 玄室床面 直径0.5mm以下

良好 ･非赤褐色土師器 ミニ 口径 11.7cm (完形) の良石 .石英 .チ ･赤褐色チユア釜形土 器高 7.4cm ヤー ト.雲母をか ･黄赤褐色器 口綾部は僅かに外方に屈 【llけ るが､体部から口緑部にかけては概ね直線的にのび､外上方に広がる○口縁端部は丸く収めるo底部は体部から緩



図-遺物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .休部
色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･ 断面50-27 口径 11.0cm (残存1月からの回転復原) 直径0.2

mm以下 良好 ･濃灰色須恵器 杯身 器高 4

.0cm の石英 .長石 .チ および408号墳 石室 たちあがりは上方にほぼ直線的にのびる

O 口縁端部はごく僅 ヤートを含むo 暗灰色内流入土 かに内傾する面が意識

されるが基本的には丸いo受け部はほぼ ･淡青灰色水平方向に広がる○ 受け部上面は平らな面

になるo 底部は扇平 ･濃灰色であるo および･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･

外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ 淡灰色50-28 L1径 12.8cm (rj頚部の約9割が残存している) 直径0.5mm以下

良好 ･赤褐色土師器 襲 残存高 6.5cm の石英 .長石 .雲 ･赤褐色407号墳 東

周 口縁部は､緩やかに屈曲して外上方に聞くo 端部はごく僅か 母 .チャー トを含 ･赤褐色溝埋土 に上方に突出し､部位によっては不rV1確な外傾する面を有する〇･外面 ヨコ方向ナデ内面 ヨコ

方向ハケ･外



表6 巨勢山409号墳 出土土器観察表

(宮ト遺物番号 ･トー頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態 と調整 .休部
色調 .内面IL_I,l土場所 ･底部 (脚部.高

子㌻) ･断面63-1 口径 13.1cm (完形) 直径0.2mm以下 良好 ･波

音灰色 出土状態で63-2とセ須恵器 杯蓋 器雷 4.7cm の石英 .長石

.雲 ･浪灰色 ツトになっていたo胎409号墳 主体 ロ縁部は､ほぼ直線的に下方にのびるo口緑端部は外傾する

母 を 含 む 0 2- ･渡灰色 土 .焼成 .法量からも部 1 北棺外 面をなすo天井部 と口緑部の境界は､外方に突出しその稜線は比較的鋭い.稜線の下端はⅠ!_J)線状に窪む.天井部はやや膨らみ丸みを持っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 天井部の1/2をヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ 3mm大の石英を含む○5mm大の花崩岩 襟 を僅 か に含むo この

2者はセ ッ トになるo天井部外面 に ｢く｣字形のヘラ記号o63-2 口径 11.7cm (完形

) 直径0.2mm以下 良好 ･波音灰色 出土状態で63-1とセ須恵

器 杯身 器高 5.4cm の石英 .長石 .雲 ･濃灰色 ツ トになっていたo胎409号墳 主体 たちあが りは内傾 した後､中位

で上方に屈ll1日′てのびるo口 母を含む02mm大 ･濃灰色 土 .焼成 .法量か らも部 1 北棺外 緑端部は丸 く内面に段があるo 受け部はほぼ水平に外方に広がり上面は平らに近い ○底部はやや膨らみ丸みを持っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ桓一転方向右廻 り)内面 ヨコナデ の石英を僅かに含むo この 2者はセ ッ トになるo底部外面に ｢く｣字形のヘラ記号

o63-3 口径 13.1cm (完形) 直径0.5mm以下 良好 ･淡青灰色 出

土状態で63-4とセ須;tit.器 杯蓋 器高 4.8cm の石英 .長石 .雲 ･淡濃灰色 ツトになっていたOLか40

9号墳 主体 Lは蒙部は､やや開きながら下方にのびる.トー緑端部は外傾す 母 .チャー トを含 ･淡灰色 しこの2着は､胎土がや部1 北棺外 る面をなすが､内面の稜は鈍くやや丸いo天井部と口縁部の境界は､外方に突出するがその稜線もやや鈍 く丸みを持っているo天井部は僅かに膨らみ丸みを持っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 天井部の1βをヘラケズリ (ロクロrijf_転方向左廻り)内面 ヨコナデ む05mm大の花園岩 疎 を僅 か に含むo や異なり､法量は杯身がやや小さいoまた成形時のロクロ回転方向が逆であるo天井部外面に直線的なヘラ記号

があり､これも63-4とは異なっている.63-4 口径 11.1cm (完形) 直

径0.2mm以下 や や ･扶育灰色 出土状態で63-3とセ須恵器 杯身 器高 5.2cm の石英 .長石 .雲 軟良好 ･白灰色 ツ トになっていたo L409号項 主体 たちあが りほほほ直線的に内上方にのびる.口縁端部は丸 く 母を含むo直径1-5mm大 ･自灰色･波音灰色 かし､この2者は胎土が部 1 北棺外63-5 内面に段があるが､段の稜は鈍 く丸いo段は部位によっては端部内面の凹線に見えるところもあるo受け部は外上方に広がり､断面は比較的厚いo端部は丸い○底部はやや膨らみ丸みを持っている〇

･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ

やや異な り､法基は杯身がやや′トさいo また成形時のロクロ回転方向が逆であるo底部外面に

｢X｣字形のヘ ラ記号があ り､内面 ヨコナデ こ

れも63-3とは輿なつ･外面 ヘラケズリ (ロク叫‖一転方向右廻 り)内面 ヨコナデ口径 11.5

cm (完形) ているo須恵器 杯蓋 器試 4.8cm の石英を僅かに含

･波音灰色409号墳 主体 口縁部は､中位でやや屈曲して内下方にのびるo口

緑端部は ら.0.2mm以下の部 1 西棺外 外傾する面をなすが､強いヨコナデによってその中央が溝状に 石英 .長石 .雲母窪み先端部がむしろ丸みを持っているo天井部と口緑部の境界 を含む○黒色粒を

は､外方



L対-遺物番号 ･L｣iS'fi部 胎 土 焼成 ･外面 備 考認諾種 形態と調整 .休部
色調 .内面川上場所 ･底部 (脚部 .

高否) ･断面63-6 ｢ト径 12.2cm (完形) 砿径0.5m11

1以下 良好 ･淡青灰色須恵器 杯蓋 器高 4.

3cm の長イト 石英 .チ および409号墳 主体 tj縁部は､ほぼ-dl_線的に下方にのびるoL1

線端部は外傾する ヤー トを含む0 3 黄灰色部 1 西棺外 面をなすが､両端辺は鈍 くやや丸い○端面

の中央は凹線 となつ -5mm大のチャー ･濃青灰色て窪んでいる○天井部とトー結部の境界は､外方に突出する稜線になっているが､突出の度合いが比較的低 くまた稜線 も鈍いo天井部は､僅かに膨らみやや丸みを持っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 天井部の2βをヘラケズリ

(ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ トを若干含むo63-7 l一二一径 10.1cm (完形) 直往0.2一一川ー以下 良好 ･

濃背灰色須恵器 杯身 器高 4.8cm の1丁英 .長石 .雲 ･濃青灰色409号墳 主体 たちあが りははは直線的に内上方にのびる.Ll縁端部は内傾 付 .チャー トを含
部1 西棺外 する'lbJをなすが､その両端辺は丸 くやや鈍い.端面の中央は凹

む 0 5mm大 の 石線になって窪んでいるo 受け部は外やや上方に広が り､断面は 英 .花揃岩礁 を僅比較的薄 く端部は尖った感 じがする○ 底部はやや膨 らみ丸みを持っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコ

ナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向右廻り)内面 ヨコナデ かに含むo63-8 l｣径 10.5cm (トー縁部を僅かに欠損) 直径0.2mm以下 良好 ･濃青灰色
ー)､川tiに同心lljの当て須llLi器 杯身 器高 4.8cm のイI-莱 .長石 .チ ･濃

脊灰色 共具 痕跡o409号墳 主体 たちあが りははは直線的にーノ､=二方にのびるo H縁端部は内傾 ヤー トを含むo ･濃灰色部 1 西棺外 する面をなすが､特にr勺LlTl1の端辺は丸 くやや鈍いo端面の中央は凹線になって浅 く舘んでいるo受け邦はほほ水平に広が り､断面は比較的薄いo端部は丸 く収めているo 底部はやや膨 らみ丸

みを持っている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ

(ロク叫Li]転方向右辿り)内面 ヨコナデ63-9 日径 10.6cm (H線

部の一郎を欠損) 直径0.2mm以-T.A良好 ･濃灰色須恵器 杯身 LarfL:,'3-5

.1cm の石 英 .良+fI7-.チ ･濃灰色409号墳 主体 たちあが りほほほ虹線的に内 ヒ))'にのびるolj縁端部は内傾 ヤー トを含むo ･淡灰色郎1 西棺外 する面をなすが､その両端辺はやや鈍いo端面の中央はl些一線になって浅 く窪んでいるo 受け部はほほ水平に広が り､上面がやや丸みを持っているo 端部は薄くやや尖った感 じがする○底部



図-遺物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外l桁 備 考器種 形態と調紫 .休部

色調 .内面山土場所 ･底部 (脚部 .

高台) ･断面63-10 仁一径 9.3(口縁端部を僅かに欠損) 直径0.5mm以下 良好

･自灰色 体部外面の一部に濃須恵器 短頭 器高 8.9cm の石英 .長石

.チ ･自灰色 緑灰色軸o自然粕かo義 LT縁部は僅かに内管 しつつ上方にのぴる. 口緑端部は内傾す

ヤ-トを含むo ･淡育灰色 ロ縁部 .肩部 .底部409号墳 主体 るll面をなし､端面の中央は凹線

になって浅く窪んでいる.口頚 の各1箇所ずつ に1-部 1 西棺外 部と休部の境界は明托糾二仙fIけ るo休部

JlLi.大径はその上半にあ 1.5cm大の､別個体の粘つてJ一拍βになっているo/l用;は緩やかに仙附してあまり張った感じがしないo底部は下方に膨らんで丸くなっている〇･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヨコナデ内面 ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転

方向右廻り)のちヨコナデ内面 ヨコナデ 土粒が付着している○66-1 口径 12.4cm (残存1βからの回転復原) 直径0.2mm以下 良好 ･淡背灰色

須恵器 杯豊 残存rlLtL.JI-3.8cm の良石 .石英を僅 ･淡青灰色409号墳 主体 口緑部は､ごく僅かに内轡 しつつも僅かに外方に開きながら

かに含むo ･淡灰色部 2 棺北西 卜方にのびるo 口結端部は外傾する面をなすが､両端辺は鈍く区埋土 丸いo端面の中央はごく浅い凹線となって窪んで

いるo 天井部と口結部の境界の稜線は外方に突出しており先端は比較的鋭いo･外面 ヨコナデー勺面 ヨコナデ66-2 ｢二一径 13.0cm (残存1/18からの回転復原) 直径0.2mm以下 良好

･淡青灰色 胎土 .焼成および調須恵器 杯蓋 残存高 3.2cm の良石 .石英を位 ･淡青灰色 整のあ り方から､同一
409号墳 主体 一二一線部は､ごく僅かにー勺暫 しつつも僅かに外方に開きながら かに含むo

･淡青灰色 個体と思われる破片が､部 2 棺北西 下方にのびるo口結端部は丸く､内面に段を有するo天井部と 墳丘の南西区斜

面で出区上南 口結部の境界の稜線は

やや外方に突出するが先端は丸いo 土 しているo天井部の･外面 ヨコナデ それについては､図上内面 ヨコナデ

復元して示したo66-3 Lー径 11.3cm (完形 .受け部先端を僅かに

欠すii) TL'!:径0.5mm以下 良好 ･淡灰色 口縁部が歪んでおり､須恵器 杯身 器高 4.9cm の石英 .長石 .雲

･濃灰色 楕円形を呈する. Lt長大409号墳 主体 L一線部はほほ政線的に[勺上方にのびる.ll緑端部は内傾する り:をかな り含むo ･淡灰色 荏 ll.5cm .JI.k′ト径部 2 墓城外(宿) ill7-をなす.受け部はやや外上方に開く. 受け部の上面はやや丸みを持っているが､比較的沸く先端は尖り気味になるo底部は僅かに膨らんでやや丸みを持っている〇･外面 ヨコ

ナデー勺面 ヨコナデ･外面 ヨコナデI)す【fli ヨコナデ･外面 ヘラケズリ (ロクロ回転方向左廻り)内面 ヨコナデのち胤lL後の不定方向ナデ 3-5mm大の石英を含むo 10.9cm

o66-4 口径 12.0cm (残存1βからの回転復元) 直径0.5mm以下 良好 ･淡青灰色 墓域外 (南西) .墳須恵器

杯身 器高 4.8cm の石英 .長石 .蛋 ･濃育灰色 丘南西区斜面 .墳頂表409号墳 主体 日綾部はほぼ直線r小二r与｣二万にのびる.ll縁端部は内傾する 付を含む05mm大

･濃晋灰色 土直下出土の各破片が部2 墓城外

面をなし､端両の小火は凹線となって窪む..受け部はやや外上 の花園岩棟を性か 接合したo(南西) .墳丘 方に聞く.受け部の上晴=よほぼ平



図-逝物番号 ･口頚部 胎 土 焼成 ･外面 備 考器種 形態と調整 .休部
色調 .内面出土場所 ･底部 (脚部.

高台) ･断面66-5 口径 14.2cm (残存1βからの剛 転復原) 直径0.1mm以下 良好

･濃灰色 n縁部.頚部外面に須恵器 施 残存高 5.63cm

の良石 .石英を位 ･自灰色 墨色紬○409号墳 主体 頚部と)j綾部の境界は下方にやや突出

するつまみ比.し突帯を かに含むo ･漉灰色部上南 .棺南 もって

段をなし､口緑部は外上方に大きく開くol二一縁端部はや区埋土 や内傾する面をなし､端而中央はL土(線となって浅く窪むo･外面 口縁部はヨコナデのち榔猫波状文 (6粂1単位 .原体帽6mm)o頚部はヨコナデのち櫛描波
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巨勢山371号墳ほか 航空写真 (東上空か
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巨勢山371号墳 主体部 1 棺外遺物 (須恵器)出土状態



巨勢山371号墳 主体部2 (南から)巨勢山371号墳



巨勢山371号墳 主体部2 棺内遺物 (馬具 ･須恵器)出土状態



巨勢山3
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巨勢山407号墳(手前)と巨勢山408



巨勢山407号墳 石室 (奥壁)巨
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巨勢山407号墳 石室 (奥壁と右側壁のコーナー部分)



巨勢山407号墳 石室 (袖石と玄室前壁)巨勢山407



巨
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巨勢山407号墳 石室内追葬面遺物出土状態



巨勢山408号墳 石室 (羨道側か
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巨勢山408号墳 石室 (玄門部)巨勢山408号墳 石



巨勢山408号墳 石室 (奥壁と右側壁のコーナー部分)



巨勢山408号墳 石室 (玄室右側壁)



巨勢山408号墳 石室 (羨道左側壁)巨



巨勢山408号墳 石室内奥壁付近の遺物出土状態巨勢山40



巨勢山408号墳 石室内奥壁付近の遺物(馬具)出土状態巨勢



旨

巨勢山409号墳 全景 (東から)

巨



巨勢山409号墳 主体部 1 土層断面と遺



巨勢山409号墳 主体部 1 墓墳完掘状態
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巨勢山371号填 主体部1 棺外出土鉄器 ･石製品 (S.≒1/3)

16-3

16-216-4巨勢山371号墳 主体部2 棺内出土土器1(S.≒1
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巨勢山371号墳 主体部 2 棺外出土馬具(S.≒1/3)
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